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例百

1.本書は佐久市が行う佐久平浅間小学校建設に伴う発掘調査報告書で、ある。

2.調査原因者 佐久市教育委員会(教育施設課)

3.調査主体者 佐久市教育委員会

4.調査地点 佐久市長土日1613-1外

5.遺跡名及び期間と面積 大豆田遺跡N(NSON) 15，132III 

6.発掘調査担当者

平成24年 4月 5日~平成24年11月21日(現場作業)
平成24年11月22日~平成27年 3月31日(整理作業)

冨沢一明 上原 学 久保浩一郎

7.本書の整理作業は富沢が行い、石材鑑定は羽毛田が行った。原稿は文頭か文末に文責を記載した。
その他記載のなしものは編集・執筆を富沢が行った。
なお、陶磁器類は(財)長野県埋蔵文化財センター 市川隆之氏に、骨鑑定については、山梨県立
博物館植月 学氏に、中部横断道関連調査については (財)長野県埋蔵文化財センター贋瀬昭弘氏、

上田 真氏、柳津 亮氏にご教示をいただいた。また、レプリカ調査では首都大学東京大学院遠藤英子
氏に玉稿をいただ、きレプリカ調査の実施にあたっては明治大学古代学研究所にご協力を賜った。記して

感謝申し上げる。

8.本遺跡の委託業務は以下の通りである。
基準点測量・設定 株式会社浅間測量
ラジコン写真撮影 池田測量設計有限会社
遺構測量・編集システム賃貸借 株式会社 共栄測量設計社 (H24)

株式会社パスカル (H25.26)
種子・樹種鑑定 ノ句ノ・サーヴェイ株式会社

9.本書に掲載した出土遺物については佐久市教育委員会の責任下に保管されている。



凡例

1.遺構の略記号は竪穴住居祉 H、竪穴建物担J:-Ta、掘立柱建物i止-F、土坑-D、溝状遺構 M

ヒ。ツトP、遺物集中区一Uである。

2.挿図の縮尺は遺構1/80、遺物で土器・石器1/4、金属製品1/2を基本とする。

それ以外のものは挿図中にスケーノレを記載した。

3.遺構の海抜標高は遺構ごとに統一し、水糸標高をスケール上に 「標高」として記した。

4.土層の色調は1988年版 「新版標準土色帖」に基づいた。

5.遺物挿図番号、 遺物写真番号、遺物観察表番号は一致する。()は推定値、 く〉は残存値である。

6. 測量座標は世界測地系を用い、調査区グ'~ットは公共座標の区割りに従い、間隔は8 X 8mlこ設定した。

7.遺構の計測値は下図に示した部分の計測値である。

一面積

住居・竪穴建物祉

。。。
0) 0) 。。

柱F@@@
男 L 片町

桁
行

長軸方位

長軸長 ν 
短軸長

土坑 長軸方位

-遺構計測表中の()は推定値、 く〉は残存値。数値単位はmとIIfで、あり、その他は表中に記載した。

また、 出土遺物の欄に記載された遺物は図示したもの以外の小片遺物で、種別の解るものを掲載した0

.遺構深度は数値の範囲を示しているもの以外は平均値である。

-住居士止の形態は長軸長と短軸長の差が1害IJを超えたものを長方形とした0

・住居士止の軸は長軸長より計測し、正方形の場ー合はカマド.'1JlJJを長軸とする。

8. 挿図中における網掛けは以下を示す。

タ地山
柱痕

ドム4

灰

黒色処理

磨り面

粘土

貼床

木製品

赤彩

青磁

須恵器断面

灰紬陶器

焼土
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第117図 M15 ・ 27~29 ・ 37 ・ 54 ・ 91号潜状遺構実測図

第118図 M27・29・91号溝状遺構出土遺物実関図

第119図 M17(33)・18・19・67・72号溝状遺構実測図

第120図 M17(33)・18・67号溝状遺構出土遺物実測図

第121図 M13(14)号溝状遺構出土遺物実測図

第122図 M12号溝状遺構出土遺物実測図

第123図 M12(55)号溝状遺構出土遺物実測図

第124図 M12(55)・20号溝状遺構出土遺物実測図

第125図 M30~32 ・ 36(59)'57・62・5・79号溝状遺構

出土遺物実測圏

第126図ヒ。ット平面図(1)及び出土遺物実測園

第127図ピyト平面図(2)

第128図ピット平面図(3)

第129図 1号杭列状遺構実測図

第130図 U3遺物集中区出土遺物実測図(1)

第131図 U1・2・3・8遺物集中区接合関係図及び種別図

第132図 U3遺物集中区出土遺物実測図(2)

第133図 U3遺物集中区出土遺物実測図(3)

第134図 U2・3・8遺物集中区出土遺物実測図

第135図 U4・5遺物集中区出土遺物実測図

第136図 U4・5遺物集中区接合関係図及び種別図

第137図 U6遺物集中区接合関係図

第138図 U6遺物集中区出土遺物実測図(1)

第139図 U6遺物集中区出土遺物実測図(2)

第140図 U6遺物集中区出土遺物実測図(3)

第141図 U6遺物集中区出土遺物実測図(4)

第142図 U7・9遺物集中区接合関係図及び種別図

第143図 U7遺物集中区出土遺物実測図

第144図 U7・9遺物集中区出土遺物実測図

第145図 U11遺物集中区接合関係図及び種別図

第146図 U11遺物集中区出土遺物実測図(1)

第147図 U11遺物集中区出土遺物実測図(2)

第148図 U11遺物集中区出土遺物実測図(3)

第149図 U11遺物集中区出土遺物実測図(4)

第150図遺構外出土遺物実測図(1)

第151図遺構外出土遺物実測図(2)

第152図遺構外出土遺物実測図(3)

第153図遺構外出土遺物実測図(4)
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図版l ①東側調査区全景(西より)

②西側調査区全景(北より)

図版2 ①北側調査区全景(西より)

図版3 ①H1号住居牡 ②H1号住居壮カマド

③日l号住居壮カマド、断面 ④H1号住居士止掘り方

⑤日l号住居祉調査状況

図版4 ①H2号住居土止 ②H2号住居土止炉

③日2号住居士止掘り方 @]-]2号住居壮遺物出土状況

⑤H2号住居牡遺物出土状況

図版5 ①日3号住居牡 ②H4号住居士止

③H6号住居壮

図版6 ①H8号住居壮 ②H8号住居士止掘り方

③H8号住居主rI:炉 ④H8号住居壮遺物出土状況

図版7 ①]-]9号住居士止 ②1-19号住居士止カマド

③H9号住居士止カマド掘り方 ④H9号住居牡掘り方

⑤H9号住居牡カマド遺物出土状況

図版8 ①H10号住居士止 ②]-110号住居壮掘り方

③]-I15号住居土止

図版9 ①H11号住居壮 ②]-I11号住居壮掘り方

図版10 ①]-I11号住居壮(第2床面)

②]-I11号住居壮遺物出土状況

③H11号住居土rI:遺物出土状況

④日11号住居壮カマド

図版11 ①H12号住居壮 ②H12号住居壮掘り方

③H19号住居士止

図版12 ①H14号住居枇 ②H14号住居祉掘り方

③H16号住居士止 ④H16号住居士止掘り方

図版13 ①H13号住居士止(北イ則) ②H13号住居士止(南側)
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図版14①]-I13号住居牡掘り方(北倶J1)②H13号住居祉掘り方(南側)

③H13号住居壮炉2

⑤調査風景

⑦H13号住居士止炉l

図版15①]-117号住居壮

④日13号住居壮炉2

⑤H13号住居士止炉2

③H13号住居士止炉掘り方

②H17号住居士止遺物出土状況

③H17号住居土止カマドセクション④H17号住居士止セクション

図版16①H17号住居士止掘り方(北側) ②H17号住居士LI:掘り方(南側)

図版17①H18号住居士止 ②日18号住居祉掘方

③H18号住居壮遺物出土状況 ④H18号住居士止炉

図版18①H20号住居土止 ②H20号住居枇炉掘り方

③H22号住居壮

図版19①l-I21号住居士止

図版20①日23号住居士LI:

④日22号住居士止炉

②H21号住居士止掘り方

②H23号住居士止掘り方

図版21①H23号住居士LI:第2床面 ②H23号住居よ止カマF

③]-]23号住居壮遺物出土状況

④日23号住居牡掘り方セクション

図版22①]-]24号住居壮 ②H24号住居士止掘り方

図版23①H24号住居壮炉 ②H24号住居士止炉土層断面

③H24号住居i止遺物出土状況

④北側調査区全景

図版2L1①H25号住居枇 ②H25号住居士止掘り方

③H25号住居牡カマド ④日25号住居壮遺物出土状況

⑤H25号住居壮遺物出土状況

図版25①H26号住居祉 ②H26号住居壮掘り方

③H26号住居祉遺物出土状況

④H26号住居士LI:炉 ⑤H26号住居壮炉掘り方

図版26①H27号住居士止 ②H27号住居士止カマド

③H27号住居士止カマド宅クション

④H30号住居士止

図版27①Ta1号竪穴状遺構

②Ta1号竪穴状遺構遺物出土状況

③Ta1号竪穴状遺構遺物出土状況

④調査状況

図版28①Ta2号竪穴状遺構 ②Ta3号竪穴状遺構

図版29①F1号掘立柱建物土止 ②F2号掘立柱建物壮

③F3号掘立柱建物土止 ④F3号掘立柱建物壮航空写真

⑤F4号掘立柱建物士止 ⑤F5号掘立柱建物壮

⑦F6号掘立柱建物壮 @F7号掘立柱建物壮

図版30①F8号掘立柱建物士止 ②F9号掘立柱建物土LI:

③Fll号掘立柱建物土止④F12号掘立柱建物土止

⑤F13号掘立柱建物壮⑤F14号掘立柱建物壮

⑦F15号掘立柱建物祉③F16号掘立柱建物祉

図版31①F17号掘立柱建物i止 ②F18号掘立柱建物壮

③F19号掘立柱建物士止 ④F20号掘立柱建物祉

⑤F21号掘立柱建物i止 ⑤F22号掘立柱建物壮

⑦F24号掘立柱建物壮 ③F25号掘立柱建物壮

図版32①F26号掘立柱建物祉 ②F27号掘立柱建物社

③F28号掘立柱建物壮

④F17・18・20・27・28号掘立柱建物士止(ラジコン撮影)

⑤F29号掘立柱建物壮 @F30号掘立柱建物土止

⑦F31号掘立柱建物社 @F32号掘立柱建物壮

図版33①D1号土坑 ②D2号土坑

③D4号土坑 ④D5号土坑

⑤D7号土坑 ⑤D10号土坑

⑦Dll号土坑③D12号土坑

図版34①D3号土坑 ②D3号土坑堆積状況

③D3号土坑遺物出土状況

④D3号土坑完掘状況

⑤D3号土坑壷棺検出状況

図版35①D6号土坑 ②D6号土坑木製品出土状況

③D8号土坑井戸枠出土状況

@D8号土坑 ⑤D8号土坑

図版36①D9号土坑 ②D9号土坑木製品出土状況

③D9号土坑井戸枠出土状況

④D9号土坑井戸枠 ⑤遺構測量

図版37①D13号土坑 ②D14号土坑

③D15号土坑 ④D16号土坑

⑤D17号土坑 ⑤D18号土坑

⑦D19号土坑 ③D21号土坑

図版38①D20号土坑 ②D20号土坑堆積状況

③D20号土坑遺物出土状況

④D20号土坑獣骨出土状況

図版39①D22号土坑 ②D23号土坑

③D24号土坑 ④D26号土坑

⑤D28号土坑 ⑤D29号土坑

⑦D30号土坑 ③D31号土坑

図版40①D32号土坑 ②D33号土坑

③D35号土坑 ④D37号土坑

⑤D38号土坑 ⑤D39号土坑

⑦D41・42号土坑 ③D43・44号土坑

図版41①D40号土坑 ②D40号土坑井戸枠出土状況

図版42①DL15号土坑 ②D46号土坑

③DL17号土坑 ④D49号土坑

⑤D48号土坑 ⑤D48号士坑遺物出土状況

⑦D50号土坑 ③D50号土坑遺物出土状況
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図版43 ①051号土坑 ②051号土坑遺物出土状況

③052号土坑 ④053号土坑

⑤054号土坑 @056号土坑

⑦059号土坑 ③060号土坑

図版44①055号土坑 ②057号土坑

図版45 ①063号土坑井戸枠 ②063号土坑

図版46 ①063号土坑井戸枠(石検出状況)

②063号土坑井戸枠

図版47①061号土坑 ②062号土坑

③064号土坑 ④065号土坑

⑤066号土坑 ⑥067号土坑

⑦068号土坑 ③069号土坑

図版48①078号土坑 ②072号土坑

③071号土坑 ④071号土坑磯出土状況

⑤073号土坑 ⑤074号土坑

⑦077号土坑 ③079号土坑

図版49 ①080号土坑 ②081号土坑

③082号土坑 ④083号土坑

⑤084号土坑 ⑤086号土坑

⑦085号土坑 ③085号土坑遺物出土状況

図版50 ①087号土坑 ②088号土坑

③089号土坑 ④090号土坑

⑤091号土坑 ⑤092号土坑

⑦093号土坑 ③094号土坑

図版51 ①095号土坑 ②096号土坑

③098号士坑 ④099号土坑

⑤0100号土坑 ⑤0101号土坑

⑦0102号土坑 ③0103号土坑

図版52①0104号土坑 ②0104号土坑遺物出土状況

③0105号土坑 ④0106号土坑

⑤0107号土坑 ⑤0109号土坑

⑦0110号土坑 ③0111号土坑

図版53 ①0112号土坑 ②0113号土坑

③0114号土坑 ④0115号土坑

⑤0116号土坑 ⑤0117号土坑

⑦0118号土坑 ③0119号土坑

図版54①0120号土坑 ②0121号土坑

③0122号土坑 @0123号土坑

⑤0124号土坑 ⑤0128号土坑

⑦0130号土坑 ③0131号土坑

図版55 ①0132号土坑 ②0133号土坑

③0134号土坑 ④0135号士坑

⑤0136号土坑 ⑤0137号土坑

⑦0138号土坑 ③0139号土坑

図版56①0140号士坑 ②0141号土坑

③0142号土坑 @0143号土坑

⑤0144号土坑 ⑤0145号土坑

⑦0146号土坑遺物出土状況 @0146号土坑

図版57①M1.2号溝状遺構②M7号溝状遺構

③M6号溝状遺構 ④M6号溝状遺構土層断面

⑤lv18~10号構状遺構 ⑤M6~10号潜状遺構

⑦lv1l2~19号溝状遺構③M12~17(33)号潜状遺構

図版58 ①M22・23号溝状遺構 ②M11号溝状遺構

③M22・23号溝状遺構土層断面

④M22・23号溝状遺構内土坑

図版59 ①M18~67号溝状遺構

②M18~67号溝状遺構土層断面(北側)

③M18~67号溝状遺構土層断面(南側)

④M25号潜状遺構(南側)⑤M26号潜状遺構

⑤M25号潜状遺構(北側)⑦・③M27号溝状遺構

@M31・32号溝状遺構 ⑮M34号潜状遺構

⑪M37・38・91号溝状遺構⑫M35号溝状遺構

図版60①M42号潜状遺構 ②M39号溝状遺構

③調査風景 ④M36号溝状遺構

⑤M48号潜状遺構 ⑥M49号溝状遺構

⑦M47号溝状遺構 ③M42・47・49号溝状遺構

⑨M49(52・64)号溝状遺構⑪M12(55)・57号溝状遺構

⑪M36(58)号構状遺構 ⑫M30(60)号溝状遺構

図版61 ①M49・65号溝状遺構②M49(52・64).65号溝状遺構

③・④・⑤M65号溝状遺構遺物出土状況

図版62①M36(59)号潜状遺構 ②M63号溝状遺構

③M61号溝状遺構 ④M68号構状遺構

⑤M71号潜状遺構 ⑥M77号潜状遺構

⑦M66号i棒状遺構 ③M73・74号潜状遺構

@M70号溝状遺構 ⑮M81号溝状遺構

⑪l号杭列状遺構

図版63 ①・②・③U3遺物集中区

④・⑤U2遺物集中区 @~@U4遺物集中区

⑮~⑬U7遺物集中区⑪~⑬U11遺物集中区

図版64・65 U6遺物集中区

図版66~95 出土土器・石器・金属製品・土製品

図版96~102 出土木製品



第 I章発掘調査の経緯

第1節調査の経緯

今回調査を行った大豆田遺跡町は周防畑遺跡群eの南端部分に所在し、標高700mを僅かに越える台地先端に

位置する。調査地点の地形はし、わゆる「回切地形」が消滅し沖積低地へと続く南傾斜である。遺跡周辺では田切

地形を挟んで西に接する台地上で近年「中部横断自動車道」が建設され、それに伴う埋蔵文化財発掘調査により、

国内最大級の弥生時代後期の竪穴住居土止や古代律令期の銅印が発見された西近津遺跡群や本遺跡の南西側低

地を調査した周防畑遺跡群があり、 円形周溝墓等が調査されている。

今回調査された遺跡周辺は、平成9年に開業した長野新幹線佐久平駅の周辺部開発が進み、また国道141号の

整備と伴に区画整理等がなされ急激な商業地化と人口の増加が起こっている。この為、地域内の岩村宇田小学校で、

マンモス校化と通学区の広域化が問題となっていた。これらの問題解決-の為、新幹線駅北西部に新小学校の建設

が佐久市教育委員会により計画された。

平成23年9月に佐久市教育施設課より文化財保護法94条が佐久市教育委員会に通知され、当該地の試掘調査

が行われた。結果、予定地内から竪穴住居i止等が発見され、周辺部の調査事例より計画地全体に遺跡が広がる

事が予想された。試掘調査の結果を受け保護協議がなされ、工事による遺跡破壊が及ぶ範囲については記録保

存を目的とする発掘調査を行うこととなり、佐久市文化財課において発掘調査が実施される事となった。

第1図大豆田遺跡W位置図(1/50000)
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主任調査員 佐々木宗昭 森泉かよ子

調査員 赤羽根篤 赤羽根充江 浅沼勝男 浅沼ノブ江 阿部和人

安藤 孝司 上原美千代 飯塚 一男 飯森成英 磯貝 律T
市川光吉 浅見 孝子 岩崎重子 岩松 茂年 碓氷 知子

臼田 中旬佳 江原富子 小幡 弘子 風間 敏 柏木義雄

加藤ひろ美 河原田=男 木内 勇 木内修一 菊池 喜重

小井戸秀元 神津和子 神津千春 神津僚平 小島 真

小林 妙子 小林 節子 小林千勝 小林百合子 小山 功

堺 益子 坂井 一夫 里見理生 樺井 知l春: 清水 澄生

清水律子 副島 充子 高橋 t早t 滝沢 三男 田中ひさ子

土屋邦子 土屋武士 中j華 登 中IIJ鳥フクジ 中条勝良

中山 清美 羽毛田利明 橋詰勝子 橋詰信子 林まゆみ

比岡井久美子 日向昭次 広瀬梨恵子 細萱ミスズ 細谷 秀子

堀篭保子 武者 幸彦 柳沢亜矢子 柳揮 孝子 横尾 敏雄

吉田信行 依岡 コ男 依田好行 渡辺 長子 渡辺 広野

渡辺 ，一竺「手
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第3節調査日誌
平成23年度

平成23年

9月6日

9月8日

9月16日

佐久市より土木工事等のための埋蔵文化

財発掘の通知(保護法94条第1項)

長野県教育委員会教育長に23佐教文財

第125-2号にて副申。

長野県教育委員会教育長より23教文

第8-119号にて通知。

平成24年

2 月 20 日 ~3 月 23 日 市教育委員会文化財課により

試掘調査

平成24年度

4月5日

4月19日

5月11日

6月5日

6月6日

7月11日

8月2・3日

8月30日

9月10日

9}j 24同

10月31日

11月 1日

11月2日

11月19日

12月 ~3 月

平成25年度

4月5日~

5月9日

6月12FI 

9月30日

平成26年

2月5日

平成26年度

4月15日

10月27日

平成27年

3月31日

教育施設課より埋蔵文化財発掘調査の

実施についての依頼。

周防畑遺跡群 大豆田遺跡Wとして

発掘調査開始。

測量支援システム運用開始

第 1回ラジコン撮影

遺物集中区より菊翠勾玉出土

D20土坑完掘

遺物集中区より管玉出土

少年考古学教室開催

第2回ラジコン撮影

M55号溝状遺構から軒丸瓦が出土

D63号土坑から木枠が出土

第3回ラジコン撮影

調査区北側の黒色土下検出作業

調査区西側の弥生住居祉群調査終了

機材撤収を行い現場作業を終了する。

室内作業を行う

教育施設課より調査依頼

室内作業を開始する。

遺構編集システムによる整理開始

骨鑑定を山梨県立歴史博物館に依頼する。

科学分析を依頼する。

陶磁器鑑定を長野県埋蔵文化財センター

に依頼する。

報告害の作成を開始

遺物写真撮影、版下作成、原稿執筆

を行う。

報告書原稿入稿

報告書を刊行し全ての作業を終了する。

つd



第E章遺跡の立地と環境

第1節自然的環境

佐久地域は、周辺を山地や台地に固まれた盆地状を呈する。標高は700m前後で、あり、夏涼しく、冬寒い高原性

の気候を特徴とする。 北には現在も噴煙を上げる浅間山が準え、南には馨科連峰が東西に連なる。東は関東山地

が南北に連なり、群馬県との境をなしている。西には隆起地形で、ある御牧ヶ原・八重原台地が広がっている。佐久

盆地の中央には甲武信岳の山麓に水源を持つ千曲川が馨科連峰や関東山地から流れ出た中小河川を集めて北流

している。

このように、 佐久盆地は周囲を山々に固まれ幾多の河川に潤された大地が広がるが、地質学的にみると南北に

大きく二分することができる。境界は関東山地より流れ出て、盆地のほぼ中央を西に流れる滑津川付近であり、滑

津)11と千曲川が合流する付近では北部地域との比高差は20m内外を示す。ここを境として北部地域は浅間山から

広がる山麓が緩やかに傾斜する地形で、浅間山の噴火によって堆積した火砕流や火山灰により形成された台地が

広がっている。この台地は雨水等の浸食に弱く、浅間山の麓から放射状に幾筋ものいわゆる 「田切り」と呼ばれる

谷が伸び、切り立った崖により台地を細長く分断している。これとは対照的に、南部地域は千曲川の氾濫原とする

沖積地や滑津川や志賀川としりた中小河川により形成された谷口扇状地が広がっている。 このため、 地表下は河

床磯層と沖積粘土層が広がり、現在で、は佐久地域の穀倉地帯となっている。

今回の調査地点は北部地域に広がる田切りに挟まれた台地が終わる末端部分に位置し、塚原土石なだれを埋

めるように堆積した第一軽石流(Pl)やその二次堆積土が調査区全体に広がっている。

、も

ぺ;，'...t't ~- ~ '量長

"、 l.--

凡 例
仁 己河川璃噛 仁己新田居火山巨

匠己 段丘糊物{非区分)医回大田1I;:z.コリア

亡己 段丘輔軸 - 瓜生埴間

- 軽石理二械積物 - 荒曲川輔

亡 口 軍二軽石畑棚 紫葺聞石安山岩頭

医盟 国岩頭

仁己 志賀選結草匝吉宮

'iol平尾山安山岩頭

布目|黒圃

巳コ贈眉
仁~j\1久畑

E円 駒込圃

第2図佐久市地質図 (佐久市志 自然編より 一部改編)
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第2節歴史的環境

今回調査した周防畑遺跡群が位置する佐久市の北部は、上信越自動車道や長野新幹線等の建設、それらに付

随する開発等で1980年代より大規模な発掘調査が相次いだ地域である。それにより膨大な埋蔵文化財資料が蓄積

されており、ここでそれらを概観したい。

まず、旧石器・縄文時代であるが、これらの時代は調査面積に比して資料が非常に希薄な時代である。本遺跡

に隣接する近津遺跡群からは縄文後期の土器・石器群は出土しているが住居士止は発見されていない。本調査地点

でも、縄文時代中期・後期の土器片及び落とし穴は検出されたが、住居土止は検出されなかった。縄文期の集落が

発見されるのは、関東山地の~Li裾や千曲川を挟んで琴科山麓側であり、縄文時代に佐久平中心部の平坦地は主

に狩場として利用されていたと考えられる。

次に弥生時代では、前期と中・後期で様相が異なる。まず前期では発見された遺跡が非常に少なく、集落も発見

されていない。仲田遺跡の士坑より口縁二重突帯文の壷、東大門先遺跡Eから同じく土坑より氷H式に比定される

細密条痕の聾が出土している。また、下信濃石遺跡Eからは包含層からの出土であるが、 弥生前期とすべき良好

な土器・石器資料が出土している。これらの遺跡はいずれも湯)11沿し、に立地する遺跡であり、佐久北部においては

弥生前期の人々が湯川を意識して活動していたことが解る。次に中期になると遺跡数も増え集落土l上が確認されるよ

うになる。湯川沿いの下流より、川原端遺跡・森平遺跡・寄塚遺跡・根々井芝宮遺跡・北西の久保遺跡・西一本柳遺

跡、内陸部に円正坊遺跡がある。これらの遺跡はいずれも中期後半に比定されるが、中期後半古相に位置づけら

れるのは根々井芝宮遺跡のみである。このように中期に至り集落が形成されるようになっても遺跡立地は湯川沿岸を

指向する傾向にあり、佐久平北部において弥生前期・中期を通して湯川が人々の生産或いは流通・移動等の諸々

の活動において重要な要素を担っていたことが解る。後期になると集落は湯川沿岸より内陸部に進出するようにな

る。北から近津遺跡・宮の前遺跡・周防畑遺跡・上直路遺跡・円正坊遺跡・西一本柳遺跡・西一里塚遺跡、などがあ

げられる。これらの遺跡は田切地形が消滅し、濁川により形成された低地を取り囲むように立地し、佐久平北部に

おける稲作生産の本格的な導入を示唆している。また、 当該時期の遺跡からは遺構として西近津遺跡より国内で最

大級となる18X9.5mの竪穴住居士止が発見されたり、上直路遺跡からは屋内埋葬とし、う特異な形態の土坑墓内より、

埋葬者腕に装着された状態で銅釧15本が発見されている。

次の古墳時代前期は弥生後期の集落展開に比べ、規模が非常に縮小し立地も限定的となる。 湯川沿いの小さ

な平地や田切台地でも縁辺など、弥生後期に開発した水田地帯を放棄するような状態である。つづく中期前半で

は、当該期に比定される遺跡が佐久地域において北西の久保遺跡のみであり、前期にもまして遺跡数が激減する

時期である。中期前半は他地域においても遺跡数が減少するが、佐久地域の少なさは異常である。 これとは対照

的に中期後半から後期の所調、 5世紀後半から6世紀にかけての遺跡数の増加は目を見張るものがある。 特に北部

においては、弥生後期に集落が展開した地域とともに、新たに田切台地の内陸部まで、集落が広がってして。特に

上聖端遺跡・芝宮遺跡・聖原遺跡としりた遺跡では累積で100軒単位の集落が形成されている。この現象は佐久平

において、 5世紀後半以降の集落選地の理由が大きく変わった。或いは加わったことを意味する。一つの可能性と

しては、水田経営に適さない高燥台地の内陸にあえて集落を展開するとしち事は集落維持のための生産基盤を牧

経営等に置いた結果とも考えられる。

続く奈良時代は古墳後期と同じような場所に集落が展開し、生活・生産活動の継続性が見て取れる。平安時代に

なると、集落内の住居i止数は増すが、住居は小型化が顕著で、あり、平安時代後半には散村化の傾向がある。また、

近年に当遺跡付近の調査事例で「大井」の墨書や刻書が記載された土器が多く出土し、 古代「大井郷」 の核地

域であろうことが推測されている。

その後、鎌倉時代になると、甲斐源氏の加々美遠光が信濃守となり、その子小笠原長清の七男朝光が大井荘に

土着し、大井氏を名乗るようになる。この地域は大井氏により発展し、『四隣謂薮』によれば 「その賑わい国府にま

されり」と例えられる隆盛を誇った。これらの関連遺跡としては現岩村田市街地付近に集中し、苑池の跡が発見され

た柳堂遺跡や龍雲寺との関連が推定される下信濃石遺跡、漆工房跡と考えられる北一本柳遺跡、また、大井氏の

居城と考えられている大井城祉などがある。

近世になってからは、地域内を「中山道」が通過し、 それに伴う宿場整備で岩村田宿は繁栄する。特に岩村田

は佐久甲州|街道が通り、北国街道も近く中世の隆盛を初梯とさせる状態で、あった。 町屋調査としては中山道沿いの

中宿遺跡等があげられる。以上、各時代の概観である。
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第3図 周辺遺跡位置図
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第1表周辺遺跡一覧

No 遺跡群名 遺跡名 所在地 検出遺構 報告書

周防畑遺跡群 大旦凹遺跡W 長土呂 本報告書

2 近津遺跡群 長土呂字西近津・森 F竪穴住605(縄文~平安)、掘立80、土坑3、周溝墓13 県調査

3 森平遺跡 横平日:宇:森平 竪穴住(弥生9]期11)、舟l溝墓l、環i袋、構3、配石遺構2 県調査

4 宮の上遺跡群 根々井芝宮遺跡 根々井字芝宮 竪穴住(弥生43・古墳3・平安14)、掘立3、土坑27、溝5 第49集

υ 「 根々井大塚古墳 根々井字大塚 方形墳任墓l 年報9

6 F可一里塚遺跡群 西一里塚遺跡 岩村田字西一里塚 竪穴住(弥生後期11)、周隊基l、環濠、土坑7、潜6

i 岩村田遺跡群 北西の久保遺跡 岩村凶字北西ノ久保 竪穴住(弥生中期91・弥生後期38・古墳中期20)

西一本柳遺跡m.N 岩村田字西一木材11 竪穴住201(弥生~平安)、掘立45、土坑12、溝口 第73集

西本柳遺跡V.VI 岩村出千二上樋閏 竪穴住(弥生中期3・弥生後期い古墳後期2・奈良1)、1持 第91集

西一本柳逃跡VII 岩村田字西一本相11 竪穴住(弥生中期7・後期2・古漬後期6・奈・平1)、掘立5、上坑8、溝6 年報8

西一本柳遺跡\~ll 岩村田字下樋田
竪穴住(弥生中期19・弥生後期'l7・古墳中期6・古境後期42・奈良16・平安9・不明

第109集2)、椀立30、土坑51、溝口

西一本柳遺跡IX 岩村岡字西一本柳 竪穴住(古墳後期16・奈良1・平安2・竪穴状2)、掘立9、土坑12 第113集

西一本柳遺跡X 岩村田字西一本柳
竪穴住(弥生中期134・弥生後期12・古墳中期12・古墳後期15・奈良21・平安9・不

年報14
明2)、掘立14、土坑19、溝14

8 岩村田遺跡群 西一本棚l遺跡XI 岩村田字下樋田 竪穴住(弥生中期l・弥生後期1)、1事 年報13

西一本柳遺跡XII 岩村田字下樋問 竪穴住(古墳後期5・奈良1.竪穴状遺構6)、掘立2 第125集

西一本相l遺跡xm 岩村問字下樋問
竪穴住(弥生中期13・弥生後期8・古境中期12・古墳後期12・奈良2・平安い不明8)、

第139集
掘立5

西一本柳遺跡XN 岩村田字上樋田
竪穴住(弥生中期17・後期17・占墳中期3・後期7・奈・平11)、掘立10、十て坑16、11Ii

第175集
13 

西一本柳遺跡XV 岩村凶宇常木t 竪穴住(弥生中期3・後期3・古墳後期2・奈.ijL5)、掘立3、土坑5 第154集

西一本物|仕立跡XVI 岩村田字西一本物11 竪穴住(弥生中期12・後期11・古墳後期4・奈良1)、掘立6、溝3 第160集

西一本相11遺跡XVII 岩村田字西一本柳 竪穴住(弥生中期l・後期2・奈良2)、i昔 第169集

9 守畑遺跡群 仲間遺跡 後久保字仲田
竪穴住(古墳中期4・後期6・奈良10・平安6)、掘立11、土坑6、Hl5より花弁双蝶

第 66集
八花鋭出土

北一本柳遺跡E 岩村田乍北一本 'l'Z穴住4、土墳墓1、溝2 年報14

10 岩村田遺跡群 北一本柳遺跡E 岩村田字北一本 思穴住(弥生後期48・古漬後期11・中t!!:57)、銅守:13、土坑310、溝32 第175集

北一本柳遺跡N 岩村岡字北一本 竪穴住3 、 I~'I 第158集

11 岩村田遺跡群 東大門先遺跡E 岩村田字東大門先 竪穴住(古墳後期2・奈良・平安15)、掘立21、土坑9、構10 第175集

12 里子馬窪遺跡群 里子馬窪遺跡II.m 猿久保字野馬窪 竪穴住l、竪穴状遺構17、掘立13、土坑234 第170集

13 下信淡石遺跡 岩村田字仁王前 寺院関連1、竪穴状遺構10、土坑47 古瀬戸!火納水滴出土 第134集

14 蛇塚古境 安原字蛇塚 後期古漬3基、竪穴住3、掘立l 第 78集

15 岩村田遺跡群 観音堂泣刷、 岩村田字観音堂 竪穴住(平安1・中世27)、土坑170、土境基4、摘立l 第 70集

16 岩村田遺跡群 柳堂遺跡; 岩村田字柳堂 竪穴住(弥生後期2・平安l・中世33)、掘立2、土坑203、周溝墓3、池 第 85集

17 大井城祉 岩村田字古城 際穴住(古墳後期15・中世54)、掘立3、土坑285

18 下小平遺跡 岩村岡字下小平 竪穴住(弥生後期5・古墳後期1)、方形周j荷墓2

19 腰巻遺跡 上平尾字腰巻 竪穴住(弥生後期l・古墳前期4・平安2)、構4

20 長土呂遺跡群 聖原遺跡 長土呂字型原 竪穴住(古墳後期155・奈良平安663)、掘立869、土坑370、滋40 第103集~

21 芝宮遺跡群 下芝官遺跡 I-[V 長土呂字下芝宮 竪穴住(古墳中期5・後期2・"If安2)、掘立6 第9集

22 長土品遺跡群 下聖端遺跡 1. II 長土呂字下聖端 竪穴住(弥生後期4・古境中期13・後期25・奈良l・平安15)、掘立18 第9集

23 !司防畑遺跡群 長土品 竪穴住92(弥生~平安)、掘立9、円形周溝墓15、土坑422 県調査

24 長土呂遺跡、群 長土呂館土止 長土呂 中世館上止

25 長土品遺跡群 下伯母塚遺跡 長土呂字下伯母塚 竪穴住(弥生後期末9)、溝、銅嫉 第110集

26 枇杷坂遺跡群 上直路遺跡 岩村田字上直路 怒穴住(弥生後期2)、銅釧 年報6

円正坊遺跡E 岩村田字円正坊 竪穴住(弥生中期2・弥生後期卜古墳後期2・平安2)、掘立l、古墳l、土坑8 第 53集

円正坊遺跡IV 岩村田字円正坊 竪穴住(古墳中期7・後期23・平安心、方形・円形周溝墓10 第102集
27 円正坊遺跡訴

円正坊遺跡目 庄村問字円正坊 竪穴住37、掘立4、琵棺墓l、士坑26 年報15

円正坊遺跡咽 岩村田字円正tJi 竪穴住(弥生~平安41)、掘立2、土坑11、構3、円形周溝墓l 第185集

28 岩村田巡跡群 松の木泣跡 1. II 岩村田字松の木 竪穴住(弥生~古墳10)、掘立l、土坑l、潜6 第 91集

29 R烏沢泣跡群 五里回遺跡 根々井字五里回 竪穴住(弥生中期43)、周溝墓5、古墳祉2、土坑37 第 74集

30 大和田遺跡群 川原端遺跡 l鳴瀬宇川原端 竪穴住(弥生中~後期13・古墳49)、制立20、土坑22、構24 第 89集

31 寄塚遺跡群 寄塚遺跡 横干口字寄塚 竪穴住13(弥生中期l後半・古墳前期J)、掘立6、土坑17 第157集

32 周防畑遺跡群 宮の前遺跡 1• II他 長土呂字宮のnlJ 笠穴住187(弥生後期~平安)、掘立59、土坑183 第198集

33 近津遺跡群 上大旦塚遺跡 長土日上大豆塚 竪穴住2(弥生後期) 第217集
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第田章調査の方法
第1節調査の方法

遺跡名・調査区

遺跡名は、佐久市詳細分布図の遺跡に照らし合わせ、大豆田遺跡Wとした。ローマ数字は調査次数で、ある。

調査区を網羅するように、国家座標に沿って40X40mの区画を設定し、北よりローマ数字を付した。この40mの

区画は北東隅を起点に8mの各グリットを25分割しグ、リット名とした。

遺跡略記号・遺構略記号

遺跡略記号は以下の決まりに従し、付けられている。

Oアルファベット3文字の先頭は旧大字のローマ字表記の頭文字で、ある。 N=長土呂

Oアルファベット3文字の2番目は遺跡群名のロ マ字表記の頭文字で、ある。 s=周防畑
Oアルファベット3文字の3番目は遺跡名のローマ字表記の任意の文字で、ある。 o
O末尾のローマ数字は発掘調査回数を表す。

遺構略記号は以下のとおりであり、佐久市共通である。

日=住居士止(竪穴住居士止である。現在のところ佐久市内では明確な平地住居は確認されていない。)

Fニ掘立柱建物祉

Dニ土坑(陥穴、貯蔵穴等)

p=ヒ。ット(柱状のものを建てたと思われる、多くは小径の掘り込み)

第4図調査遺跡位置図
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ι工了一
M=溝状遺構(環濠、水路、道路、堀等) Ta=中世の竪穴建物祉あるいは竪穴状遺構

u=遺物集中区
遺構調査
住居士止は均等に4分割し、対面する2区画を掘り下げ土層の観察・記録を行った後完掘し、床面を精査し、柱穴・

炉・カマド等を適宜分割し、土層の観察・記録を行い、最終的に平面の記録を行った。遺物は4分割した各区毎に

取り上げ、床面上の遺物に関しては連続するNoを付け3次元の記録を行し、取り上げた。

土坑は長軸方向に沿って2分割し、半裁により士層の観察・記録を行った後完掘した。遺物は半裁された区を東

西南北の英語頭文字を区として取り上げた。ヒ。ツトも土坑と同様で、あるが、遺物は遺構Noで一括した。溝祉は短辺

方向に任意の場所で区分し、土層を観察・記録した。遺物は区毎に取り上げた。遺構外の遺物はグ、リット毎に取り

上げた。

遺構測量
平面図・断面図ともにトータノレステイ、ンョンを用しな次元データを取得した。取得したデータは株式会社CUBICの

「遺構くん」により図化した。測量基準座標はグリット杭を用いた。

写真
現場での写真は、デ、ジタノレ一眼レフカメラによるRAW画質モードと、 35mm一眼レフカメラによるカラーリパ サル

で、同ーカットを各々記録した。遺物写真はデジタル一眼レフカメラで撮影し、 EPSデ タ形式で報告書に使用した。

-9 -



遺構・遺物の整理等

遺構の図面修正は株式会社CUBICの 「遺構くん」により行った。遺物洗浄は竹ブラシを用い手で行い、室内で

自然乾燥させた。注記は白色のポスタ カラ により行い、 薄めたラッカーをその上から塗布した。遺物の接合は

セメダインCを使用し、遺物復元の際の充当材はエポキシ系樹脂を用いた。遺物実測は手取りで、行った。遺物の

保管に際しては報告書を台帳として、報告書掲載遺物と未掲載遺物に区分し、コンテナに分類ラベノレを貼り収蔵

庫に収納した。

報告書

文章はアドビ社製の 「イラストレーター」で作成し、表についてはマイクロソフト社の 「エクセル」で作成した。また、

遺物実測図は「イラストレーター」によりデジタノレトレースを行い、写真・拓本はアドビ社製 「フォトショッフ。」により補

正加工を行った。これらを最終的に「イラストレーター」により頁単位で編集し、印刷原稿を作成し、イラストレーター

のファイル形式で、入稿した。

第2節基本層序

右に示した標準土層堆積は調査区北西かど

の状態である。本調査区の士層は基本的にI

~III層の圃場整備時の盛士、 N. V層の圃場

前の水田耕作土、VI層以下の自然堆積土に

分かれ、調査区東側の低地部分ではVI層の

砂層が厚く堆積するようになる。

遺構確認面はVII層下で中世と古代の遺構が

確認でき、VllI層下で弥生の遺構が確認され

た。

I層 10YR6/1褐灰色土

II層 10YR6/2灰黄褐色土

皿層 10YR6/1褐灰色土

N層 10YR4/1褐灰色士水田耕作土

V層 10YR5/1褐灰色土水田耕作土

VI層 10YR7/4にぶい黄櫨色土シルト層

で砂を多く含む

VII層 10YR4/2灰黄褐色土 小石を含みじやりじゃりした士。赤色粒子を含む。中世遺構の覆土

VllI層 10YR3/2黒褐色士 しまり弱く、粘性あり。

医層 10YR3/4暗褐色土 しまりややあり。黒色土ブ、ロックとロームの混合土 X層の漸移層

X層 10YR8/6黄樺色土 浅間第l・第2軽石流

A層 10YR4/2灰黄褐色土 古代遺構の覆土 B層 10YR2/1黒色土 弥生遺構の覆土

第3節検出遺構・遺物の概要
検出された遺構・遺物は以下のとおりである。

遺構 竪穴住居祉 26軒 竪穴状遺構 3棟 掘立柱建物士止 33棟 溝状遺構 76木

土 坑 139基 遺物集中区 10箇所 単独ヒ。ット

遺 物 縄文土器 (中期)、弥生土器 (箱清水式土器、関東系縄文施文土器)、

石器類 (石搬・打製石斧・敵き石・砥石)土師器、須恵器、灰紬陶器、瓦、中世陶磁器類

鉄製品(鉄鉱・刀子・釘)、古銭、ガラス小玉、管玉、悲翠勾玉
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調査の成果第IV章

竪穴住居祉

(1) H1号住居祉

本住居 祉は調査区中央部の XV-18・19・23・24Grに位置す る。残存状態は南側検出 部 分が上 部を削 平されてい

る{也は良女子で ある。

形態はほぼ正方形を呈 する。 カマドは北壁のほぼ中央 につくられている。 規模は南北の長軸で、6.80m、 東西の

第1節
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16褐灰色土(10YR4/l)しまり強く、粘性やや強い。
φ1........2cs1の黒色土プロック少批含む。粘土。

17浅黄桜色土(7.5YR8/3)しまりやや強く、粘性やや弱い。ローム士。

I目 黒褐色土(IOYR3/1)しまりやや強く、粘性やや弱い。 ローム事li~に含む。

19褐灰色土(10YR4/l)しまり強く、粘伎やや弱い。
ローム・焼土多f立に含む。炭化物少量合む。

20黒侶色士(IOYR3/1)しまりやや弱く、粘性やや強い。ローム少殻含む。

21他灰色土(IOYR5/1)lまり・粘性強い。 日ーム 1i'J)IT:fiI台む。粘土。

22 浅黄燈色土(7 .5YH~/めしまり強く、 粘性弱い。
φ1 ---Zcm黒褐色シノレトプロック・軽石を多量含む。R占床。

23淡赤桜色土(2.!iYR7/:1)しまりi91く、粘性弱い。ローム軽石を少ji¥含む。
灰を含む。φ1""""5cm黒褐色γノレトブロックを多量に含む。貼床。

24淡赤燈色土(25YR7/3) しまり強く 、 粘性~~Jv 、。
φ1 "'2cm黒褐色土ブロック・ローム土を少li(合む。

25浅黄燈色土(7.5YR8/3)しまり強く、粘性弱い。
φt........2cm黒褐色シノレトプロック・軽石を少hl含む。灰を含む。

1.11音褐色土(10YR3/3)ローム・軽石・砂・炭化物を含む。

2極暗褐色土(7.5YR2/3)焼土・灰・炭化物・粘土を含む。

3時赤褐色土(2.5YR3/3)焼士・灰主体c

4赤黒色土(2.5YR2/1)灰主体。

5黒色土(7.5YRZ/l)しまりあり。灰・炭化物を含む。

6.11音褐色土(10YR3/4)ローム・炭化物を含む。

7黒褐色士(10YR3/1)しまり弱く、粘性やや強い。ローム少乱含むn

8熟褐色土(10YRν1)しまり・粘性やや弱い。

9黒褐色土(lOYR3/1)しまり弱く、粘性やや弱い。φ5""""101llnt軽石少故含む。

10褐灰色土(10YR4/1)しまり・粘性やや弱いcφ5-10山n軽石少批含む。

11 黒褐色土(lOYR3/1)しまりやや弱く、粘性やや強い。φl........Smm軽石少:lJk含むa柱痕。

12黒褐色土(lOYR3/2)しまり・粘性やや弱い。φ2-----3cmロームプロック少1.k含む。

l:l黒褐色士(10YR3/1)しまりやや弱く、粘性やや強い。 φS........lOmm軽石少量含む。

14黒褐色土(10YR3/1)しまり弱く、粘性やや強い。 φZ........3CIllロームブロック少量含む。

15褐灰色士(lOYR'I/l)しまり強く、粘性やや強い。ローム含む。粘土。

H1号住居i止実測図

つd-'i 
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第8図 Hl号住居士止カマド及び出土遺物実測図

短軸で、6.44m、壁高さは住居祉北東コーナー付近で、O.29mを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。主軸方位はN

30-Eを示す。住居士止の床面積は43.91niを測る。覆土はおおむね単層であり、自然堆積を示している。

床は全体に硬質で、あったが、特にカマド、前面が硬質で、あった。貼床は住居全体に広がっており、貼床の厚みは住

居士止南側で、O.32mを測る。 壁溝は住居社全体で確認され、壁溝の規模は幅O.13~O.3m、 深さO.06~O.11mで、ある。

PlとP3には壁側から延びる間仕切り溝が検出された。ヒ。ットは4か所確認された。 Pl~P4までが主柱穴と考えられ。

規模はPlが径O.75m・深さO.65m，P2は径O.89m・深さO.57m， P3は径O.91m・深さO.69mP4は径O.87m・深さO.61mを測

る。住居掘り方はほぼ平坦で、あった。

カマドは北壁中央に検出された。煙道や袖部の残存状況は不良で、袖部に粘性の黒色士がわずかに検出され

たのみで、明瞭な火床部は確認されなかった。煙道部は壁よりもわずかに飛び出るタイプで、あった。また、 中央部

に支脚石の抜き穴と考えられるヒoットがlか所確認された。規模は径O.14m・深さO.09mで、ある。

本土止からの遺物は覆土からの出土が主で、遺物量は非常に少なかった。lと2は須恵器杯、 3と4は土師器聾で、

3は内外面に黒色処理が施されている。5は磨り石、6は顕著な使用痕はないが編み物石と考えられる。7は鉄鉱で

ある。これらの出土遺物より、本土止は8世紀第N四半期に比定される。

第2表 Hl号住居士止出土遺物観察表 (cm) 
活 • 成形・調益・文織 推定値()残存値()丸底.

No 種別 器種
口径(畏〉 底径(幅)絹高(厚〕 内 面 外面 備 考 出土位置

須恵鴇 f不 (13.0) (8.8) (3.4) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラ切り 回転実調IJ I区

2 須恵器 珂ミ (8.8) (27) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へ7切り 回転実調IJ I区検出面

3 土師器 褒 (12.8) (6.1) 口縁ヨコナデ→胴部ヘラナデ→黒色処理 |口縁ヨコナデ→胴部ヘラケズリ→黒色処理 回転実測 検出面

土問i器 現 (5.2) (3.8) へフヴデ 胴部へフケズリ 底部へフウズリ 回転実測 皿区

No 器 種 素 材 鰻大畏 軍大幅 思大JlJ 重量 所 見 出土位置

5 際石 輝石安山岩 (9.8) (10.0) (27) (37387) 上下欠償正面にすり面掠痕あり E区

6 台石 珪質頁岩 15.9 12.1 4.5 1221.44 右側に煉れた而使用痕か

7 簸 鉄 (4.7) (l.l) (0.4) (3.08) 鍛身部茎部欠損 E区
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(2) H2号住居士止

ぜ
01 :':1 

1黒褐色土(10YR2/3)ローム・砂・軽石・炭化物を含む。

2黒褐色土(10YR2/2)ローム・砂・軽石炭化物を含むη

3暗褐色土(lOYR3/4)ロームやや多く含む。

4黒褐色土(lOYR2/3)ローム・砂を含む。

目黒褐色土(JOYR2/2)焼土粒・炭化物・ロームを合む。炉。

白黒悩色土(JOYRU:l)ローム・軽石を含む。

7暗褐色上(10YR:l/4)ローム・軽石を含む。

8黒伺色土(SYR2/2)焼土炭化物を含む。

9 に占ぶミ斗し

I凶0にぶい黄褐色士(lOYR4ν13ω)口一ム多五哉l.軽石.黒1伺司色プロツクを含む。上面硬質。

11黒禍色土(lOYR3/2)ローム・軽石・炭化物を合むO 上面硬質。

第9図 H2号住居士止実測図
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本土l上は調査区中央のXV-15.20・25、XVI-ll・16Grに位置する。残存状態は住居中央部が南北に用水路に削

平されている。形態は南北方向に長軸をもっ長方形で、炉は北側柱穴聞につくられている。規模は長軸8.78m、短

軸6.18mを測る。壁高さは北東コーナー付近で、最大O.3mを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。主軸方位はN-270

Wを示す。住居士止の床面積は推定で52.38niを測る。覆土はおおむね自然堆積で2層に分かれる。床は炉周辺

を中心lこ全体的に硬質で、ありよく踏み固まっていた。 貼床は住居牡全体で確認され、厚さO .06~O.18mを測る。

ヒ。ットは16か所確認された。 P1~P3が主柱穴で、 P1-P2聞が4 . 69m、 P2-P3が2.32mを測る。 P4は棟持柱、 P5~

P8は出入り口ヒ。ツトと考えられ、その配置からっくりかえが考えられる。各ヒ。ットの規模はP1が径O.62m・深さ0.43m、

P2が径O.60m・深さO.50m、P3が径O.77m・深さO.56m、P4が径0.46m・深さO.17m、P5が径O.79m・深さO.36m、P6が径

O.88m・深さO.35m、P7が径0.43m・深さ0.41m、P8が径O.43m・深さO.39m、P9が径O.74m・深さO.32m、P10が径

O.38m・深さO.16m、Pllが径O.34m・深さO.10m、P12が径0.42m・深さO.12m、P13が径O.36m・深さO.23m、P14が径

O.28m・深さO.21m、P15が径0.48m・深さO.13m、P16が径O.51m・深さO.23mを測る。

第3表 H2号住居社出土遺物観察表 (cm) 

活 置 成形・調整 ・ 文撮 准定値()残害憤 <>丸底・
No 種別 器種

口径(長〕 底径(幅)鵠高(厚〕 内 面 外面 備 警 出土位置

1 弥生 手本 (14.0) (4.1) 5.5 ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実品IJ E区

2 弥生 喜本 (16.8) 5.2 6.7 ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 完全実証明

3 弥生 高士干 13.2 (188) 杯部ミガキ→赤色塗彩 脚部ヘラナデ→裾部ヨコナデ|ミガキ→赤色塗彩 完全実i則廃耗 IVI2¥ 

4 弥生 議 14.3 ('16.9) 剥離のため判別できない ミガキ→赤色塗彩 櫛楢液状文 完全実訓l 炉

。 弥生 登 8.6 (110) 剥隙のため判別できない |胴部ミガキ→赤色塗彩 底部磨耗のため判別できない 完全実iJtlJ

日 弥生 Zー旬E 7.8 (32.9) 
口縁ミガキ 要員部ハケ目の残るヘラ 胴部ハケ目の残るへフナァ→ミガキ 頭部柿

完全実測磨耗
ナデ底部へラナデ f曲償走平行線文 櫛描簾状文(2連)9本

7 弥生 illf_ 22.8 (120) 胴部ナデ→ミガキ ハケ-rデ→ミガキ 完全実測

8 弥生 懇 (214) (7.4) ミガキ 櫛描簾状文 櫛描波状丈 回転実測 W区

9 弥生 型E (192) (12.i) ミガキ 櫛描簾状文(2連止)10本l組 櫛揃波状文 回転実測

10 弥生 型E 14.1 (5.7) ミガキ 櫛描簾状文櫛拙波状文 完全実測

11 弥生 号砲 (140) (10.0) ミガキ 櫛揃簾状文(2連止)9本 櫛描波状文 l剖転実測 [l正

12 弥生 宮里 183 7.6 22.4 ミガキ 胴下半・底部ミガキ櫛描簾状文 (2連止)14本l組情¥1，曲波状丈 完全実測

13 弥生 1宅 (15.4) (5.8) 188 ミガキ 月間下半ミガキ 櫛f曲目車状文(2連止)12本l組 柑nt白波状文 完全実測 IIV区 U31ゆお0・5砂町7

14 弥生 5車 15.4 6.1 19.6 ミガキ 胴下半・底部ミガキ櫛描簾状文 (2連止)11本l組術描波状丈 完全実測

15 弥生 3控 17.8 (17.6) ミガキ |ミガキ 柵拙策状文 (3連i伽

16 弥生 事里 15.2 5.9 17.8 ミガキ |ミガキ 柵揃簾状丈(2述止)15本l組 揃描波状文 完全実測 XX 1 -9 IV区

17 弥生 5理 (16.4) (155) ミガキ |ハウ目→ミガキ鮒品簾状文 (2連止)16本備to¥波状文 回転実測 E区 IV区

18 弥生 号理 16.2 (16.9) ミガキ ミガキ術総鱗状文 (1連止)12本櫛紡波状文 完全実測 IV R U3 372 373 

19 弥生 雪B 16.1 (8.2) ミノfキ 櫛描簾状文(2連止)10本l組 櫛抽波状文 完全実測

20 弥生 型E (6.2) (129) ミガキ 胴下半部・底部ミガキ 櫛描波状文 回転実測外商磨耗著しい IIVIR 
21 弥生 晋E (7.8) (110) ミガキ ミガキ櫛摘波状文 回転実視i U3 363 374 

22 弥生 雪理 6.2 (4.i) ミガキ 胴部ミガキ底部7デ 完全実測 P15下回

23 弥生 ~ ミガキ ミガキ櫛描波状文 |断鵬首!IJ |炉 E区 U3 227 255 256 

24 弥生 台イ、I現 118 (14.2) ミガキ脚部ナデ 胴下半部ナデ→ミガキ 櫛拙簾状文6本櫛t菌波状文 |完全実測

25 弥生 型担 JI阿部へラナデ→口縁ミガキ 口縁ヨコナデ・11同下半部へラケズリ『ミガキ 破片実測 IV区

No 器 種 素 キZ 愚大長 軍大幅 愚大理 重量 所 見 出土位置

26 
一次加工の 黒色綴韓i

(<1.1) (2.7) 0.8 (10.05) k部欠損
ある朝|片 安山岩

27 台石 置It石安山岩 (111) (9.2) (2.2) (387.05) 上品u以外欠損 E裂に使用面 I区

28 敵石
角 1~1石安山

10.3 6.6 4.2 374.21 下端部に敵打痕赤色の部分あり 付着物か H区
岩

29 敵石? 輝石安山岩 9.8 4.8 :1.9 319.67 E区

30 磨・高E石 輝石安山岩 10.3 5.1 2.8 243.37 下端部に敵打痕正面に条痕 E区

31 磨石片 輝石安山岩 (6.5) (3.i) (1.8) (42.10) 全周欠損左帆11にすり面 I区

32 陪石 硬質砂岩 (5.5) (48) (23) (104.37) 上部欠似正田に寸り而条痕あり

33 磁石 硬質砂岩 71 2.7 19 (49.66) 喪面部欠損正面にすり面条痕あり E区

34 l者石 蹄石安山岩 7.5 4.1 2.2 111.52 JF百!にす り而

35 円板 土製品 6.8 4.8 1.0 25.70 ミガキ→赤色塗彩 '弥生土躍の一次利用 I区
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第11図 H2号住居士止出土遺物実測図(2)
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第12図 H2号住居1止出土遺物実測図(3)

炉はほぼ円形の掘り込みに、図示した4の赤彩された壷が傾けておかれていた。 所謂「土器敷炉」の様相を呈する。

査内の覆土からは顕著な焼土は検出されなかった。炉掘り込みの形態は円形で、規模は長径0.48m・短径0.47m・

深さO.14mを測る。

また、本祉は第9図の遺構実測図に青線で示したように、ヒ。ツト掘り込みが南西方向に約30~40cmずれを起こして

いる。ずれを起こしている地層の深さは標高702m付近の地層で、ある。これらの現象は、今までの調査事例でも長土呂

地籍周辺で、特に弥生時代後期の遺構で顕著に確認される現象である。ただ、この地殻変動はその規模やずれの

方向が -様ではなく、同一遺跡内で、あってもずれの起きている遺構と起きていない遺構が存在する。このことは遺構

の存在する場所の地殻構造が一様ではなく、力の伝わりゃすい場所にこのずれの現象が起こっていると考えられる。

本土止からの出土遺物は豊富で、特に住居士止南側の出入口付近等からまとまって出土した。また、後述する遺物

集中区から出土した土器片とも接合関係が確認され、土器廃棄について行動の一例となる。図示した遺物は34点

である。 1と2は赤彩された鉢である。 3は高杯で口唇部が欠損している。 4~7は壷である。 4は炉に使用されていた

土器で内面は剥落し荒れている。 6と7は無彩の査で、 特に7は頚部に文様帯をもたない。 8~23は聾である。 文様

構成は基本的に口縁部に櫛描波状文、頚音15に櫛描簾状文、胴音15上半に櫛描波状文、胴音15下半と内面ミガキが施

されている。24は小型の台付饗で、あるo 25は奮としたが無紋の土器であり、形態も口縁部が外反しないためミニチュ

ア的な土器とも考えられる。 26~34は石器類である。 26は二次加工のある剥片で、それ以外のものは蔽きか或いは

磨りの使用痕が確認できる。特に28は石先端に蔽き痕があり、その周辺には赤色の付着物が観察できる。35は土

製円板で赤彩された弥生土器の二次利用である。

これらの出土遺物から本i止は弥生時代後期中葉に位置づけられる。

(3) H3号住居祉

本土止は調査区西端のX咽-16・17Grに位置する。本祉の残存状態は北側が調査区域外となり、遺構全体が圃場

整備時の地形改変で上部が大きく削平されていた。よって遺構の確認された部分は4本の主柱穴と一部床面、住居

力1:の南西コーナー部で、ある。また、本祉は西側の一部が昭和56年の周防畑B遺跡発掘調査時のH8号住居士Il:と重

なるため同一遺構と判断される。重複遺構はP857.P865.P866.P867で本祉の方が古い。

形態はほぼ正方形で、規模は推定で、南北軸が5.89m、東西軸が5.87mを測る。住居士止の面積は33.31rrfと推定さ

れる。カマド、は昭和56年調査時に北壁中央で確認されている。ヒ。ツトは6か所確認されている。P1~P4までは主柱

穴と考えられ、規模はP1が径O.78m・深さ0.49m、P2が径1.17m・深さO.61m、P3が径O.94m・深さO.71m、P4が径

O.76m・深さ0.47mを測る。住問の長さはP1-P2が3.51m、P2-P3が3.10m、P3-P4が3.13m、PI-P4が2.85mを測る。
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l黒褐色土(lOYR3/1)しまりやや強く、粘性やや弱い。 炭化物少此含む。

2黒褐色土(I0YR3/1)しまり弱く、粘性やや弱い。ローム多1<(に含む。

3黒褐色士(10YR3/1)しまりやや強く、粘性やや弱い。 ローム・軽石多2ik含む。

4褐灰色土(I0YR5/1)しまりやや強く、粘性やや弱い。ローム多量含む。

C' 5黒褐色土(I0YR3/1)しまり・粘性弱い。砂多J，J:、ローム少量含む。

6に』句、黄燈色土(10YR6/4)しまりやや弱く、粘性弱い。軽石少哉、ローム多北含むo

6J:V/ 7にぶい黄燈色土(10Yl<fi/4)しまりやや弱い、粘性弱い。砂多J;(含む。

努z8 にωぶ恥しい晴、噴黄細燈舵色土叫(札l附/刈川4心)しほま割訓捌り明附q強駅d
第l日3図 H3号住居土祉止実測図
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l黒禍色-!c(lOYR3/1)しまり・粘性あり。ロームプロックを少量含む。

2.褐色士(10YR4/4)しまり・粘性あり。ロームブロックを含む。
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第14図 H4号住居祉及び出土遺物実測図
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貼床は部分的にしか残存していなかったが、 O.02mの厚みで、貼られていた。壁溝は南壁で、しか確認されなかった

が、幅O.18m・深さO.04mを測る。壁高さは残存部分で、O.06mを測る。

本i止は今回の調査で遺物は出土せず、 時期決定には至らないが、昭和56年度の調査で、は北側にカマドと考えら

れる粘土範囲が確認されていることから、 古代の範曙で捉えられると考える。

(4) H4号住居祉

本祉は調査区中央南よりのXVI-24、XXII-4Grに位置する。残存状況はM36号溝状遺構により中央部分が削

平され、住居i止全体も上部が削られ南側の一部が残存するのみである。

形態は推定で長方形で、規模は南北軸6.04m、東西軸3.11mを測る。長軸方位はN-160-Eを示し、面積は残存で

4 . 48 rrfを測るO 壁はなだらかに立ち上がり、最大で、O.08mを測る。 床は軟弱であったが、 O.04~O.1 3mの厚みで、貼

られていた。ヒ。ツトは床面で2か所、掘り方時にlか所が検出された。 P1とP2は主柱穴、P3は棟持柱と考えられるが、

いずれも掘り込みが浅く確証を得ない。ヒ。ットの規模はP1が径O.30m・深さO.06m、P2が径O.29m・深さO.04m、P3が

径O.21m・深さO.08mを測るO

本社からの出土遺物は僅かで、あったが、南壁際からまとまって土器小片が出土した。実測可能なものは図示した

壷底部のL点のみで、あった。よって本社の帰属時期は非常に不確実であるが弥生時代後期と考えたい。

第4表 H4号住居士止出土遺物観察表 (cm) 

成形 ・ 調竪 ・ 文僚

外面内面

(2.6) 1"，11離磨耗のため判円'1できない |胴部ミガ者 底的ミガキ

出土位置

(5) H6号住居I止

本土止は調査区西端のXVIト25Gdこ位置する。重複関係はM20号溝状遺構に切られている。残存状況は住居i止

東側と遺構上部が圃場整備により削平されており、住居祉掘り方とヒ。ットが残存するのみで、あった。形態は長方形と

考えられ南北の長軸が4.69m、東西の短軸が3.93mを測る。長軸方位はN-200-wを示す。面積は推定で17.82rrfを
測る。床は一部に残存し、残存する床の厚みはO.10mを測るO

ヒ。ツトは6か所で、確認され、 P1からP4が主柱穴、 P5とP6が出入り口施設のヒ。ツトと考えられる。各ヒ。ットの規模は、
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第15図 H6号住居祉(掘り方)実測図
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l黒褐色土(IOYR3/llしまり弱く、粘性Jやや強い。

口ーム少量含む。

2明褐灰色土(7.5YR7/1)しまり強く、粘性弱い。

黒褐色土多量含む。

3明悩灰色:L(7..5YI<7/1)しまり強く、粘性小jい。
軽石多lIt含む。

4 位色二l:(5YI16/6) しまり強く、粘性~J~J し、。
県伺色土少訟、経石多li{含む。

日にぶし、黄位色土(IOYRo/4)見掲色了十てブロックノ川正合む。

。 702.2m 
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Plが径0.29m・深さ0.35moP2は径0.43m・深さ0.46moP3は径0.45m・深さ0.42moP4は残存で、径O.43m'深さ0，40

mo P5は残存で、径0.54m・深さ0.29moP6は残存で径0.32m・深さ0.19mを測る。ヒ。ツト聞の規模はP1-P2が1.69m、

P2-P3が2.43m、P3-P4が1.86mを測る。P1からP3は柱痕が確認できた。また、P1はH2号住居士止でも述べたように

南西方向へのずれが確認できた。

本祉からの出土遺物は全く無かった為、遺構の帰属時期は不明であるが、出入り口施設があることやヒ。ットがず

れている事などから弥生時代後期の住居士止と推定できる。

(6) H8号住居I止

本土止は調査区中央のXV-14・15・19Gdこ位置する。残存状況は全体に削平が行われ不良であるが、住居土止の

南側壁やヒ。ット・炉を確認、したO

形態は南北方向に長軸をもっ長方形で、規模は長軸残存で、6.91m、短軸4.69mで、ある。面積は残存部分で

32.15 rrfを測る。長軸方位はN-150-Eを示す。炉は北側主柱穴間で確認された。壁はほぼ垂直に立ち上がり、南東

コーナー部で0.15mを測る。覆土は自然堆積である。床はやや軟質で、あったが、0.01-0.12mの厚みではられてい

た。ヒ。ツトは掘り方時も含めて16か所が確認された。 PI-P4は主柱穴、 P7とP8は出入り口施設、 P5は棟持ち柱、P6

は貯蔵穴、 P9.P10・P12~P14は壁柱穴と考えられる。 主柱穴聞の距離は、 P1-P2が2.29m、 P2-P3tM .69m、 P3

P4が2.56m、P1-P4が4.72mで、ある。また、出入り口施設ヒ。ット聞はP7-P8で、0.83mを測る。 各ヒ。ットの規模はP1が

径0.76m・深さ0.45moP2は径0.90m・深さ0.54moP3は径0.78m・深さ0.44moP4は径0.71m・深さ0.59moP5は径

0.47m・深さ0.38moP6は径0.65m・深さ0.29moP7は径0.46m・深さ0.41moP8は径0.43m・深さ0.40moP9は径0.28

m・深さ0.32moP10は径0.25m・深さ0.29moPll は径0.45m・深さ0.20moP12は径0.28m・深さ0.19m、P13が径0.29

m・深さ0.38moP14は径0.45m・深さ0.33moP15は径0.38m・深さ0.20moP16は径0.27m・深さ0.18mを測る。

炉は所謂 「土器敷き炉Jである。炉に使用された土器は図示した5の赤彩された壷であり、胴部下半を底部を意

図的に打ちかいて使用している。炉の掘り込みは円形で、規模は長径0.44m・短径0.41m・深さ0.15mを測る。炉の

覆土は顕著な焼けこみ等はなく、炭化物が僅かに確認された。

本土止の掘り方はほぼ平坦で、あったが、本祉もH2号住居士止と同じく、南西方向に掘り込みのずれが確認された。

ずれは主にヒ。ットに現れ、第16図に示した青線がずれる前のヒ。ツト位置で、ある。ずれを起こした地層は海抜702.5m

付近であり、 H2号住居士止よりも50cm程海抜が上がっている。このことは本社が地形的には上部に位置するからと考

えられ、近くのずれは表層から一定の深さの部分がずれを起こしていると推察できる。

本土止からの出土遺物は、南壁付近からまとまって出土した。図示可能なものは9点であり、 7の壷はH2号住居士止

と同じく遺物集中区より出土した土器と接合関係が確認された。1は鉢と考えられるが底部を欠損するため傾き等が

不確実である。 2は無彩の査であり、胴部上半まで残存している。頚部に櫛描横走平行線文を施す。3は赤彩の壷

である。頚部にへラ描横走平行線文とへラ描斜走文が施されている。またH13号住居土!l:P4から出土した口縁部破

片が接合関係にある。5は赤彩された壷の胴部下半で、炉に使用されていた土器である。4は赤彩された壷胴部破

片であり、 頚部にへラ描横走平行線文とへラ描斜走文が施されている。 6と7は壷の底部と考えられる。8と9は聾で

あり、 8は櫛描横線文、 9は櫛描波状文が施されている。 9はH2号住居士止出土破片と接合関係にある。

第5表 H8号住居士止出土遺物観察表 (cm) 

法 • 成形・調聾 ・ 文織 推定値()残存値<>丸底.

No 種別 鵠穆 口径 底径 鶴高
(畏〉 〈幅〉 (寧〉

内 直 外薗 備 警 出土位置

弥生 鉢 (10.5) (14.2) ミガキ→口縁部赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測摩耗 E区間

2 弥生 登 (25.8) (18.4) 口縁~頭部ミガキ 月間部ナデ ミガキ櫛描横走平行線文 |回転実測 内面磨耗 |田区ホリ方 Plホリ方

3 弥生 査 (225) (255) 口縁ミガキ→赤色塗彩 胴部へラナデ ミガキ→赤色塗彩 へ7描横走平 I完全実視j 摩耗 1I.rn区 E区ホリ方 P3ホリ
行線文ヘラ描斜走文 方 H13P3SB011ETl5 P 

4 弥生 査 ナデ ミガキ→赤色塗彩へフ摘横走平行線文ヘフ描斜走文 断面実測 W区検出面

5 弥生 宝古立 (16.7) ハケ目→ミガキ ミガキ→赤色塗彩 完全実iJIIJ 炉

6 弥生 壷 (11.1) (4.9) ナデ 胴部ミガキ 底部ミガキつ 回転実担1J 摩耗

7 弥生 査 (14.6) (1.4) 寸デ ミガキ 回転問l内面剥離外商磨耗lU3340 
8 弥生 5里 (18.8) (4.4) ミガキ 刻み獅揃横線文 回転、実測l

9 弥生 型 ミガキ ミガキ術I捕波状文 断面実iRlJ IH2No.6 lV区

つ山つ白
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l黒褐色一Ic(10R3/1)しまり・粘刊弱い。

2褐色土(JOYR4/6)しまり・粘性弱し、。ロームブロック多い。

3褐色ニ1.:(10YR4/4)しまり・粘性弱い。ローム粒子多く含む。

4.UJj褐色士(10YR3/3)しまり・粘性あり。軽石を多く含む。

5に.0;，、黄褐色土(lOYH4/3)しまり・粘性あり。 大粒のロームプロックを含む。

6にぷい首将色十(10YR6/4)しまり・品川一弱いn口ームブロックを吉む。

7黒何色:U10YR2/1)しまり・粘性あり。炭化物を含む。

8灰白色土(lOYR8/2)しまり・粘性弱い。ロームの掘り}削れ、黒色十プロックを含む。

9.t!巴褐色土(10YR3/l)し主り・粘間弱い。ローム粒-{-をφli¥.:A-む。

10黄褐色士(10YR5/6)しまり・粘性あり。ロームブUツク合む。貼床。

11黒褐色fて(10YR3/1)しまり・粘性弱い。φ2，...... -<kmの軽石粒を合む。
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(7) H9号住居社

本社は調査区西側のXII -17Gdこイ立置する。残存状態は、住居南側半分が圃場整備の水田区画により削平さ

れているが、カマドを中心とする北側は良好で、あった。

形態は、残存部分から推定すると方形と考えられる。カマドは北壁中央部につくられている。規模は東西長が

4.50m、南北長が残存で1.90mを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高さは西壁中央部で、O.22mを測る。主軸方

位は、カマドからN-50-Wを示す。住居i止の床面積は残存で、8.78rrfを測るo 覆土は単層で自然堆積の状況を示す。

床は、ほぼ平坦で、カマド前面が特に硬質で、あった。貼床は約O.lOmの厚みで、貼られていた。壁溝は北壁の一部

と東壁で検出された。規模はIjli'liO.14-0.16m・深さO.02mlまどで、あった。ピットは掘りブJ時のものも含め6か所検出さ

れた。規模はPlが径O.32m・深さO.08m、P2が径O.76m・深さO.16m、P3が径0.48m・深さO.06m、P4が径O.69m・深

さO.24mを測るoP5が径O.30m・深さO.12m、P6が径O.36m・深さO.llmを測る。

カマドは北壁中央部で、検出された。煙道部が壁よりもあまり飛び出さないタイプのものである。火床部と袖構築材

の掘り方、支脚石掘り込みピットは検出されたが、袖部など、の高まりは検出で、きなかった。火床部はよく焼けており、

焼土径O.33m・厚みO.03mを測る。またネ[11構築材の掘り方は左右で、長径O.51-0.52m・深さO.16-0.23mを測る。支

脚石掘り込みヒらノトは左が径O.21m・深さO.09m、右が径O.19m・深さO.07mを測る。

本i止からの出士.遺ー物はカマド、内と住居北東コーナー付近からまとまって出土した。図示した遺物は8点である。1

は須恵器の横瓶胴部破片と考えられる。外面にタタキ目で、内面に当て具痕が確認できる。2は士師器杯で内面が

黒色処理されている。底普剖部|日:はへラケズ、リで

形が角解ギるものでで、、主にカマド、内より出土した。6は小型翠のと部破片である。7は敵き石、8は鉄製品で釘と考えられる。

本社はこれらの出土遺物より8世紀代の所産と考えられる。

ミ|..:/ 
i.u/ 

..:/ 

2m 
703.2m 
(1:80) 。一労片-
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タ川悦務
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しまり・粘ド主拐し、

軽石を多く含む

2 . ，'!\色一仁(I O\'H~ 1) 
しまり・粘刊ベJゃあり

ロームプ口ックをf，;L'
3.1.¥¥1-目色十(IO¥Kl/I)

し セり ・ 車内f主~j~lL¥ ^ 

4.1白色 1:(IOYR.I.l)
しとり・粘判明し九

ローム粒，.を多く合'L'

5，flt色仁(5YR6/6)
しまり・粘性弱い (火床官官)
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6.a-l1t品色上(lOYRo'o)
し主り・品片刊あり

I~i(ヒ物と粘十を f7;t.' ~

7黒褐色二I::(IOYR3，1)
しまり・粘性ありJ

ロームプロック
中出+炭化物を苫も、

カマド掘り方

出!凶|

以放政一 1m 
703.1111 
(1:.10) 。
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しi'り tJ;t1あり
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第6表 H9号住居士止出土遺物観察表

十ーー
ムー

1~7 ( 1 :4) 

日(1:2)

(cm) 

法 量 成形 ・ 調整 ・ 文横 推定値()残存値 <>丸底・
No 種別 器種

出土位置口径(長〕 底径(幅〕 器高(厚〕 内 面 外面 備 考

i 須恵禄 犠瓶 グタキ目 当て具痕 断宙実測

2 土師器 会不 (7.8) (28) ミガキ→黒色処理 ロクロナデ→底部手持ちへラケズリ 回転実測

3 土師器 型E (190) 53 29.0 胴部~底部へフナデ→口縁ヨコナデ 口縁ヨコナデ→胴郁ヘラケズリ ・底部へフウズリ 完全実抑l E区力7 ド

4 土師器 5聖 (21.0) (53) 口縁ヨコナデ→』岡部へフナァ 口縁ヨコナデ→胴部へフケズリ 回転実測

5 士師器 褒 3.9 (22.0) ヘラナデ 胴部へラケズリ→ナデ底部ヘラケズリ 完全実測l ['N区カ7 ド

6 土師器 小形現 (9.4) (58) 口縁ヨコナデ→胴部へフナデ 口縁ヨコナデ 胴下半部ヘラケズリ 回転実測 田区カ7 ド

No 器 種 索 材 最大長 最大幅 自型犬四聖 重量 所 見 出土位置

7 敵石 担u石安山岩 12.9 6.1 3.5 25100 下端部を中心に敵打痕

8 不明 鉄 (32) (0.7) (06) (2.13) 上下欠損

@ ミ|<':1 

二均一一物 o-
'" 。

703.2m 
(1 :80) 2m 

l灰黄褐色土(I0YR4/2)しまり・粘性弱い。ローム粒チを含む。

2黒褐色土(I0YR3/1)上面よくしまる。ローム粒子を多く含む。
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(8) H 10号住居祉

本土止は調査区西側よりのXll-17・18Gdこ位置する。H9号住居士止と重複関係にあり、本土止の方が古い。残存状

況は、東側半分が地形により削られており、壁立ち上がりは確認で、きなかった。

形態は長方形で、規模は南北の長軸が3.47m、東西の短軸が2.71mを測る。壁はなだらかに立ち上がり、西壁

中央で、0.04mを測るo 面積は検出部分で、8.89rrfで、あった。床は全体に硬質であり、厚みは約0.03-0.13mで、貼られ

ていた。 周溝は北壁の一部で検出された。 規模は幅が0.16m・深さ0.03mを測る。 ヒ。ットは2か所確認、され、規模は

Plが径0.32m・深さ0.19m、P2が径0.31m・深さ0.14mを測る。カマドは検出されなかったが、北壁中央部際に礁が2

点、床面上から出土した。顕著な被熱等の痕跡は確認、で、きなかったが、カマド、の構築材とも考えられる。

本土止からの出土遺物は少なく、図示可能なものは覆土中から出土した須恵器蓋のみで、あった。このことから本社

の所産時期は不明である。

成形 ・ 調整 ・ 文樽

内面 外薗

ロクロナデ→天井部回転へラケズリ

(9) H 11号住居祉
本社は調査区西側のXll-17・18・22・23Gdこ位置する。重複関係はH9号住居祉、 日10号住居士止、 F9号掘立

柱柱建物社、 P125があり、いずれの遺構よりも本社が古い。残存状況は南側半分が圃場整備水間により遺構上部

が削平されている。

形態は南側に張出部をもっ長方形で、 北壁にカマド、を持つ。規模は張り出し部も含めた南北軸で、6.36m、東西

短軸で、5.58mを測る。張出部の規模は東西1.49m・南北0.59mで、あるO 壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高さは北西

コーナー付近で0.41mを測る。 住居祉の床面積は32.70rrfを測る。また、本士止は床が2面確認された。主柱穴が西

に僅かにずれ、東壁側の壁溝は、東側に広げられている。このことから本祉は拡張住居と考えられる。床の厚みは

拡張後が南側部分が厚く0.16-0.39m、拡張前が0.05-0.45mの厚みで、貼られていた。壁溝は北壁の一部、西壁

の全部、南壁の一部で検出された。いずれも幅0.14-0.32m・深さ0.09-0.17mを測る。また、拡張前後で主柱穴間

より所謂間仕切り溝が確認された。特に拡張前のP6とP7問では西壁に向かって「コ」字状の間仕切り溝が検出された。

ヒ。ットは掘り方時に検出されたものを含めると、23か所が確認された。この内Pl~P4は最終段階の床に伴うもの

であり、P5~P17までが拡張前、 P18 ~P23までが掘り方検出時のものである。 ヒ。ットの規模はP1が径0.59m ・深さ

0.56m、P2が径0.55m・深さ0.51m、P3が径0.44m・深さ0.62m、P4が径0.56m・深さ0.61m、P5が径0.78m・深さ0.67

m、P6が径0.63m・深さ0.67m、P7が径0.70m・深さ0.63m、P8が径0.86m・深さ0.62m、P9が径0.38m・深さ0.20m、P

10が径0.45m・深さ0.17m、Pllが径0.96m・深さ0.28m、P12が径0.68m・深さ0.27m、P13が径0.54m・深さ0.13m、P

14が径0.47m・深さ0.43m、P15が径0.32m・深さ0.15m、P16が径0.25m・深さ0.43m、P17が径0.54m・深さ0.23m、P

18が径0.31m・深さ0.27m、P19が径0.72m・深さ0.25m、P20が径0.53m・深さ0.40m、P21が径0.29m・深さ0.27m、P

22が径0.31m・深さ0.20m、P23が径0.40m・深さ0.26mを測る。ヒ。ツト聞の距離はPI-P2が3.33m、P2-P3が2.97m、

P3-P4が3.37m、PI-P4が2.90mを測る。

本土止の掘方は南西コーナーに向かって一段づ、つ深くなる掘り方で、あり、北西コーナー部と張出部に土坑状の掘り

込みが確認された。 拡張部の掘り込みは長軸1.18m・短軸0.72m・深さ0.16mを測る。北西コーナー部のものは長軸

1.86m'短軸1.02m'深さO.4mを測る。

カマド‘は北壁中央部につくられていた。煙道部が壁から飛び出さないタイプのカマドで、あり、火床部と袖部が検出

された。袖は左側が大きくつぶれ、袖構築材である粘土が住居側に流れ出したような状態で、あった。火床部は径

0.40m・焼土の厚みO.02mを測るが、焼土は柔らかく、焼けこみは弱かった。カマド、掘り方時にヒ。ットが2か所確認さ

れ、径O.16m・深さ0.09m、径0.25m・深さ0.13mを測る。

本土止からの出土遺物は少なく、カマド、東脇から少量がまとまって出土したのみである。図示したものは8点である。

1は須恵器の坪底部であり、底部回転へラ切りが行われている。2は土師器の高坪であり、杯部は内面に黒色処理

が施されている。 3と4は土師器の聾である。 3は胴が張らないタイプのものと考えられる。 5は土師器の単孔甑である。

27 
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第8表 Hll号住居壮出土遺物観察表

第21図 Hll号住居士止出土遺物実測図

C 
08 

1 ~7(1 :4) 

8(1:2) 

(cm) 

法 量 成形 ・ 調整 ・ 文様 催定値()残害値<>丸底・
No 種別 告書種

口径〔長〕 底径(幅)器高(厚) 内 面 外面 備 考 出主位置

須恵器 杯 7.7 (1.4) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラ切り 完全実抑l 田区

2 土師探 市亦 15.2 (9.1) 郎部ミガキ→黒色処理脚部へラナデ 士干部へラケズリ→ミガキ 脚部へラナデ→ミガキ 完全実抑l i区

3 上師器 ;Y~ (23.0) (122) 口縁ヨコナデ→胴部へフナデ 口縁上部に数か所へフケズリ |口縁ヨコナデ→胴都へフケズリ |回転釧j I区検出国 PIO 

4 土師器 型E 17.4 (13.1) 口縁ヨ コナデ→胴部ヘラナデ u縁ヨコナデ→胴部ヘラケズリ 完全実例l 1.11'区

D 土師器 Wff (70) (4.1) ハケ目 胴部ハケ目 底部ハケ自→焼成後穿孔 回転実測 E区 E区ホリ方

No 器 種 素 材 最大長 最大幅 最大理 重量 所 見 出土位置

6 磨石 輝石安山岩 8.8 3.4 2.0 112.55 正固にすり面条痕あり 町民ホリ方

i 踏製石斧 石英閃緑岩 13.8 5.2 3.5 442.80 両1WIと誌面に敵打痕 刃部は欠損後再度研磨

8 不明 鉄 (95) (0.8) (07) (8.43) 上部欠損

穿孔は焼成後である。6は磨り石であり、磨り面に波打つような擦痕が観察で、きるo7は磨製の蛤刃型石斧である。周

辺部の弥生期住居からの混入品と考えられる。刃は欠損後再度研磨が行われている。8は鉄製品であるが種別は不

明である。

これらの遺物から木i止は7世紀代の所産時期が考えられる。

(10) H12号住居祉

本土止は調査区西端のXII-8・13Gdこ位置する。

住居i止の西側が調査区域外となるため、形態等は

不明である。規模は南北長で、3.93m、東西長で

O.63m、住居祉の面積は検出部分で2.33rrfである。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高さはO.04mを測

る。ヒ。ットが1か所確認され、断面観察では柱痕が

確認できた。規模は径0.49m・深さO.51mを測る。

本土止からの出土遺物は弥生土器壷片と査片があっ

たが、し、ずれも小片で、ある。よって木i止の帰属時

期は不明である。
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第22図 H12号住居祉実測図
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1.1;ミ黄褐色土(I0YR4/2)しまりややあり。

1占性弱いπφIcmの軽石を含むれ

2黒褐色土(I0YR3/1)し主り・粘性弱い

ローム粒子を少枇含む，11痕包

3黒侶色J二(I0Y1<312)し主り・1占性ありP
ローム粒干を多く含むp

4干日色イ(IOYR4/6)しまり'対く、粘十止めり，

黒色土と口 ム土の混合土。

5目前日色土(IOYR3/4)しまりありF 粘性弱いう
大粒のロームプロックを多く含むヨI!I;床5

703.3m 
(1:80) 2m 
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I灰黄褐色土(10YR4!2) しま り 粘性弱い。

ローム粒子 軽石プロックを多く含む。

2にぶい黄褐色土(10YR5!4)しまり ・粘性弱い。

ローム粒-(-を多く吉む。

日目音褐色土(10YR3!3)しま り・粘性弱い。

ローム粒子を多く含む。

4灰黄褐色土(10YR4!2) しまり・粘性弱い。

軽石粒子を含む。

5黄褐色土(10YR5!6) しま り・粘性弱し、。

6褐色土(10YR4!4) しまり・粘性やゃあり。

ローム主体。黒色土混合土。

7灰黄褐色土(10YR4!2)

しまり ・粘性弱い。軽石粒子含む。

8黒褐色土(10YR3!1) しまり ・粘性やゃあり。

黒色土とロームプロックを合む。

9にぶい黄燈色士(10YR7!3) しまり ・粘性弱い。

1 0 褐色土 (10YR4!4) しまり ・ 粘性~~い。

11黒色土(10YR2!1)

しまり ・粘性あり。 炭化物を多く含む。

12黒色土(10YR2!1)しまりあれ
ロームブロンクを合む。

13灰黄褐色土(10YR4!2)しまり 粘性弱い。

14明黄褐色士(lOYR6!6)しまり 粘性あり。

口ームプロ ックを多く含む。

15黒色上(10YR2!1)

しまり 粘性あり。炭化物を多く合計。

16黒色土(10YR2!1)炭化物居。

17明黄褐色土(lOYR6!8) しま り・粘性拐し、。

ローム主体で黒色土プロックを含むc

18にぶい黄燈色土(10YR7!4)

しまり 粘刊弱い。ロームプロック主体。

。 703，6m 

(1:80) 2m 
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(11) H13号住居祉

本土止は調査区中央のIX-25、XV-4・5Grに位置する。重複関係は推定範囲でH15号住居士止とあり、本i止の方が

古い。残存状況は住居祉西側を用水路に、南側を圃場整備によりそれぞれ削平されている。

形態は隅丸方形と推定でき、規模は南北長6.63m、東西長は推定5.94mを測る。住居祉の主軸方位はN-60-W

を測る。面積は推定で37.13rrrを測る。床は炉周辺部が硬質化していたが、南側がすでに削平されていて掘り方の

ような状態で、あった。床の厚みは0.01~ 0.19mで、あった。壁はゆるやかに立ち上がり、北西コーナーで、0.13mを測る。

覆土は単層であり自然堆積の状態で、あった。

ヒ。ットは掘り方時の検出も含めて10か所確認された。P1.P2・P7が主柱穴と考えられるがやや歪んでいる。P1-P2

聞は3.45m、P2-P7は2.74mを測る。P6が出入り口施設、P8とP9は棟持柱と考えられる。各ヒ。ットの規模はP1が径

0.45m・深さ0.33m、P2が径0.32m・深さ0.33m、P3が径0.34m・深さ0.26m、P4が径0.38m・深さO.llm、P5が径0.34

m・深さ0.07m、P6が径0.38m・深さ0.18m、P7が径0.43m・深さ0.28m、P8が径0.71m・深さ0.19m、P9が径0.45m.

深さ0.21m、P10が径0.24m・深さ0.14mを測る。また、本土l上はP1脇にD1とした掘り込みが検出された。形態はほぼ

円形で、規模は長径0.93m・短径0.75m・深さ0.12mを測る。

炉は2か所確認された。住居士止内の北よりに位置し、 2基が東西に並ぶような位置関係である。いずれも土器が

掘り込み内にある所謂 「土器敷き炉」のタイプである。 ただ、土器の入れ方に相違があり、炉lは土器底部や聾の

口縁部など土器の形が解るような大型の破片が入れられているのに対し、炉2はいずれも小片で、あるが図示した10

のようにほぼ一個体分の土器が無作為に詰められているとしづ状態である。このことから、炉内が整然としているの

は炉lの方であり、 本住居の最終使用の炉は炉lと考えられる。覆土にはどちらも顕著な焼土は含まれていなかった

が、 炉周辺には広く炭の広がりが確認できた。炉の掘り込み規模は炉lが長径0.43m・短径0.38m・深さ0.14m、炉2

が長径0.48m・短径0.43m・深さ0.12mを測る。

本土止からの出土遺物は2基の炉内から出土したものが多く、13点を図示した。1と2は赤彩された鉢であり、ほぼ

同型のものである。1はP4から出土している。3は高杯脚の部分で郎部と脚外面に赤彩が施されている。4は台付査

の脚部と考えられる。外面はミガキが施されている。5は査の頚部から口縁部にかけての破片で、無彩である。頚部

に櫛描簾状文が施されている。 6も査底部と考えられる。 7~13は査である。 いずれも口縁部は櫛描波状文、 頚部

に櫛描簾状文、胴部上半が櫛描波状文、胴音flT半と内面がミガキが施されている。

これらの出土遺物より弥生時代後期後半に位置づけられる。

第9表 H13号住居祉出土遺物観察表 (cm) 

i去 量 成形 ・調整 ・文療 推定値()残害値 <)丸底・
No 種目リ 器種

口径〔長)底径(幅)器高(軍〕 内 薗 外 面 備 警 出土位置

弥生 9本 (148) 3.6 6.8 ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 完全実視I[ P4 

2 弥生 吉本 (140) (42) 7.0 ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測外面磨耗 検出而
3 弥生 高坪 (4.6) 上不部ミガキ→赤色塗彩脚部ハケ目ミガキ→赤色塗彩 完全実測外面磨耗検出面

4 弥生 台付号車 10.0 (6.7) ミガキヘラナデ ミガキ 完全実iJII[ 1'5 SPOIIETl5 P 

5 弥生 査 ミガキ ノ、ケ目→ミガキ櫛揃簾状文 破片実調'1!者粍 炉2

6 弥生 室主 (15.4) (40) へフナデ H同部ミガキ 底部ナデ [，，[転実剖I[ 検出血 E検出面
7 弥生 5理 (20.8) (6.0) ミガキ 櫛描波状文 回転実測 検出面
日 弥生 ~~ ミガキ 櫛f品簾状文(3連止)櫛jlli波状文 ~![宙実損'1 炉1 :';0.2'17・40
9 弥生 主唱 21.2 (18.8) ミガキ ミガキ櫛f白簾jj(文(3連止)櫛tUi波状丈 口縁完全剤l胴部回転実測 l炉l
10 弥生 主唱 (22.5) 8.4 (30.5) ミガキ ミガキ 櫛f白簾状文(1連止)櫛描波状文 |口縁 胴部回転実測底部完全則I[I炉2
JJ 弥生 習E 10.6 (90) ミガキ ミガキ 完全実担I[ E区炉l

12 弥生 省，略」 (292) (199) ミガキ 櫛描簾状文(2連止)櫛拙波状文 回転実掛I[ 炉2

13 弥生 聖里 (29.8) (42.5) ミガキ ミガキ揃慨状文(2連止)側波状空j口縁完全実ill'l!岡部破片実割空1 [. II JK I 
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。 702.9m 
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l灰黄褐色土(10YR4/2)しまり粘性弱い。ロームプロック・炭化物少量含む。

2黒褐色土(10YI，3/1)しまり弱く、粘性やや強い。ローム多量に含む。
3黒褐色土(lOYR3/1)しまりやや弱く、粘性やや強い。ローム少量含むc

4黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。小ロームプロック・軽石少最含むの

5黒褐色土(10YR3/1)しまり粘性やや弱い。 小ロームプロック少量含む。

6黒色土(10YR2/1)しまり粘性やや弱い。炭化物多故に含む。

7黒褐色土(10YRlIl)しまり強く、粘他弱い。ローム多量に含む。

8明悩灰色土(5YR7I2)しまりやや弱く、粘性弱い。鼎褐色土ブロックを少iil:含む。

9燈色土(oYR6/R)粘土3

第26図 H14号住居士止実測図
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旦径三EbE

i調 l.{こぶい鼓燈色土(10YR7/4)
しまり・粘性羽し、。

宝生

f3: 2.!且褐色土(10YR3/2)

弘、 しまり・粘性やゃあり。
ロームプロックと

タ4
虫色土の混合土。

3黒褐色土(lOYR3/1)
しまり粘性弱い。
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(12) H14号住居t止

本J止は調査区西端のXVIH-3Grに位置する。残存状況は西側が調査区域外、|有側がM91i手溝状遺構に切られ、

住居祉の北東コーナー付ー近のみ検問された。形態は不明で、規模は南北残存長O.72m・東西検l中l長2.31mを測る。

北墜をもとにした長軸方位はN-170-wを測る。面積は検出部分でで、1.6閃5rぱぜで
コ一ナ一でO.08mを測る。 床はやや軟質で、貼床はO.02~O . 35mの厚みで、貼られていた。 壁構は北壁と東壁の

部で確認され、 規模は幅O.09~O.1 2m ・深さO.03~O.06mを測る。 ピットは掘り方検出時に2か所確認され、 P 1が径

O.26m・深さO.16m、P2が径O.llm・深さO.10mを測るの住居掘り方は北東コーナ一部分に一段掘り込まれた深い部

分があり、 また北壁際にはカマド袖の芯部分のような地山掘り残しが確認された。

本:J:j上からの出土遺物は須恵器杯と土師器護の所謂 「武蔵饗」の破片が出土しているが、し、ずれも小片で、図示で、

きない。よって本祉の帰属時期も不明で、あるが、古代の範鴫で捉えたい。

(13) H15号住居I止

本土11:は調査区中央部のXV-4・5・9・lOGrに位置する。残存状態は岡場整備により遺構上面は削平され、ヒ。ツ

トと壁構が一部しか残存していなかった。 重複関係はM36号構状遺構と重複関係にあり 、 本tJl:の方が干~.v 、。

形態は柱穴の配置から長方形と考えられるの規模は南北の長軸長，6.92m、東西の短軸長6.20mを測る。面積は推

定で11.81rrfである。ピットは8か所検出された。規模はPlが径O.81m・深さO.26m、P2が律l.12m.深さ0.41m、P3が
径O.87m・深さO.32m、P4が径O.77m・深さO.39m、P5が径O.36m・深さO.21m、P6が径O.32m・深さO.21m、P7が径

O.23m・深さO.14m、P8が径O.23m・深さO.10mを測る。P1からP4までが主柱穴であり、P1-P2が4.09m、P2-P37J'3.73

m、 P3-P付'4.03m、 P1-P4が3 . 60mを測るO 東壁下と;与えられる壁溝はl幅O . 23~0.4 1m ・深さO.07~O.1 6mを測る。

本~止からの出土遺物はなく 、 よって帰属時期も不明で、ある。

(14) H16号住居祉

本j北は調査区西端のXII -23、XVIII-3Gdこ位置する。F7号掘立柱建物士|上と重複関係にあるが、本土|上の方が古

い。形態は不明である。規模は検t-十lされた南北軸が2.31m、東丙軸がO.78mで、商積は検出部分でl.81rrfを測る。
検出された壁には壁構があり 、 規模は111高O . 07~O.1 4m ・深さO . 02~O . 04mを測るの ヒ。ットは4か所検出され、 規模はPl

が径O.19m・深さO.33m、P2が径O.18m・深さO.30m、P3が径O.15m・深さO.18m、P4が径O.14m.深さO.16mである。

本社からの出土遺物は非常に少なく、2点の土器を図示した。1は鉢で2は聾である。木力1:の所産時期は弥生時

代後期中葉と考えられる。
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1，，'):¥黒巾唄官褐色土(“10YR悶3/ハ1)し
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2褐灰色一|卜1，(10町YR則1/1υ)しまり.粘性Jや〈やJ斗弓やP弱い巳
ローム少五k-A-<t九

3褐J火色JJlIlYI!4/llしまり強く・粘性弱い。
口一ムプ口ソク多杭含む。
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1.黒褐色土(lOYR3/2)しまりやや強く、粘性やや弱い。
軽石を含む。焼土・炭化物粒を少i止含む。

2黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱し、。ロームを少量含む。

3灰黄褐色士810YR6/2)しまり・粘性やや弱い。黒褐色土プロックを少量含むG

4褐灰色土(10YR4/1)しまり・粘性やや弱い。黒褐色土プロァクを多量に含む0

5灰黄褐色士(lOYR6/2)しまりやや強く、車内性やや弱い。

，~褐色土プロックを少1ik含むo

6灰黄褐色土(lOYR6/2)しまりやや強く、粘性やや弱い。
黒褐色土を多誌に含む。

7黒色土(lOYR2/1)しまりやや弱く、粘性やや強い。
小ロームブロックを少;!l1:含む。柱痕命

日明黄褐色砂質土(lOYR7/6)しまり・粘性弱い。里色土プロックを少j"含む。

9にぶい黄燈色土(10YR6/4)しまり強〈、粘性弱い。黒色土プロックを少量含む。

10黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱いe小ロームプロックを少量含む。

11黒色土(10YR2/1)炭。

12.灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり・粘性強い。焼土プロックを多駄に含む。粘土層。

13黒色土(lOYR2/1)しまり・粘性強いc粘土居。

14灰黄褐色土(lOYR4/2)灰黄褐色粘J_:'焼jプロックを少枇含む。

15黒褐色士(lOYR3/1)しまり弱く、粘性やや強い。
ロームブロック・焼士を/y、iic含むF

16黒褐色土(lOYR3/1)しまり強く、粘性やや弱い。
ロームプロック・焼土プロックを少量含む。

17黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。ロームプロックを多品に含む。

18明黄褐色士(10YR7/6)黒色士一プロックを少扶含む。

H17号住居士止実測図
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(15) H 17号住居I止
本土止は調査区西側のX1 -20・25Gdこ位置する。残存状態は南側が圃場整備により遺構上面が削平され、住居

掘り方とヒ。ツトが残存しているのみである。重複はF33号掘立柱建物土止とM30・33号溝状遺構、 単独ヒ。ツトとあり、い

ずれの遺構よりも本土止が古い。

形態は南北に長軸を持つ長方形で、面積は検出部分で20.53ITIを測る。カマドは北壁につくられている。規模は

長軸4.95m、短軸4.26mを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がり、 北東コーナーで、0.20mを測る。ヒoットは5か所検出され

た。 P1からP4は主柱穴、 P5は貯蔵穴と考えられる。P5内からは大型の磯が並ぶように配置されていた。ピットの柱聞

はP1-P2が2.33m、P2-P3が2.40m、P3-P4が2.47m、P1-P4が2.36mを測る。P3とP4は柱痕が確認された。ヒ。ットの

規模はP1が径0.57m・深さ0.68m、P2が径0.61m・深さ0.56m、P3が径0.60m・深さ0.43m、P4が径0.45m・深さ0.21

m、 P5が径0.83m・深さ0.10mを測る。 床はカマド、周辺が硬質化しており、 0.02~0.39mの厚みで、貼られていた。

カマドは北壁中央につくられており、煙道が壁から飛び出さないタイプである。 袖部は右側が残存しており、粘質

の5齢、粘土層で構築されていた。顕著な火床部は検出されず、炭化物層がカマド内に広がっていた。 カマド掘り方
は両袖部が深さ0.09~0.20mで、掘り込まれていた。

本社からの出土遺物はカマド、周辺とカマド、内からまとまって出土した。特に3で図示した須恵器蜜の口縁部は、カ

マド、脇に正位で、置かれたような状態で、出土し、置き台のような状態で、あった。lは須恵器高台士不である。 2は須恵器

杯で、袖部とカマド、内より出土した。 3は須恵器寵の口縁部から頚部であり、 口縁部は全周する。 4は士師器坪であり、

2の須恵器杯と同じようにカマド袖部から出土した。5と6は土師器査で、 6は所謂「ロクロ奮」である。

これらの出土遺物から本土止は8世紀後半から9世紀初頭の所産時期と考えられる。

三三五 三三害

3 

第30図 H17号住居祉出土遺物実測図

1 ~6( 1:4) 

第11表 H17号住居祉出土遺物観察表 (cm) 

揖宿
法 量 成形 ・調整 ・ 文僚 推定値()残存値 <>丸底・

No 種別
口径(畏〕底径(幅)器高(厚) 内 面 外面 備 考 出土位置

1 須恵器 有台亦 (12.8) (94) 3.3 ロクロナデ ロクロナデ→底部手持ちへラケズリ→高台貼付 回転実視IJ P5 

2 須恵器 珂ミ (12.9) (7.7) 3.9 ロクロ寸 7 ロクロナデ→底部回転へフ切り 回転実調IJ

3 須恵器 費 26.0 (14.8) 口縁ロクロナデ 腕部ハケナデ 口縁ロクロナデ胴部タタキ目 完全実測

4 土師器 珂ミ (13.6) (60) (4.3) ロクロナデ→ミガキ ロクロナデ→底部糸切り後ナデ→ミガキ 回転失調l

5 土師器 害車 (22.7) (13.2) 口縁ヨコナデ→胴部へフナデ 口縁ヨコナデ→胴部へフケズリ 回転実掴IJ E区

6 土師器 聾 (24.6) (25.3) ロタロナデ ロクロナデ→胴部へラウズリ ヘフナデ 回転実測l カマドホリ方 E区

ウ
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(16) H18号住居祉

本土止は調査区西端のxn -17・18Gdこ位置する。残存状態は|有側をH9.10号住居士止に削平されているが、掘り方
検出時に南壁の立ち上がりが確認できたため、ほぼ住居士止の全容が把握できた。新旧関係はH9.10.11号住居祉及

びM34号溝状遺構と重複関係にあり、いずれの遺構よりも本祉の方が古い。

形態は方形を呈する。規模は南北軸が推定で3.84m、東西軸が3.96mを測る。面積は先にも述べたように、南壁

で掘り方時に住居士止立ち上がりが検出されたことから推定で13.92rrfを測る。床は全体に硬質で、特に炉周辺部が

顕著で、あった。 床は全体に貼られており、 床の厚みは0.04~0.25mを測る。 壁は緩やかに立ち上がり、 北壁中央部

で0 . 17mを測る。 ヒ。ツトは掘り方検出時も含め9か所ーが確認された。 P 1は貯蔵穴、 P2~P5は主柱穴、 P7は棟持柱と考

えられる。ピットの規模はP1が長径0.57m・深さ0.09m、P2が径0.52m・深さ0.49m、P3が径0.38m・深さ0.59m、P4が

径0.57m・深さ0.56m、P5が径0.41m・深さ0.59m、P6が径0.60m・深さ0.41m、P7が径0.37m・深さ0.09m、P8が0.24

m・深さ0.33m、P9が径0.27m・深さ0.46mを測る。ヒ。ツト聞の距離はP2-P3が1.91m、P3-P4が0.96m、P4-P5が2.04

m、 P2-P57J~ 1.15mを測る。 なお、掘り方検出時に確認されたP8とP9は、配置から主柱穴の補助穴と考えられる。
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l出f品色土(10YI¥:1/2)し主りあり、料;l'[，;，;い。
柄i石を多くfrむ

2黒色十(10YR2Il)l tりー粘性やゃあり。
炭化物を多く台むの

3.!草色上(lOYHZ/!)し主り粘位あ旬。

2附より炭化物や灰を多く含む。

4黒褐色土(10YI13/2)し主り・粘性あり2

微J止の焼 lを合む。

5黒褐色土(10YI¥:1/1)し初・粘性弱い。

t立ート粒干とロ ム粒子を含む 1
6. .~I.{尚色 1，.( IOYI<3/ 1) vtり粘位(;ゾ人 1 '. I ([i l~質

7にぶい!Ji.椴色イ (IOYH6/3)し主りー粘判必い弓
"ームとm色七ブロックを台むro

8に，，:，、貨柑色 1二(IOYR6/1)しまり'W;j'j弱い。

ローム粒了と黒色士官，了を合む3

9 黒尚色+(IOYI\:1/ 1 ) し主りやや~Yjく 、 粘性ベ刊:>~IÍiい。
ロームプロックを少依合む向

10 浅黄院色 Ic(lOYR8/:l)しまり強く 、 粘性ιJ~いの
県褐色 |ーをψJ止含む

2m 



炉は北壁よりで検出された、形態は円形で内部から図示した7の棄が置かれた状態で出上した。所謂 「土器敷き

炉Jである。炉の規模は径0.24m・深さ0.09mで、土需の下には顕著な焼土が確認された。住居士11:の掘り方は、壁

際が一段高くなる掘り方で、特に東壁側が顕著で、あった。

本土止からの遺物は、住居i止規模からすると床面を中心に比較的多く出土した。 lは鉢である。口縁部の一部に片

口の痕跡が残る。内外面ともに赤彩されている。2も鉢であるがlと形態が異なり、半球状の形である。赤彩は行われ

ておらず、丁寧なミガキが摘さている。3は小型高j不で、あり、脚部に上段で3か所、下段に1箇所の穿孔が確認できる。

下段の穿孔も3か所か。4は査の胴部下半から底部の破片である。5は査で頚部に櫛描簾状文、 胴音1Iと口縁音1Iに櫛

摘波状文が施されている。6は翠の底部と考えられる。底部外面には成形時に意図的にで、きたと考えられる葎みがあ

る。7は饗であり、炉に使われていた。胴音1I下半から底部にかけて残存する。外面には細かなハケ目の残るナデが

施され、底部にはミガキがある。8は小型丸底壷で、ある。底部を欠損するがほぼ全蒋を把握できる。口縁部にはや

や粗いがヨコ方向のミガ?キがある。9は小型器台で、口縁部を欠損する。10は土製品と考えられるが用途は不明である。

これらの出土遺物より本社は在地の箱清水式土器がほぼなくなり、東梅及び畿内系土器が主体を占める古墳時

代前期中葉の時期と考えられる。
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H18号住居i止出土遺物実測岡第32図

(cm) 
法 • 成形 ・ 調整 ・ 文様 推定値()残淳値 ()丸底.

No 種別 器種
口径〔長〕底径(稿〕 器高(摩) 内 面 外面 備 考 出主位置

1 弥生 宮本 (15.8) 1.8 5.6 ミガキ→赤色塗彩 口紋ミガキ→赤色塗彩 院前けーデ 完全実;¥111

2 占式土師 H (14.2) (3.8) 8.7 ミガキ ミガキ 副転実測腕|田区陀 W灰ホリ);

古式上聞! 高士干 14.5 (187) 10.5 J+部ミガキ脚部ミガキ ハウ円→ミガキ→i重し穿干し(焼成内ij) 完全'XiWI 出粍 IVIメ 11メホリ万

4 古式土帥 よ耳i'fi也r 7.2 (89) ハケ円 廓粍 胴仰ミガキ底部ミガキ 完全'Xil¥ll H灰 皿I烹

5 弥生 型E ミガキ 櫛11自f晶状文櫛f品i庇状文 断面ヲミ測

6 古式上削: 型地 5.8 (23) ヘラナデ すデ 完全'土測 IV[i< 

7 古式上聞j 3.li，! 6.6 (11.8) へラナデ 胴部ハウ H 底部ミガキ 完全実測 j); 1 I;{ 

8 古式土師l小形丸l丘 (10.0) (125) rr縁ミガキ ミガキ 完全実測 11差 lll'<: 11'1メ

古式j白m 告器台 (12.5) (8.1) ミガキ脚部ヨコ「デ→へフナデ ミガヰ→透し(3コ)穿孔(焼成iiij) 完全実測 III~:ホリ方皿lメ

10 I:!製品 不明 (120) (71) (10.2) ナデ

ハ可
U

円
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Hl8号住居土止出土遺物観察表第12表



(17) H19号住居祉

本土止は、調査区の中央西端のXlI-21・22、XVIII-l ・2Gdこ位置する。残存状態は遺構上面を圃場整備により削平さ

れ住居壁は確認されず、貼り床の範囲とヒ。ットが確認されたのみで、ある。重複関係は日11号住居士止とF9.10号掘立柱

建物祉があり、し、ずれの遺構よりも本祉が古い。
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一被
立示立

l黒色土(lOYR2/l)し主り・粘判やや弱い。
小ロームプロック・軽石少ilt含む。

2黒褐色一!:(lOYR3/l)しまりやや弱く粘性弱いっ
日 ム多il'c含む。砂少盆含む。

3にぶい策償色土(lOYR7/2)しまり・粘性弱い。

黒褐色士プロック少量合む。

4黒伺色I:(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱いの
!コームブロック多量に含む。

日灰JA褐色土(10YR6/2)しまりやや強く、粘性弱い。
小黒褐色土プロック少j，{含む。

6黒偽色:l，，(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。

小ロームプロック少1，¥含む。

7燈色土(7，5YR6/6)しまり・粘柑弱い。
黒褐色土ブロック少五I合む。
灰白色土多i1rに含むの

8 黒褐色上(10Yln/ 1 ) しまりやや強く、粘性~hjい。

ローム多品に含む。
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第33図 H19号住居土止及び出土遺物実測図

1 ~3( 1: 4) 

出土位置

櫛揃簾状文櫛揃波状文

ミプfキ 揃描嶋状文(2連止) 櫛捕波状文
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本土止の形態は南北方向に長軸を持つ長方形と考えられる。 規模は残存部で、長軸6.66m、短軸5.03mで、 面積は

32.77rriを測る。炉は検出されなかった。ヒ。ットは7か所検出された。Pl'"'-'P4が主柱穴、 P6とP7は出入り口施設と考

えられる。ピットの規模はP1が径1.11m .深さ0.59m、P2が残存で、径0.48m・深さ0.45m、P3が径0.61m・深さ0.68m、

P4が径0.72m・深さ0.56m、P5が径0.25m・深さ0.06m、P6が残存径0.26m・深さ0.41m、P7が残存径0.21m・深さ

0.51mを測る。床は硬質面がすでに削平されていたが、貼床の厚みとして0.13mが確認された。

本土止からの出土遺物は非常に少なく、 P1からの出土がほとんどである。図示した遺物は3点で、 lは壷の頚部から

胴部であり、赤彩が確認された。頚部の文様は櫛描簾状文と櫛描波状文をへラ描横線文で区画している。2と3は

査の破片であり、いずれも櫛描簾状文と櫛描波状文が施文されている。

これらの遺物から本土!I:は弥生時代後期の範曙として捉えられる。

(18) H20号住居祉

本祉は調査区中央部のXV-10・15、XVI-6・11Gdこ位置する。残存状況は圃場整備により削平を受け非常に悪

い。検出された部分は炉とヒ。ツトのみで、ある。住居の形態はヒ。ツトの配置から南北に長軸を持つ長方形と考えられる。

規模は推定で、南北軸7.28m、東西軸4.75mを測る。面積は推定で32.54rriを測る。

ヒ。ットは8か所確認で、き、 P6とP7が主柱穴で、ヒ。ット問距離は3.87mを測るoP1とP2が出入り口施設、 P3が棟持柱

と考えられる。ヒ。ットの規模はP1が径0.37m・深さ0.17m、P2が径0.36m・深さ0.18m、P3が残存で、径0.47m・深さ0.52

m、P4が径0.33m・深さ0.20m、P5が残存で、径0.30m・深さ0.09m、P6が径0.50m・深さ0.47m、P7が径0.38m・深さ

0.17m、P8が径0.49m・深さ0.12mを測る。このうちP1とP2とP7はH2号住居士止で述べたようにヒ。ット掘り方が南西方

向にずれている。炉は主柱穴間で確認され、わずかに焼土が検出された。 掘り込み規模は長径0.47m・短径

0.38m・深さ0.08mを測る。

本土止からの出土遺物は少なく、炉内より弥生壷破片2点とP5より壷破片2点が出土しているのみである。いずれも

小片のため図示はで、きなかったかが、これらの壷破片は箱清水式土器の範轄で捉えられるものであり、ヒ。ット等の配

列から、本社は弥生時代後期に含まれると考えられる。
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l黒褐色土(lOYR3!1)

しまりややあり。粘性なL，
軽石プロックを多く含む。

2. ~竜褐色土(lOYR5/6)
しまり・粘性弱い。
ローム粒子多い。

;;長 Eミ3灰黄褐色土(IOYR4/2)

しまり・粘性弱い。
ローム粒子を多く含む。

1.1こぶい黄燈色土(lOYR6!3)
しまり・粘性弱い。
黒色土プロックを含む。

卜，"""

:長 トぬ 70(3l 1 m 。 80) 2m 

。1
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(19) H21号住居祉

本土止は調査区西側のX1 -13・18・19Grに位置する。残存状況は住居士止東側が圃場整備により削平されている。

形態は南北方向に長軸を持つ長方形で、長軸方位はN-20-Eを測る。規模は長軸6.08m、短軸3.74mで、面積は

推定で21.67rrfを測る。炉は顕著な焼士の焼けこみ等は確認されなかったが、P1とP2聞に土器の出土が集中する範

囲があり、この場所が炉と考えられる。壁の残存状況は非常に悪かったが、 住居南西コーナー部で、0.06mを測る。

壁溝は壁が検出された部分は全周するように発見され、 規模は幅0.16~0 .23m、深さ0 .02~0.05mを測る。 ヒ。ツ卜は

掘方も含め13か所が確認された。P1からP4が主柱穴、P5とP6が出入り口施設、P8が棟持柱と考えられる。各ヒoット

の規模はP1が径0.42m・深さ0.45m、P2が径0.43m・深さ0.46m、P3が径0.42m・深さ0.35m、P4が径0.37m・深さ

0.39m、P5が径0.59m・深さ0.51m、P6が径0.62m・深さ0.62m、P7が径0.63m・深さ0.30m、P8が径0.43m・深さ0.41

m、P9が径0.40m・深さ0.35m、PIOが径0.23m・深さ0.51m、Pllが径0.26m・深さ0.29m、P12が径0.21m・深さ0.30

m、P13が径0.51m・深さ0.32mを測る。本社のヒ。ットで、横ずれを起こしているものは確認されなかった。床は検出さ

れた部分は軟質であり、 床の厚みは0.03~0 . 10m程貼られており、掘り方はほぼ平坦で、あった。

本土止からの出土遺物は少なく、先にも触れたが炉推定位置と考えられる付近からまとまって出土した土器がほとん

どである。図示した遺物は3点である。1は査の胴部下半である。 炉の推定位置から小片の状態で出土した。 2は奮の

口縁部でPl脇から出土した。頚部に櫛描簾状文と月間部と口縁部に櫛描波状文が施されている。3は顕著な磨り面を
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l黒褐色士(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。

小ロームプロック・軽石を少量含む。

2黒褐色土(lOYR3/l)しまり弱く、粘性やや弱い。
小ロームプロックを少量含む。

c' C 

3黒褐色土(iOYR3/i)しまり弱く、粘性やや弱い。
ロームを少jj'，含む。

4にぶい賛褐色土(IOYR5/4)しまり・草山性弱い。
黒褐色士を少量含む。

日黒褐色土(IOYR3/1)しまり強く、粘性やや弱い。
ロームプロックを多量に含むn

D' D 

H21号住居i止実測図
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持つ石器で、住居土止ほぼ中央の床面上から出土した。

側面と中央部に敵き痕がある。

これらの出土遺物より本土止は弥生時代後期に位置す

ると考えられる。

\ミ遥~

[仁三~)
H21号住居士止出土遺物実測図
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第36図

(cm) 
法 置 成形・調整 ・ 文僚 推定値()残惇値<>丸底・

No 種別 器種
口径(長)底径(幅〉 器高(厚) 内 iID 外面 備 考 出土位置

I 弥生 査 (229) へフナデ ミガキ 回転実i則 炉

2 弥生 w ミガキ ミガキ櫛摘簾状文櫛描波状文 断面実問l

No 器 種 |繁 材|愚大長|愚大幅|最大理| 重量 | 所 見 出土位置

3 磨・敵右 |硬質砂岩 I16.5 I 山 I 4.3 I 山 6.75 I全体にすり 上下端部に糊価敵打によるものか 正面と右側に敵打痕左側に間取り状のすり面 | 

H21号住居土止出土遺物観察表第14表

@ 

寺島ら

一川703.3m (1:40) 

~ 

一日 1m 。

炉

l黒色土(10YR2!1) しまり ・粘性やや弱い。

2にぶし、貨褐色(JOYR5!4)しまり・ 粘性弱い。

小黒褐色土プロック少量含む。

3灰黄褐色土(JOYR4!2)しまりやや強く 、

粘性やや弱い。黒褐色土少1.{含む。

4褐灰色土(10YR5!1) しまりやや強く、

粘性やや弱いc ローム少{l(含む。

5黒褐色土(10YR3!2)ローム粒子を含む。
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(20) H22号住居祉

本土止は、調査区西側のX1 -19・24Grに位置する。残存状況は非常に悪く、炉と考えられる土器が集中して出土す

る範囲と、主柱穴と棟持柱が検出されたのみで、壁や床面等は圃場整備の削平等で、検出されなかった。

形態は、出入り口施設のヒ。ットと棟持柱の配置から推定すると、南北に長軸をもっ長方形で、長軸方位はN-20-W

を示す。規模は推定で、長軸長4.75m、短軸長3.22mで、面積は14.38rrfを測る。ピットは6か所検出され、 PlとP2が主柱

穴で、ピット聞が1.51m、P3とP4が出入り口施設で、ヒ。ット聞がO.77m、P6が棟持柱と考えられる。ヒoットの規模はPlが径

O.67m・深さO.66m、P2が径O.65m・深さO.66m、P3が径O.30m・深さO.24m、P4が径O.36m・深さO.27m、P5がO.27m・深さ

O.27m、P6が径O.53m・深さO.66mを測る。柱痕

等は確認されなかった。炉は北側の主柱穴間

にあり、顕著な焼士は検出されなかったが、図

示した2の壷胴部が破砕した状態で出土し、所

謂「土器敷き炉」の形態と考えられる。

本社からの出土遺物は非常に少なく、図示

可能なものは3点で、あった。 1は赤彩が施された

鉢であり、 Plから出土した。 2は前述したように炉

からの出土であり三次焼成を受けている。3は磨

り面と敵き痕がある石器で、炉内より出土してい

る。これらの出土遺物から本土止は弥生時代後期

に位置すると考えられる。

第38図 H22号住居社出土遺物実測図

第15表 H22号住居士止出土遺物観察表 (cm) 

法 量 成形 ・ 調整 ・ 文棟 推定値()残惇値<)丸底.
No 種別 器種

口径(畏〕 底径(幅)器高(軍〕 内 面 外面 備 宅E 出土位置

I 弥生 事本 (21.6) (96) ミガキ→赤色主色彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実証!II Pl 

2 弥生 :0. (123) ハケ目 ミプ~~ 回転実測| 炉

No 器 種 |紫 材 |愚大長|愚大幅 |最大理 | 重賞 | 所 見 出土位置

3 日ト肝 | 化問岩 I 8.5 I 7.3 I 5.6 I 捌 96 I全体にすり 下部に敵打痕 |炉

(21) H23号住居士止

本土止は、調査区の西側JX1 -13Grに位置する。残存状態は住居祉南側がトレンチによって削平ーされている他は

良好である。形態は方形である。長軸方位はN-90-Wを示す。規模は南北長軸4.19m・東西短軸4.17m、面積は17.33

dを測る。カマドは北壁中央に造られている。壁はほぼ垂直に立ち上がり、南壁中央でO.16mを測る。床はカマド

周辺が硬質であったO なお、本土止は床の張り替えが確認できたが、柱穴や住居本体の拡張は確認で、きなかった。

壁溝は住居を巡るように検出され、 幅O.16~O.20m ・深さO . 05~O.08mを測る。 ヒ。ットは掘り方時の検出も含め5か所

が確認できた。 Pl~P4は主柱穴と考えられる。 柱聞はPI-P2聞が2 . 2 1m、 P2-P3が2 . 39m、 P3-P4が2 . 33m、 PI-P4

が2.29mをそれぞれ測る。各ヒ。ットの規模は円が径O.47m・深さO.35m、P2が径0.49m・深さ0.46m、P3が径0.40m・深

さO.18m、P4が径O.60m・深さ0.43m、P5が径O.66m・深さO.30mをそれぞれ測る。なお、床張り替えにあたりPlのみ掘

り直しが行われておらず、壁際に向かって北方向と東方向に所謂、間仕切り溝が検出された。また、掘り方検出時

にこの間仕切り構に固まれた部分が長軸1.08m・深さO.52mの規模で、掘り込まれているのが確認できた。検出位置よ

り、貯蔵穴の埋戻し土止とも考えられる。

カマドは北壁中央につくられており、左右の袖部が検出された。しかし、顕著な火床部は確認できず、 燃焼部と

考えられる範囲全体に炭化物層が検出された。煙道部は壁から飛び出さないタイプのものである。また、 カマド西

側には一部硬質の床が盛り上がっている部分が確認された。
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掘り方平面図

10にぶい黄燈色土(IOYI{6/4) しまり ・粘性やや弱い。黒色"プロック少量含むの

11黒褐色土(I0YR3/1) しまり ・粘性やや弱い。ロームプロック少liI含む。

12黒褐色土(IOYR3/1)しまりやや強く、粘性弱い。
ロームブロック・炭化物多ilr含む。

13.紫色土(IOYR2八)しまり弱く 、粘性強い。軽石少lik含む。

14灰黄褐色土(IOYR4/2) しまり ・料3性やや弱い。
円ームブロック ・黒褐色土ブロック多liI含む。

15黒色士(IOYR2/1) しまり ・粘性やや強い。小ロームプロック少武含む。

2m 

l黒褐色土(I0YR3/1) しまり ・粘性やや弱い。 軽石少量含む。

2黒色土(I0YR2/1)しまり ・粘性やや強い。
炭と焼土プロック多量含む0

3黒色土(10YR2/1)炭化物周。

4黒色土(10YRZ/I) しまり弱く、粘性やや弱い。ローム・砂少量含む。

5鼎褐色土(I0YR3/1)しまり 粘性やや弱い。小ロームプロック少:iik含む。

6黒褐色土(IOYR3/1) しまり ・粘性やや弱い。小ロームブロック多iil含む。

7にぶい黄櫨色土(IOYR6/4)黒褐色土プロック少lIl:含む。

。

16黒色土(10YR2/1) しま り強く、粘性やや弱い。ローム多liI倉む。8黒褐色土(I0YH3/1) しまり弱く 、粘性やや強いη
ロームプロック・黒色土プロック多hl含む。

9にぶい')11綬色土(IOYR6/4) しまり ・粘性やや弱い。黒色土プロック多iit含む。 17にぶい黄褐色土(IOYR6/'1)しまり弱く、粘性やや弱い。
黒色上プロック多批含む。

第39図 H23号住居祉実測図

本土止からの出土遺物は比較的多く、特にカマド周辺と住居士止東側から小片で、はあるが出土した。また、図示した9

~12は弥生土器であり、 本社に伴うものではないが、 床張り替えの土の中より出土しているものが多く 、 床土搬入時に

周辺から持ち込まれたと考えられる為図示した。

1~3は須恵、器坪である。 lと2は底部が回転ヘラケズリである。 4は須恵器護であり、 口縁部から頚部までが残存して

いる。P4から出土した。 5は土師器皿としたが亦の範鴫でも捉えられる。内面は黒色処理が行われている。
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第40図 H23号住居士止出土遺物実測図

6は土師器蜜で、カマド周辺より出土した。7と8は土師器の小型聾底部と考えられ、7は丸底タイプのものである。いず

れも外面ケズリが施されている。 前述したように9~ 12は弥生後期の箱清水式土器で、ある。 9は無彩の蓋、 10~12は査

であり、 10と11は頚部にへラ描横走平行線文とへラ描連続斜走文が施されている。また10は平行線文にかかるように

円形貼付文が確認できる。いずれも外面は赤彩が施される。

これらの遺物より本土Itは8世紀前半に位置づけられると考えられる。

46 



第16表 H23号住居土止出土遺物観察表 (cm) 

法 置 成形 ・調整・文繊 推定値()残存値()丸底・
No 種目リ 務橿

口径(畏〉 底径(幅)穂高〔厚) 内 薗 外面 備 警 出土位置
須想、器 銅ミ (14.4) 7.7 4.0 ロクロナデ ロクロブーデ→底部回転へ7切り 完全実測 E区

2 須恵、器 珂ミ 14.1 日7 45 ロクロ寸デ ロタロナデ→底部回転へラ切り 完全実測底部磨 田区
耗

3 須恵器 杯 (142) (3.8) ロタ口ナデ ロクロナデ 回転実調I[ I区3層 PI

4 車両恵器 号車 (200) (9.3) ロクロナデ→胴部当て具痕→ハケナデ ロクロナデ→胴部タタキ目 回転実調I[ P4 

5 土師器 皿 (20.7) 19.6 4.5 ミガキ→黒色処理 口縁ヨコナデ→底部へフケズリ 完全実測 I区

6 土問!器 現 (24.7) (10.0) 口縁ヨコナデ→胴部へフナデ 口縁ヨコ Fデ→胴部へフケズリ 回転実世j I区

7 土師器 小形現 7.1 (8.0) ナデ ヘラケズリ 完全実視l回転実証明 3照

8 土師緯 現 4.6 (3.0) へラナデ 胴部へフケズリ 底部へフケズリ 完全実測

9 弥生 蓋 ミガキ ミガキ 回転、実測

10 弥生 輩 ハケ自→ヨコナデ |ミガキ→赤色塗彩 へフ描連続斜走文 へフ描横走平行線文貼付文|断面制i lVl烹

11 弥生 査 ハケ目 |ミガキ→赤色塗彩へフ描連続斜走文へフ描横走平行線文断面実測 Irr区 W区I区ホリ方
12 弥生 望E (14.0) (12.3) ノ、ケ円 ハケナデ |ハケ目→ミガキ |回転実視l IlV区内

(22) H24号住居祉

本社は調査区西側のX11 -16・17・21Grに位置する。重複関係はH27号住居祉、 D65・66号土坑、 M12・57号溝

状遺構とあり、いずれの遺構よりも本祉が古い。残存状態は住居士止中央部をH27号住居士止が削平し、住居祉東側

が各溝状遺構、南側が圃場整備によりそれぞれ削られており、あまりよくない。

住居の形態はヒ。ットの配置から推定して長方形と考えられる。規模は長軸長6.86m、短軸長5.40mで、面積は推

定で34.23rrfを測る。長軸方位はN-300-Wを示す。壁はほぼ垂直に立ち上がり、東壁でO.18mを測る。床は残存して

いる部分は硬質でよく踏み固められていた。ヒ。ットは11か所確認された。P1~ P4が主柱穴、 P5は棟持柱、 P6とP8

が出入り口施設と考えられる。本社のヒ。ッ卜は掘り方がいずれも楕円形が多く、所謂「玉平柱」の特徴を持つ。

"-
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l黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性弱い。軽右・砂少量含む。

2明黄褐色土(lOYR6/6)しまりやや弱く、粘性弱い。黒褐色土多最含む。

3黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。軽石少品含む。

4黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。

にぶい黄褐色土プロック少盆含む。

5黒褐色土(10YR3/¥)しまり・粘性やや弱い。小ロームプロック少量含む。

6黒色土(10YR2/1)しまり弱く、粘性やや強い。ローム少iil含む。

7黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。砂・ローム少量含む。

8黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。ローム多量含む。

9黒褐色土(10YR3/2)しまり弱く、粘性やや強い。小ロームプロック少hl含む。

10黒褐色土(10YR3/2)1胞に焼土プロック含む。

Il.g月黄褐色土(10YR6/6)しまり弱く、粘性やや弱い。黒褐色土少量含む。

12黒色土(I0YR2/1)しまり弱く、粘性やや強い。ロームプロック少量含む。

13黒褐色土(10YR3/1)しまり弱く、粘性やや弱いロ小ロームプロック少量含む。

14黒褐色土(10YR3/l)しまりやや弱く、粘性弱いのローム多訟に含むの

15にぶい策槌色士(lOYR7/4)しまり強く、粘性弱い。
黒褐色土プロック少量含む。

D' 

M12 

¥ 
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旦H 19 杭跡の
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炉

16灰黄褐色土(10YR4/2)しまり弱く、中占性やや強い。
小ロームプロック少最含む。

17灰黄褐色土(10YR4/2)しまり・粘性やや弱い。ローム多量に含む。

18氏賞褐色土(10YR4/2)しまりやや強く、粘性やや弱し、。ローム少量含む。

19灰黄褐色土(10YR4/2)しまり・粘性やや弱いc小ロームプロシク少量含む。

20褐灰色土(10YR4/1)しまり弱く、粘性やや強い。
ロームプロック少量・灰黄尚色土多ii(に含む。

21 褐灰色土(IOYR4/l)しまり弱く、粘性やや強い。 ローム多hl ~こ含むU

22灰黄倒色土(lOYR4/2)しまり弱く、粘性やや強い。
ロームプ口、ノク多il¥に含む。

23.灰黄褐色土(10YR4/2)しまりやや強く、粘性やや弱い。
ロームプロジク多盆に含む。

24黒色土(lOYR2/1)しまり・粘性弱い。炭化物粒多誌に含む。

25黒色土(I0YR2/1)しまり・粘性弱い。小口←ムプロック少量含む。

26明黄褐色土(lOYR7/6)しまりやや強く、粘性弱い。
黒褐色土プロック少量含むe

27明黄褐色土(lOYR7/6)しまり強く、粘性やや弱い。
黒褐色土プロック多:lic含む。
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第17表 H24号住居祉出土遺物観察表 (cm) 

法 量 成形 ・ 調鐙 ・ 文様 推定値()残存値 <>丸底・
No 積日目 器種

口径(畏)底径(幅〕 器高(厚) 内 面 外薗 備 考 出土位置

i 弥生 査 (285) ハケ円 ミガキ 回転実測 炉

2 弥生 査 (131) 事l南極 ミガキ 回転実測 E区 炉

3 弥生 登 ヨコナデ |櫛描横走平行線文櫛描垂下文へフ描積走平行線文貼付文 1折山実測

弥生 査 11.9 (6.5) ノ、ゥ目→ミガキ 胴部ミガキ 底部ミガキ 完全実視'1

b 弥生 査か饗 (10.5) (4.6) 事|離 胴部ハケ目→ミガキ 底部ナデ 回転実用l 検出面

6 弥生 ~ ミガキ 櫛描波状文 断面実測 I区

ヒ。ツトの間隔は、 P1-P2が2.35m、P2-P3が3.53m、P3-P4が2.16m、P1-P4が3.46mを測る。ピットの規模は、 P1が径

O.74m・深さO.36m、P2が径O.64m・深さ0.49m、P3が径O.80m・深さO.55m、P4が径O.50m・深さO.52m、P5が径O.65mo

深さO.57m、P6が径O.52m・深さO.51m、P7が径l.Olm・深さO.27m、P8が径O.51m・深さ0.47m、P9が径O.48m・深さ

O.39m、PIOが径O.37m・深さO.32m、Pllが径O.33m・深さO.30mを測る。

炉は北側主柱問で検出された。顕著な焼土は確認されなかった。形態は円形で、炉掘り方内に土器を敷く、所

謂 「土器敷炉」の形態と考えられる。炉の規模は径O.39m・深さO.lOmを測る。

本土止からの出土遺物は比較的少なく、 6点を図示した。 1'""'-'4は壷で、 1と2は炉内からの出土である。 3は頚部の

破片で、ヘラ描横走平行線文の区画の中に櫛描横走線文と櫛描垂下文を描き、円形の貼付文を施す。 6は翠の口

縁部であり、櫛描波状文が施されている。

本土止はこれらの出土遺物より弥生時代後期に位置づけられる。

(23) H25号住居祉

本i止は調査区北側のV-18・19・23・24Grに位置する。残存状態は南西コーナーを一部欠損する他は良好で、ある。

形態は長方形で、北壁東よりにカマド、がつくられている。規模は南北長2.98m・東西長3.43mを測る。住居社主軸方位

(述

パム

1 

記1

1、↑
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力マド 切恥ラ

ミ|
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三次
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ぎを
。 703.7m 

(1・80) 2m 1.1こぶし、黄褐色土(10YR4/3)しまり・粘性弱い。

@ 

z 

703.7m 
(1:40) 1m 
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2黒褐色士(lOYR3/1)しまり・粘性やゃありe
黒色土ブロックを含む。

3黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘位やゃありc
i'it土粒子と炭化物を多く含む。

4檀色(2.5YI<6/8)焼上。

5侶色土(lOYH4/4)しまり・粘性やゃあり。
焼十粒子と炭化物を多くf-;-q-j'。

6黒褐色土(10YR3/l)しまりあり、粘性やゃあり。
ロームプロックと黒色士プロックを含む。

7晴褐色土(lOYR3/3)しまり・粘性あり。地山のような士ラ



はN-240-Wを示す。面積は推定で9.99 nfを測る。 壁はほぼ垂直に立ち上がり、 壁高さはO .09~O . 1 5mを測るO 床はカ

マド、周辺が特に硬質で、貼床の厚みはO . 07~O . 16mで、あった。また、北壁の一部と東壁には壁溝がめぐり、規模は

|幅O.17~O.20m ・深さO . 03~O . 0 7mを測る。 ヒ。ットは掘り方時にーか所が確認され、規模はP1が径O.28m ・深さO.20mを

測る。住居掘り方は南東コーナ一部に土坑状の掘り込みがーか所確認され、形態は楕円形で、規模は長軸

1.82m・短軸l.07m、深さO.17mを測るO

カマド、は北壁東よりにつられており、 煙道部の焼土と右袖の一部が確認された。また、カマド、掘り方として径

0.47m・深さ0.07mの掘り込みが袖下より検出された。

本土止からの出土遺物は比較的少なく、カマド周辺よりまとまって出土した。 1~3は須恵器杯である。 4と5は須恵

器聾であり、いずれもカマド、脇から出土した。6は打製石斧で刃部は欠損している。住居掘り方検出時に出土した。

本社はこれらの出土遺物から8世紀前半に位置づけられる。

達三吉孟ヨイ ミ孟~ ~

4 
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第18表 H25号住居祉出土遺物観察表
法 量 成形 ・ 調髭 ・ 文僚

No 種別 器種
口径(畏)底径(幅)器高(厚) 内 薗 外面

1 須恵器 士干 (136) (日日) 4.0 ロク ロナデ ログロナデ→底部回転へフ切り後ナデ

2 須恵器 会不 (16.6) (10.2) (3.5) ロクロナデ 口クロナデ

日 須君、総 主司F (15.0) (33) ロク ロナデ 自然利付着 ロクロナデ

4 須恵掠 号砲 当て具痕→ヨコナデ クタキ目 自然紬付着

。戸 須恵器 宮E (12.4) (10.3) 当て具痕 タタキ回→ヨコナデ

No 鵠 種|素 材|蝦大畏|愚大幅 |鰻大理 | 重量 | 所 見

6 打製石斧?I 安山岩 | 川 1 5.7 1 15 1 130.17 1未製品つ 正面~左側は自然面か 両側に剥離而

(24) H26号住居祉

E tゴ

ζ二二コ
1-白(1:4) 

(cm) 
推定値()残存値<>丸底・

備 考 出主位置

回転実測 E区

回転実社!II

回転実揖'1 1[;主 W区

Y-21 

回転実il!11

出土位置

IjJ? ド ホリ方

本祉は調査区西寄りのX1 -19・20・24.25Grに位置する。残存状態は重複遺構に削平され、 一部壁と炉、柱の

検出に止まった。重複遺構はH17号住居士止、 M17.30号溝状遺構、F33号掘立柱建物土止であり、いずれの遺構より

も本祉が古い。

形態は南北方向に長軸をもっ長方形で、長軸方位はN-180-Wを示す。規模はし、ずれも推定で、長軸7.23m、短軸

4.92m、面積は推定で35.15n1を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、東壁中央で、0.24mを測る。床は炉周辺は硬質で
あったが、その他の部分は軟質であり、全体に薄く貼床が施されていた。ヒ。ットは掘り方検出時のものも含め18か所が

検出された。円からP5が主柱穴と考えられ、南-西コーナー部の柱穴は掘立柱建物士止により削平されていると考えられ

る。また、掘方検出時のP15からP18の4本も配置より、建替え前の主柱穴と考えられる。P6は棟持柱、 P7とP8は入口

施設と考えられる。各ヒ。ットの規模はP1が径0.57m・深さ0.81m、P2が径0.75m・深さO.71m、P3が径0.64m・深さ0.55m、

P4が径0.37m・深さO.57m、P5が径0.71m・深さ0.69m、P6が径0.37m・深さ0.21m、P7が残存で、径0.54m・深さ0.35m、P8

が残存で、径0.69m・深さ0.35m、P9が残存で、径0.52m・深さ0.30m、P10が残存で
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l黒褐色土(JOYR3/1)しまか粘性やや弱し、。小ロームプロックを少歌合む。

2.1こぶし、首位色主( 1 0YR6/4) しまり ・粘性やや弱い。 ローム主体。紫色Lブロックを少11~含む。

3黒色土(10YR2/l)しまり・粘性やや弱い。ロームプロックを少量含む。

4.黒褐色士(10YR3/2) しまり ・粘性やや~~いc ロームプロックをφ量含むo

5黒褐色士(10YR3/l)しまり弱く、粘性やや弱いの小ロームプロックを少量含む。

6里褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。 小ロームプロックを事nrに含む。

7-'こぶし、黄椴色よ(10YR6/めしまり強く、粘性弱い。黒褐色上プロックを少訟含む。

自身思褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。 小ロームプロックを少量に含む。

9黒褐色土(lOYR3/l)しまり・粘性やや弱い。ロームを多量に含む。

2m 

-
N

∞
O
N
 

R
X
 

703.3m 

(1:80) 。

をD

10灰黄樋色村10YR.i/2)しまりやや強く、粘性弱い。ローム・黒色士を多故に含む。

11 以黄褐色士(lOYR1/2) しまり強く、キ~î柑弱い。 ロームを多坑に含む。

12灰黄褐色土(10YR4/2)しまりやや強く、粘性弱い。ロームプロックを少批含む。

13にぶい黄褐色1c(10YR5/3)しまり強く、粘柑弱い。ロームを多泣に含む。

14 にぶし 、黄撹色土(lOYR，，/~)しまりやや強く、粘性弱い。 軽石を昔、1(C含む。

><1 

703.3m 
(1:40) 炉m
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。

19黒褐色土(lOYR3/1)しまりやや強く、粘性やや弱い。
ロームプロックを多:!icIこ、焼:1プロックを少抗常打。

20黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。黒色土を少量含む。

21にぶい黄綬色土(lOYR6/4)しまりやや強く、粘性やや弱い。

黒褐色土ブロックを多量に含む。

目黒色土(10YIZ2/1)しまりやや強く、粘性やや弱い。ロームを少i止含む。

16褐灰色土(10YR4/1)しまり 粘性やや弱い。小黒褐色土プロックを多祉に含む。

17褐灰色土(lOYR5/1)しまり・粘性やや弱い。黒褐色士を少量含むc

18黒色土(lOYR2/1)しまり・粘性弱い。

H26号住居壮実測図
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H26号住居祉出土遺物実測図第46図

(cm) 
法 量 成形 ・ 調整 ・ 文梅 挺定値()残惇値 <>丸底.

No 種別 器種
口径(長)底径(錨)器高(厚〕 内 薗 外面 備 考 出土位置

l 弥生 喜本 (15H) (72) ミノfキ→赤色き色彩 ミガキ→赤色塗彩 櫛描簾状文(2述[1:) 回転実測 」立区 X 1 -19検出面

2 弥生 査 ハケメ ミガキ ミガキ櫛I品垂下丈 櫛IHi横走平行線文へ7揃横走線吐断面実刑lP6 

3 弥生 j)¥1 (20.1) 事l阿佐 ミガキヘラ描横定線文 へフ描斜走文剰問主 回転実測 炉 X1 -20 

4 弥生 宜E ミプJキ 櫛f的簾北文(2連止) 櫛I~占i庄状文 |折而実測 IV区

。 弥生 脅か者 (5.8) (21) ナプ 胴部へフナデ→ミガキ 底部へフケズリ 回転実測外面赤色顔料付括 |皿区

6 弥生 裂か琵i (日2) (6.2) ナァ 胴部ミガキ 底部ミプJキ 回転実測

t ;y，J、ノl 型E (22.3) (61) ミノJキ 術揃波状文 回転実測

8 弥生 夢，肱し (126) (6.5) ミガキ 櫛描簾状文(1述11:) 櫛描i庄状文 同転実測

9 弥生 型E ハケ目 ヨコナデ→ハウH→櫛描波状文 断面実測 Ul1と接合

10 弥生 型E ノ、ケ目→ ミガキ ハケ円→櫛tI自簾状文(1連止)→櫛揃波状文 I折市実測

11 ;y，J;ヨ 型E (7.0) (6.9) ヘラナデ ミプf寺 刷部へフケズリ 底部へフケズリ 同H忠実測

H26号住居祉出土遺物観察表第19表

深さO.09m、P12が径O.33m・深さO.23m、P13が残ー存で、径O.22m・深さO.24m、P14が径O.26m・深さO.llm、P15が径

O.78m・深さO.63m、P16が径1.15m・深さO.58m、P17が径O.50m・深さO.17m、P18が径O.79m・深さO.35mを測る。

炉はPI-P2聞に検出された。形態は円形の掘り込みが二つ連なるような状態で、作り変えの様相を示す。規模は

長軸O.88m・深さO.14mを測る。し、ずれの掘り込みも顕著な焼土は確認されなかった。

本祉は先に述べた掘り方時検出のヒ。ットを含め主柱ヒ。ットの配置や炉の作り変えの状況から、同じ位置での建て

替えが推定できる。また、炉・ヒ。ット・棟持柱の作り変え方向から、南北壁の拡張が考えられる。

本i止からの出土遺物は比較的多く、住居祉北西部から多く出土した。図示したものは11点である。lは鉢であり、

赤彩が施されている。頚部に2連止めの櫛描簾状文が施される。2と3は査の胴部上半から頚部の破片である。2は

櫛描垂下文と櫛描横走平行線文をへラ描横走線文で、区画する。3は頚部にへラ描斜走文をへラ描横線文で区画す

る。4は壷の頚部で、櫛描簾状文と櫛描波状文に刺突のついた円形貼付文が施されている。5と6は査か査の底部で

ある。7から8は霊の破片である。 7は口縁部で櫛描波状文が施されている。8は櫛描波状文と頚部に櫛描簾状文が

施される。9は口縁部の破片であるが、口唇部でやや内湾するタイプの歪である。

これらの出土遺物により、 本祉は弥生後期後半に位置づけられる。
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力マド

l黒褐色土(lOYR3/l)しまり・粘性やや弱い。軽石少Jj'(含む。

2黒掲色土(10YR3/1)しまり弱く、粘性やや強い。

3黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。ロームプロック多:Ii¥:に含むの

4 黒褐色土(lOYR3/1) しまり~~く、粘性Jやや弱し、。

炭化物粒・焼士プロック多iiUこ含むo

目黒色土(lOYR2/1)しまり弱く、粘性やや弱い。炭化物多敢に含む。 :J(床。

6黒槌色土(lOYR3/l)しまり・粘性やや弱い。小ロームプロック少量常行。

7禍灰色土(lOYR4/1)しまり・粘制強い。
黒褐色士プロンク・砂少泣含む。粘土C

8.褐灰色土(10YR4/1)しまりやや強く、粘性強い。砂少量含む。粘'i1土。

9灰11，褐色土(lOYR4/2)しまりやや強く、粘性やや弱い。粘十少量含む"

10黒褐色上(lOYR3/1)しまりやや強く、粘十字やや弱いn 小口ームプ口yク少試合む包

第47図 1-127号住居祉実測図

(25) H27号住居I止

本土止は調査区西側のXII -16Grに位置する。残存状況は東側をM12・57号溝状遺構に一部削平されている他は良

好である。 形態は方形で、カマドは東壁に作られている。長軸方位はN-650-Eを測る。住居士止の規模は、長軸3.32m、

短軸3 . 24mで、面積は残存で10. 11rrfを測る。 !末はカマド全面から住居中央部にかけて硬質で、あり 、 0.06~0.17mの

厚みで貼られていた。ヒ。ットは2か所検出され、規模はP1が径0.45m・深さ0.35m、P2が径0.70m・深さ0.20mを測る。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高さは西壁lド央でO.llmを測る。掘り方はほぼ均一で、あった。

カマド、は西壁やや北寄りに作られている。煙道部は構状遺構により削平されていたが、両袖が残存していた。袖

の規模は右袖が長さ0.53m・袖高さ0.04m、左袖が長さ0.47m・袖高さ0.03mを測る。火床部に顕著な焼土は検出され

なかったが、カマドに使用されたと考えられる土師器室 (図示6)が潰れた状態で出土した。

本土止からの出土遺物はカマド、内やその前面からまとまって出土した。lは須恵、器蓋であり、天井部を欠損する。2

と4は須恵器杯である。 2は底部調整が回転へラケズリ、 4は糸切り離しが行われている。3は須恵、器有台杯である。

5は須恵器奮の底部から胴部の破片で、胴部は平行タタキメが残る。 カマド内より出土した。 6~8は土師器翠で、

所謂 「武蔵寵jと呼ばれるタイプのものである。 いずれもカマド内やカマド周辺から出土した。調整はいずれも外面

へラケズリ、 内面ナデが施されている。9は弥生箱清水期の奮と考えられ、 混入遺物である。頚部に5連止めの櫛描

簾状文が、口縁部と胴部には櫛描波状文が施されている。 10~ 1 3は鉄製品で、 10は刀子で切先が欠損している。

11と12は鉄搬と考えられ、11は嫉身部が欠損している。 12は短頚鍬で、ほぼ完形である。カマド、前面から出土した。

13は楕円の鉄輪で馬具の一部と考えられる。 14は磨りと敵き痕がある石器である。

本祉はこれらの出土遺物より8世紀前半の所産と考えられる。

司
、
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第20表 H27号住居士止出土遺物観察表

し
0 
0 11 

1¥ 

くこ二二二二コ

o 12 

0 013 

(cm) 

法 置 成形 ・ 調整 ・ 文犠 推定値()残存値 <)丸底.
No 種別 務種

口径(長)底径(幅)鵠高(摩〕 内 面 外面 備 考 出土位置

須恵器 吉量 (167) (2.9) ロクロナデ Uクロナデ→天井部向転ヘラウズリ 回転実測 I区ホリ方

2 革i恵器 士不 (13.8) (8.6) 1.1 ロクロナデ ロクロナデ→底部切り雌し後回転ヘラケズリ 回転実訓1] 内外面火だすき有 よ

3 須虫、器 有台亦 (11.4) (26) ロクロナデ ロクロナデ→荷台貼付 回転実測 内外面火だ寸き有 E 
4 須恵器 向、 (66) (U) ロクロナデ ロクロナデ→底部糸切り 回転実測

5 須J恵器 5担 (17.8) (7.3) ナデ 自然紬付着 胴剖lタタキ目 底部ナデ 自然嗣h付着 回転実問IJ I区 m区

6 土師器 古里 (21.2) 5.2 276 口縁ヨコナデ→胴~底部ヘラナデ 口縁ヨコナデ→』岡部へラケズリ 底部ヘラケズリ 完全実社]IJ I区 ¥157

7 土師掠 多F嶋L (20.2) (17 3) 胴部へラナデ→口縁ヨコナデ 口縁ヨコナデ→胴部へフケズリ 回転実担IJ H24験出荷 M57

8 土師器 号車 (5.0) (17.2) ヘフナデ 胴部ヘラケズリ 底部へラケズリ 回転実測 I区

9 弥生 害毘 ミガキ ヨコナデ 術f曲簾状文(5連止) 櫛描波状文 断面実jRlJ 血区2層

No 揖 種 素 材 愚大畏 愚大幅 鰻大摩 重量 所 見 出土位置

10 刀子 鉄 (8.7) 1.3 0.7 (8.78) 

11 鍛? 鉄 (8.5) (0.9) (0.7) (7.84) 上下欠損

12 短頚鍛 鉄 (109) 3.8 0.9 (26.60) 茎部先端欠損

13 馬具ワ 鉄 6.7 2.8 10 23.83 

]<J 応・商高石 輝石安山岩 9.4 44 3.0 196.05 正裂にI位打痕 上下端部に敵打痕 1V区
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l黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。ローム少量含む。

2褐以色土(1OYR'I! 1)しまり強く、粘性弱い。
黒褐色二1，プロック・ロームプロック多i止に含む。

3 品格色土(I 0YR3/ 1) しまり ・粘性やや弱''0ロームプロック少iï~含む。

4黒色士(10YR2/1)しまり弱く、粘性やや弱い。小ロームブロック少Mft;む。性痕。

5灰黄褐色土(IOYR6/2)しまりやや強く、粘性弱いロ黒褐色士プロック多盆に含む。

6黒褐色士(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。ローム少量含むE

7黒褐色土(loyrn/I)しまり 粘性やや弱い。ローム多品に含む。

8黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。褐灰色土プロック少乱含む。

9黒褐色上(lOYR3/1)しまり・1占性やや弱い。ローム多ij(に含む。

10黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱し、。小ロームプロック少!i'(含む。

11灰持褐色土(lOYR6/2)しまり・粘性やや弱い。黒1，1¥色上少i止含む。

12黒褐色土(10YR3/1)しまりやや強く、粘性ややlおい。ロームプロァク多Jii含む。

13黒褐色土(lOYR3/2)しまり弱く、粘性やや弱い。ロームプロック少量含む。
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日
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703.3m 
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H30号住居祉実測図

(26) H30号住居祉

本土止は調査区西側のXlI-ll・12Grに位置する。重複関係、はF16号掘立柱建物祉があり、本土止の方が古い。残

存状況は、住居士止上面を圃場整備のおりに削平されており、ヒ。ッ卜と壁溝の検出に止まっている。形態は方形で、

主軸方位はN-140 -wを測る。規模は南北長4.60m・東西長4_72m、面積は推定で22.22rrfを測る。床は部分的に残
存していたが、当時の使用面は削られており硬質部分は不明で、あった。壁溝は住居南東コーナーと北壁と西壁の

一部に検出された。また、南東コーナー音liからはヒ。ットと住居内部に向けて間仕切り溝と考えられる溝が検出された。

これらの溝はし 、ずれも幅は細く 、 深さも浅い部分が多かった。規模は幅0.08~0 . 1 0m、 深さ0 . 03~0.08mを測る。ヒ。ツ

トは掘り方も含め10か所が確認された。規模はP1が径0.72m・深さ0_61m、P2が径0.50m・深さ0.42m、P3が径0.43m'

深さ0.61m、P4が径0.72m・深さ0.63m、P5が径0.29m・深さ0.36m、P6が径O.31m・深さO.38m、P7が径0.25m・深さ

O.18m、P8が径0.49m・深さ0.45m、P9が径0.42m・深さO.17m、PIOが径O.25m・深さ0.23mを測る。P1~ P4が主柱穴

で、 一部には柱痕も確認された。炉は検出されなかった。

本i止からの出土遺物はまったく無く、所産時期は不明であるが、周辺部の検出遺構や住居形態より弥生末から古

墳時代前期の住居士止と考えられる。
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第2節竪穴状遺構

本節では3基の遺構を報告するが、遺構記号として ITaJを冠してある。従来より佐久市においては、この遺構略

記号を付すものは中世以降の竪穴状の大型掘り込み遺構に使用していた経過がある。今回の報告遺構がし、ずれも

古代に帰属する遺構であることが調査後の検討で判明した為、本来であれば士坑等の名称を付け報告すべきであ

るが、他の土坑とは明らかに形態が異なる為、違いを表すために今回は ITaJの記号をそのまま使用する。

。|

Ta1号竪穴状遺構

。l
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1黒褐色士(lOYR3/1)しまり・粘性弱い。
ローム粒子を多量に含む。

2灰黄褐色士(lOYR4/2)しまり粘性強い。

白色の粒子を多最に含む。

3黄位色土(lOYR7/S)しまり・粘性あり。
ロームと鼎色土の混合土。
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本i止は調査区中央のX-20・24・25Gdこ位置する。残存状況は南側をM29号溝状遺構、北西側をM49号溝状遺

構に削平されている。形態は南北方向に長い楕円形で、長軸方位は[¥-gO-Wを示す。規模は長軸6.75m・短軸3.86mで、

掘り込み部分の面積は推定で21.77 rrfを測る。壁は緩やかに立ち上がり、東側で、0.30mの掘り込みを示す。硬質化し

た床など、は確認されなかった。ヒ。ットは2か所に確認され、 P1が径0.90m・深さ0.38m、P2が径0.90m・深さ0.24mを測る。

底面は西側でテラス状の段が確認、された。

本i止からの出土遺物は覆土中と、壁際からの出土が多かった。lは須恵器蓋であり、返りが外反するタイプのもの

である。2は須恵器長頚査の口縁部付近である。3は土師器j不で内面黒色処理が施されている。4と5は軽石製品で

卵型への成形の後、太めの条痕が確認できる。 6~ 9は磨り石である。 9は西壁直下に置かれたような状態で出土し

た。10は軽石製窪み石で、穴径は7cmを測るの 11は北壁よりの底面から出土し、顕著な使用痕は確認されなかった。

本;祉の性格は、 M29号溝状遺構とM49号溝状遺構に分断され確定はできないが、中央部分が一段深くなる掘り

方や、底面の凹凸状態などから判断して、或いは北から延びるM65号溝状遺構と本祉の南に延び、るM48号溝状遺

構を繋ぐ構の一部とも考えられる。なお、遺構の所産時期は図示で、きなかったが武蔵査の破片等も多く出土してお

り、 8世紀代と考えたい。

第21表 Ta1号竪穴状遺構出土遺物観察表 (cm) 

i圭 量 成形 ・ 調整 ・ 文綴 推定値()残存値 (>丸底・
No 種目1 器種

口径(長)底径(隠〕 器高(厚) 内 面 外面 備 考 出土位置

i 須也、総益 (170) (2.5) ログロナデ 臼然紬付着 ロクロナフー 口然紬付持 向転実iflll III玖 ¥-201正

2 須恵;自社 i企lff.i~f，: (8.5) ロクロナデ ロクロナデ→2条の沈線 完全実11¥11

3 H叩椛 士干 (16.2) (14.6) (42) ミガキ→児色処思 l-l *強ヨつづデ》底部へフウズリ→ミガキ l旦l転実測 11" 

No 器 種 索 結 最大長 最大幅 霞大厚 重量 所 見 出土位置

駁石製品 軽石 6.7 4.0 2.5 30.91 全体にすり 条痕あり III主

。 軽壬I製品 軽石 1.8 6.0 3.9 83.91 全体にすり 条痕あり lvr><: 

6 l軒石 姉石安山岩 7.4 08 10 100日4 正面にすり面 PI 

i 時耳石 珪質良'fi 6.1 3.7 1.3 n92 lEWにすり而 浅い条痕あり llil正

8 }浩司百 珂1.6安山岩 (16.0) (11.6) (11.2) (2410) Li'1即l以外欠蝋 iEJJlにすり面

日 l蓮司守 削{ヰ7安山右 27.0 22.6 6.3 5710.00 止血にすり田

10 山イヨ 軽石 12.2 12.0 '1.5 22己79 ILllli 7.0 1凹深 2.o IV区

II 石製品つ 茄Il壬1安山岩 15.3 白7 6.5 904.03 

(2) Ta2号竪穴状遺構

本祉は調査区中央南側のXN-24・25

XX  IT-4・5Gdこ位置する。

形態は不整形で、長軸方位はN-810

Wを示す。規模は長軸5.61m、短軸は

残存で'3.56m、面積は検問部分で16.98

IIfを測る。

壁は緩やかに立ち上がり、高い部分で

0.30mを測る。遺構底面は僅かに中央が

高くなる掘り方で、高低差は0.04m程で、

ある。貼床等は確認されなかったO

ヒ。ットは5か所確認され、配置に規則

性は確認で、きなかった。ヒ。ットの規模は

Plが径0.22m・深さO.18m、P2が径0.28m

・深さ0.06m、P3が径0.42m・深さ0.24m、

P4が径O.25m・深さ0.07m、P5が径0.35m・

深さ0.32mを測る。

(f) 
-O)¥ 

由¥

1褐灰色土(IOYIWl)しまり弱く，粘性あり。

2.W，褐色土(IOYRU2)しまり・粘性ありe
ロームブロックを多く含む。

。 702.3m 

(I :80) 2m 
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第52図 Ta2号竪穴状遺構出土遺物実測図

第22表 Ta2号竪穴状遺構出土遺物観察表
法 • 成形 ・調整 ・文織

No 種目。 鵠種
口径(畏〕 底径(幅〕 棒高(厚〕 内 面 外面

I 須恵器 5堕 (21.6) (6.'1 ロクロナデ 自然納付着 ロクロナデ 自然納付着
2 須恵器 型軽 当て具痕ナデ タタ当目→沈線

No 器 種 禁 キZ 愚大長 愚大幅 愚大厚 重量 E肝 見

3 軽石製品 軽石 I.8 i.7 4.2 155.14 全体にすり
4 土製品つ 乾燥粘土 3.9 3.4 3.8 32.84 正前と両側に平岡而 正而に条If(全体にすり
5 阪石 安山岩 (16.3) (150) (5.3) (1305.14) E面にすり面右側以外欠損赤色部分あり

「¥¥¥

1~5 (1:4) 

(cm) 
縫定値()残存値(>丸底. 

備 考 出土位置
回転実測
断面実測 E区

出土位置

I区

本土止からの出土遺物は覆土からのものが多かった。 lは須恵、器費の口縁部から頚部である。ロクロ成形で、内外面

に自然紬が付着している。2は須恵、器奮の胴部から底部付近の破片であり、平行タタキメを施した後、 強し、沈線が

同心円状に巡っている。3は軽石製品で全体に磨りが確認でき、 4は乾燥粘土で、面とりを行っている。5は台石かミガ

キ石と考えられ、顕著な磨り痕跡の中に赤色顔料の付着が確認できる。本土止はこれらの出土遺物から8"-'1 0世紀代

の古代に所産時期を求めたい。

(3) Ta3号竪穴状遺構

本社は調査区中央南寄りのXVI-25、XVll-21、XXII-5、XXill-lGrに位置する。Ta2号竪穴状遺構と東西に並ぶ

位置関係である。形態は不整形で、南側を一部削平されている。長軸方位はN-740-Eを示す。 規模は長軸5.36m、短
軸は残存で、2.93m、面積は検出部分で、13.48mを測る。壁は緩やかに立ち上がり、東壁で、O.20mの高さを測る。遺構

底面はほぼ平坦.で、あったが、北壁際に狭いテラス状の段差が確認された。また、北東コーナー付・近には楕円形の

土坑状の掘り込みが検出され、規模は長軸長さ 1. 79m、 深さO.32~O.39mを測る。

第23表 Ta3号竪穴状遺構出土遺物観察表 (cm) 
法 量 成形・ 調g ・文犠 縫定値()残厚値 (>丸底・

N。 種目。 器種
口径(長)底径(幅)穂高(厚〕 内 面 外面 備 考 出土位置

須患部 主藍 (14.1) (1.9) ロクロナデ ロクロナデ→天井部回転へラケズリ 回転実相1) IIIヌ

2 須恵器 荷台珂、 (142) (45) ロクロサデすれている ロクロナデ→高台貼付 回転実測 E区

3 須曹、器 高杯 折、官官タタキ円つ 脚部口クロすデ ロクロナフ 沈線 完全実測 E区

4 須恵器 号電 (208) (5.6) 円縁ロクロナデ胴部ナデ 口縁ロクロナデ 胴部タタキ目 回転実抑l E区

5 須恵器 費 当て具痕 タタキ目 自然利i付着 |折而詰4i"') E区JJi
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l褐灰色士(lOYR4/1)しまか粘性弱い。

2黒褐色土(lOYR3/l)しまり・粘性あり。

3黒褐色土(lOYR3/1)しまり粘性あり。
ロームプロックを多くふくむ。

皇訪 E

。 702.3m 
(1 : 80) 2m 

1~5 (1:4) 

第53図 Ta3号竪穴状遺構及び出土遺物実測図

本社からの出土遺物は覆士からのものが多かった。図示したものは5点でいずれも須恵器である。1は蓋で天井

部を欠損する。2は有台杯であり比較的大型品である。内面は使用痕かよく磨れている。3は高坪脚の部分と考えら

れ、坪見込み部に回転糸切りの痕跡が残る。 4と5は嚢の破片であり、 4は口縁部から頚部、5が肩部と考えられる。

5は内面にあて具痕と外面には平行タタキ目が施されている。

これらの遺物から本i止も先のTal号・2号竪穴状遺構と同じく古代に属する遺構と考えられ、須恵器の形態から8

世紀を中心とする所産時期が考えられる。

遺構掘下げ・実測状況
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第3節掘立柱建物祉
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I.HIHtI色土(lOYR3/4)円ーム・砂を含む，

第54図 Fl号掘立住建物祉実測図

(1) F1号掘立柱建物祉

本土止は調査区東側のXX1-9・lOGrに位置する。桁方位はN-770-Eを示す。形態は3間X3聞の変則的な総柱

式建物士止である。規模はPI-P4の桁行き9.24m、PI-P6の梁行き4.95m、柱穴聞に固まれた面積は37.24rrfを測る。

各ヒ。ットの規模はいずれも小規模で径がO.27m-O.39m、深さがO.09m-O.32mで、ある。

本祉からの出土遺物はなかったが、ヒ。ットの形態や覆土の状況から中一世の所産と考えられる。

(2) F2号掘立柱建物祉

本士止は調査区中央のXX rr-3・4・8・9Grに位置する。 桁方位はN-840-Eを示す。形態は2問X4聞の変則的な総

柱式建物i止で、規模はP9-P13問の桁行き7.94m、PI-P9聞の梁行き4.23m、柱穴問に固まれた面積は31.63rrfを測

る。各ヒ。ットの規模はいずれも大きく径が1.57m-O.60m、深さがO.62m'"'"'O.23mである。一部に柱痕が確認された。

本土止からの出土遺物は各ピットより須恵、器杯・翠片、土師器寵片などがあり、図示した土師器準はP8より出土した。

本社はこれらの出土遺物から古代の所産と考えられる。

(3) F3号掘立柱建物I止

本土止は調査区中央のXXill-l・2・6・7Grに位置する。 桁方位はN-140-wを示す。形態は2間X6間以上の総
柱式建物i止で、規模はPI-P9聞の桁行き13.34m、PI-P3聞の梁行き4.56m、柱穴聞に固まれた面積は推定で
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l尚灰色一i一(10YI<.1/1)しまり・粘性弱い。

2黒褐色土(lOYR31l)し主り弱く、粘性あり。軽石を少し含む(住痕)

3黒褐色士(10YR3/2)しまり・粘性あり。ロームプロックを多i止に含む肉

4褐色土(10YR4/6)しまり・粘性あり。ロームブロックをく含むU

。

D' D 

2C 
F2弓掘立柱建物i止及び出土遺物実測図第55図

62 ， 36m'を測る。 各ヒ。ットの規模はいずれも大きく径がl.09m~ O.57m、 深さがO.16m~ O.54mで、ある。

今回、本土止はひとつの建物土止と報告したが、詳細に検討とするとPI-P3-P6-P12聞で、固まれた空間で、ひとつの建

物i止と捉えることも可能であり、とすると南側が調査区外となる為に確証は得ないが、2問X4聞の建物i止が南北に2

棟配置されているとも考えられる。北側の建物祉の面積は31.10m'を測る。

本土止からの出土遺物は各ヒ。ットより須恵器蓋・亦・奮片、土師器輩片などがある。図示したlの須恵器郎はPIOより、

2の土師器奮はP2より出土した。 本土止はこれらの出土遺物から古代の所産と考えられる。

(4) F4号掘立柱建物士止

本土止は調査区中央のXIV-20・25Gdこ位置する。桁方位はN-740-Eを示す。形態は2問Xl聞の側柱式建物
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1.黒褐色土(10YR3!2)しまり粘性やや弱い。
ローム・軽石多量含む。砂少量含む。

2.黒褐色土(10YR3!2)しまりやや弱く、粘性やや強い。
φ1~3cmロームプロック多量含む。経石砂少量含む。

3.黒褐色土(10YR3!2)しまりやや弱く、粘性やや強い。砂少量含む。

4.黒褐色土(10YR3!2)しまり弱く、粘性強い。ローム砂少量含む。

5.黒褐色土(10YR3!2)しまり弱点粘性強い。
φ1 ~10cmロームブロック多量に含む。

6.黒褐色土(10YR3!2)しまり弱く、粘性やや強い。
ゆ 1~5c皿ロームプロック少量含む。

7.黒褐色土(10YR3!2)しまり弱く、粘怯強い。ローム少量含む。

8.黒褐色土(10YR3!2)しまり弱く、粘性強い。
申 1~3c皿褐灰色土プロック少量含む。

9.黒褐色粘質土(10YR3!1)しまり弱く、粘性強い。
ゆlcm程度のロームプロック少量含む。

10.泉褐色土(10YR3!2)しまり・粘性強い。ローム少量含む。
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1.黒色土(lOYR2/1)しまり・粘性弱い。ぼそぼそした土。(柱痕)

2.褐色土(lOYR4/4)しまり・粘性やゃあり。

ロームプロックを多く含むロ黒色土プロックを含む。

3.黒褐色土(12YR3/1)しまり・粘性あり。ローム粒子を含む。

702.7m 

(1:80) 

。
2m 。

1.黒褐色土(lOYR3/1)しまり弱く、粘性やや強い。ローム少量含む。

2.褐灰色土(lOYR5/1)しまり・粘性やや弱い。ローム多量に含む。

3.灰禍色土(7.5YR5/2)しまりやや弱く、粘性やや強い。ローム少量含む。

4灰褐色土(7.5YR5/2)しまりやや弱く、粘性やや強い。ローム多量に含む。

5.褐灰色土(lOYR5/1)しまりやや弱く、粘性やや強い。ローム多量に含む。

6.灰褐色土(7.5YR5/2)しまりやや弱く、粘性やや強い。ローム多量に含む。

7.灰褐色土(7.5YR5/2)しまりやや弱く、粘性やや強い。 l層よりローム多量に含む。

B灰褐色土(7.5YR5/2)しまりやや弱〈、粘性やや強い。
1層よりロームと灰白色プロック多量に含む。

F4・6号掘立柱建物壮実測図

主止で¥規模はP4-P6聞の桁行き2.74皿、 P3-P4聞の梁行き2.52m、柱穴聞に固まれた面積は6.69rrfを測る。各ピッ

トの形態は円形で、規模は径がO.59m~O.86m、深さがO.31m~0 .45mである。

本土止からの出土遺物は各ヒ。ットより弥生後期奮・高郎、古墳杯、須恵器窒片などがあったo 本土止の帰属時期は、

出土遺物からの判断が難しく、覆土の状態からすると弥生・古墳期に該当すると考えられる。

第57図

(5) F5号掘立柱建物土止

本土止は調査区西よりのXXill-3・4・8・9Grに位置するo桁方位はN-30-Wを示す。形態は変則的な側柱式建物土止で

あるが、遺構検出面が削平を受けており、いずれも浅い掘り込みであることから、本来はP15も含めての建物祉と推

定される。規模はPI-P3聞が3.80m、PI-P7聞が3.54m、PI-P3-P9-P7に固まれた面積は13.52rrfを測る。各ヒ。ット

の形態は円形で\規模は径がO.16m~ O.32m、深さがO.14m~ O.34mで、ある。

本土止からの出土遺物は無かったが、覆土の状態からすると中世に該当すると考えられる。

(6) F6号掘立柱建物社

本壮は調査区西よりのXVII-13Grに位置する。桁方位はN-130-Wを示す。形態はl間X4聞の側柱式建物主rI:で、規

模はPI-P5聞の桁行き6.26m、P6-P7聞の梁行き2.74m、柱穴聞に固まれた面積は推定で17.16rrfを測る。各ヒ。ット

の形態は円形で、規模は径がO.28m~O.45m、深さがO.26m~O.33mで、ある。

本土止からの出土遺物は無かったが、覆土の状態からすると中世に該当すると考えられる。
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1.黒褐色土(10YR3!1)しまり・粘性やや強いロローム・軽石少量含む。

2黒褐色土(10YR3!1)しまりやや弱く、粘性やや強い。ローム少量含む。

H H' 3黒褐色土(10YR3/1)しまりやや弱く、粘性やや強い。
ローム・軽石多量に含む。

4.褐灰色土(10YR4/1)しまり弱く、粘性やや強い。砂少量含む。

ラμづ 5時黒褐髄色土却(αω10YR

第5臼8図 F同5号掘立柱建物壮実測図

(7) F7号掘立柱建物祉

本土u:は調査区西端のXII -23、X四一 3Gdこ位置する。桁方位はN-160-Eを示す。形態は遺構が調査範囲外とな

る為不明である。検出された部分は総柱式建物牡である。規模はP1-P3聞が3.77mを測る。各ヒ。ットの規模は径が

O.67m~O.84m、深さがOA6m~O.67mで、ある。

本土止からの出土遺物はなかったが、ピットの形態や覆土の状況から古代の所産と考えられる。

(8) F8号掘立柱建物祉

本土止は調査区西端のX四 2・3Gdこ位置する。桁方位はN-130-Wを示す。形態は2間X2聞の総柱式建物土止と考
えられ、規模はP1-P5聞で3A9m、柱穴聞に固まれた面積は12.98n:tを測る。各ヒ。ットの規模はいずれも大きく径が

O.42m~O.88m、深さがO.13m~O.69mで、ある。本土止からの出土遺物は各ヒ。ットより須恵器亦・奮片、土師器寵片弥

生後期窪片などがあり、本土止はこれらの出土遺物から古代の所産と考えられる。

(9) F9号掘立柱建物祉

本土u:は調査区西寄りのXII -21・22、XVIII-1・2Grに位置する。桁方位はN-820-Wを示す。形態は3間X6間
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4黒色土(10YI12/1)しまりやや弱く、粘性やや強い。
ロームプロック少批含む。
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4. ~こぶい黄脱色士(lOYRï/4)し主りやや強く、粘惜弱い
口ームベースで県褐色上プ口、ノク多町合む-

5黒褐色土(10Y1i:l/1)し士り 1'/;柑やや弱い
ロームプロック多i止含む

6褐灰色土(10YR'J/1)しまリ・粘性やや弱い3
υーム多i止、砂少il(含む

7にぷし、黄燈色 !:(10Y1U14)し主りやや弱く、粘判制L、
灰1'1色ロームプロック多)I(含む匂

1).1早間色よ(10YR:)/I)しまりやや弱く、粘性やや強い。

小ロームブ口ツク・軽有少:JIk含む。

2黒褐色土(10YR3/1)しまり弱く、粘性やや強い。

11<褐色上含む。
:H，日以色土(IOYR4/1)しまり弱く、粘性Jやベ寸虫い。

ローム少量含む何
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F7・8・11・14号掘立柱建物祉実測図
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2侶色土(lOYR4/4)
しまり粘性弱い。

ロームプロックを多く含む」

第59図

1以色土(lOYR2/1)
しまりg~く、才占也あり。
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l黒褐色土(lOYR3/1)しまり粘性やや弱い。 軽石ロームブロック少iit含む。

2黒褐色士(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。炭化物少jit含むc

3黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。ロームプロック多盆含むo

4黒褐色土(lOYR3/1)しまか粘性やや弱い。ロームブロック少品含む。

5黒褐色土(lOYR3/1)しまか粘性やや弱い。ローム多量含む。

6黒色土(lOYR2/1)しまり弱く、粘性やや強い。ロームプロック少量含む。

7にぶい位色槌(75YR7/4)しまりやや強く、粘性弱い。軽石少品含む。

8黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。ロームブロック・軽石少量含む。

9黒褐色土(lOYR3/1)しまり粘性やや弱い。ロームブロック少量含む。
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O70(21.98m 0)2m  

a黒褐色土(lOYR2/3)しまりやや弱く、
粘性やや強し、。軽石少量含むc

b黒褐色土(lOYR2/3)しまりやや弱く、
粘性やや強い。ロームプロック多i止含む。

C黒褐色土(10YR2/3)しまりやや弱く、
粘性やや強い。ローム多量含む。

d黒色土(10YR2/1)しまりやや強く、
粘性やや弱い。ロームプロシク・軽石少量含む。

e黒色士(lOYR2/l)しまりやや強く、
粘性やや弱い。ローム多量含む。

[褐灰色土(lOYR5/1)しまりやや弱く、粘性弱し、。
ローム主体で黒掲色土プロック多品含む。

10黒色土(lOYR2/1)しまり・粘性やや弱い。小ロームブロック少量含む。

11褐灰色土(lOYR5/1)しまり粘性やや弱い。ローム多:!iI:含む。

12黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。ローム多抵含む。

13黒褐色士(lOYR2/2)しまり・粘性やや弱い。ローム少量含む。

14黒褐色土(lOYR2/2)しまり・粘性やや弱い。ローム多jjj;含む。

15黒褐色土(lOYR2/2)しまり・粘性やや弱い。ローム少量含む。

16黒褐色土(lOYR2/2)しまり・粘性やや弱1'.軽石少北含む。

17黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱し、。軽石少量・ローム少品含む。

18黄燈色土(lOYR8!6)しまりやや弱く・粘性弱い。黒褐色土少ji¥含む。

第60図 F9・10号掘立柱建物士止実測図

の一部溝を伴う総柱式建物祉で、規模はP8-P12聞の桁行き7.89m、P1-P12聞の梁行き4.25m、柱穴聞に固まれ

た面積は32.84rrfを測る。各ヒ。ツトの規模はいずれも大きく径が0.50m-0.86m、深さが0.17m-0.53mで、ある。

本土止からの出土遺物は各ヒ。ットよりいわゆる武蔵型と呼ばれる土師器肇片や弥生後期牽・壷片が出土した。本社

はこれらの出土遺物から古代の所産と考えられる。

(10) F10号掘立柱建物祉

本社は調査区西寄りのXII -21・22、X咽 1・2Gdこ位置する。本i止はそのほとんどがF9号掘立柱建物士止と重複

するため、 F9号掘立柱建物祉の建て替え時の掘り方と推定される。

(11) F11号掘立柱建物祉

本土止は調査区中央のXVI-12・17・18Gd乙位置する。 桁方位はN-800 -Eを示す。形態は1問X2聞の側住式建物

土止である。規模はP4-P6聞の桁行き3.82m、P1-P6聞の梁行き2.56m、柱穴聞に固まれた面積は9.82rrfを測る。各

ヒ。ットの規模はいずれも小さく、径が0.28m-0.62m、深さが0.06m-0.23mで、ある。

本土止からの出土遺物は無かったが、覆土の状態からすると中世に該当すると考えられる。
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l.灰黄褐色土(10YR4/2)しまり・粘性やや弱い。ローム少量含む。

。|
5黒褐色土(lOYR3/1)しまり弱く、粘性やや弱い。ローム少量含む。

1 ~2(l: 4) 

d-h
 

世
『
凶刷閉隠

由

回

・

0

2黒褐色土(10YR3/l)しまり・粘性やや弱い。小ロームプロック・軽石少量含む。 6黒褐色土(lOYR3/l)ローム多量含む。

3褐灰色土(10YR4/1)しまりやや強く、粘性弱い。ローム少量含む 7褐灰色土(lOYR1/1)砂質土。しまりやや弱く、粘性弱い。ローム軽石少量含む。

4褐灰色土(lOYR4/1)しまりやや強く、粘性弱い。ローム多品;含む。 8.1こぶい黄撹色土(10YR7/4)しまり強く、粘性弱い。

ロームベースで黒色土少量含む。砂賀土。 。
F13 

務

L zい川珍勿jh-放

(主

M27 

P5 口内
A 8 5 

_llg _s' 

P9 

P8 

A' 

702.8m 
(1:80) 2m 

l黒補色士(lOYR3/l)しまり粘性やや弱い。
ローム・軽石少tik含む。

2黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。

ローム多lit含む。

3黒褐色土(JOYR:l/1)

しまりやや強く、粘性やや弱い円
小ロームプロック少iil含むa

4黒褐色土(10YR3/1)

しまり弱く、粘何やや弱い。

ロム少lir含む。

5黒尚色土(10YR3/1)しまり・粘性やや強い。

ロム多抗含む。

6黒褐色土(JOYR3/I)しまり・粘性やや強いu
ロ ム少批含む。

7黒褐色土(10Y1<3/1)
しまりやや弱く、粘性やや強い。

ロームプロジク多li~含む。

8黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや討し、。

ローム少:hk含む。

9黒褐色土(10YJ¥:l/l)しまり・粘性やや弱い。
小ロームプ口、ノク・軽石少量含む。

10黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。

小ロームブロック・軽石少訣含む。

702.8m 
(1 :80) 2m 

第61図 F12・13号掘立柱建物社及び出土遺物実測図

(12) F12号掘立柱建物士止

本社は調査区西よりのX四 4・5Gdこ位置する。 桁方位は南北方向と考えられる。形態は南北方向に伸びる側柱

式建物士止と考えられ、規模はPI-P4問で、5 .83mを図る。各ヒ。ットの形態は円形で、 規模は径がO.39m~ l. OOm、 深

さがO.13m~0.42mで、ある。本社からの出土遺物は図示した須恵器蓋の他に土師器杯や武蔵棄があった。 これらの

出土遺物より、本土止は古代の所産と考えられる。
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l灰黄褐色土(IOYR4/2)しまり・粘性やや弱い。

黒褐色土少;A含む。

2灰賀補色土(10YR4/2)しまり・粘性やや弱いG
黒褐色土フポロック少盆合作。

3 !黒褐色士(10YI<3/1)しまり・粘性ややgsjい。
小ロームプロック少ii¥合心2

l灰黄褐色土(IOYI<4/2)しまり・粘性Jヤや弱い。
小ロームプロック少枇含む。

2灰政相色土(10YR4/2)しまり・粘性やや弱い。

ロームプロック少ik含む。

3灰黄褐色土(10YIW 2)しまり・粘性やや弱い。
ロームブロック多i止含むc

4明黄褐色土(lOYR6/6)しまり・粘性やや弱いc
灰黄褐色土プ口、ノク少抗含む。

日灰黄褐色士(10YI<4/2)しまり・1古性やや弱い。
ローム多量含むの

703.3m 
o (1 :80) 2m 

ι=三ヨ房副，1 (141)
第62図 F15・16号掘立柱建物枇及び出土遺物実測図

(13) F13号掘立柱建物I止

本土止は調査区中央のX-25、X1 -21、XVI-5、XVII-1Grに位置する。 桁方位はN-890-Eを示す。形態は2間×

3聞の側柱式建物社である。規模はP1-P4聞の桁行き6.26m、P4-P5聞の梁行き4.16m、柱穴聞に固まれた面積

は25.43rrfを測る。 各ヒ。ツトの規模はいずれも大きく 、 径が0 .63m~ 1.78m、深さが0.33m~0.59mで、ある。

本土止からの出土遺物は各ピットより武蔵翠片や弥生後期土器片があったが、覆土の状態から判断すると古代に該

当すると考えられる。

(14) F14号掘立柱建物祉

本土l上は調査区北端のV-17・18Gdこ位置する。形態は1間Xl聞の側柱式建物I止で、ヒ。ツト聞に固まれた面積

6 .94rrfを測る。 規模はPI-P2聞が2.87m、 PI-P4聞が2.52mを測る。 各ヒ。ットの規模は径が0.62m~0.94m、深さが

0 .1打7m~0.4却Omで

本土祉止からの出土遣物はなかつたが、ヒ。ットの形態や覆土の状況から古代の所産と考えられる。

(15) F15号掘立柱建物祉

本祉は調査区北端のV-22・23Gdこ位置する。形態はl間Xl聞の側柱式建物土止で、ヒ。ツト聞に固まれた面積は

5 . 70rrfを測る。規模はP1-P2間カ~2 . 59m、 PI-P4聞が2.22mを測る。 各ヒ。ットの規模は径が0.63m~ 1. 26m、 深さが

0.39m~0.48mで、ある。本土止はヒ。ットの配置から住居士止の柱穴のみが残存した可能性がある。

本社からの出土遺物はなかったが、ヒ。ットの形態や覆土の状況から古イtの所産と考えられる。

(16) F16号掘立柱建物社

本土止は調査区北西寄りのX11-11・12Gdこ位置する。 桁方位はN-50 -wを示す。形態は2間X2聞の総柱式建物
壮で、規模はP1-P6聞が3.33m、P4-P6聞が3.13m、柱穴聞に固まれた面積は9.85rrfを測る。各ヒ。ットの規模
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lにぶし、比1品色土(IOYR4/3)しまりあり。赤色粒子を含む。

2褐色土(lOYH4/6)しまり・料rt1あり。

3灰褐色土(IOYIN/2)し主り粘判弱い。

。

1 . 1;iく黄褐色(lOYIW~) しまり・粘性やゃあり。 黒色土プロックを含むコ

5黒褐色士(I0YR3/2)しまり・粘性あり。尚灰色土c黒色土を多く含むの
6黄褐色上(lOYR5/6)し主り・粘性ありω ロームプロック主体J

F19 

@ 
A ~内

~ 0P6 。円

θ 

トレンチ

703.5m 
(1 :80) 2m 

⑬え

B 

<197 

C 
3 7 

。

。 703.3m 
(1 :80) Lffi 

1黒褐色土(IOYR:lIl)しまり・粘性ペコペコ弱い

ロームプロック少ilt合む3

2黒褐色土(lOYR3/1)しまり羽く、粘性やや申iい。
ロームプロック少hl含むa

3県袖色すて(IOYR:lIl)しまり・粘1'1ベJベJ弱い，

ロム多JK含む。

703.5m 

(1:80) 2m 

B' 

c' 

1掲灰色土(lOYR4/1)しまり・粘性やや明い。ロームブ口、ノク少l止含む。 6黒褐色土(I0YR3/2)しまり弱く、粘性やや弱い。ロ←ムプロック、にぶし、黄禍色土多ilk含むn

2 . ~，".\褐色土(lOYR3/1) しまり ・粘性やや弱い。 ローム多量含む。 7 黒褐色 仁(lOYR3/l)しまり ・粘刊 ややÐ~いu ローム多武含む。

3黒褐色土(IOYR:l/2)しまり・粘性やや弱い。小ロームプロック少民合む。 8.1')(黄禍色砂質土(lOYR6/2)しまり・粘性弱いc黒褐色七ブロック少批含むF

4 呉伯色よ(I OYH:l/ l ) しまり弱く、粘性やや弱い。 小ロームプロックノPilk含む。 柱痕。 9 悩灰色上(IOYR4/l)しまり ・ 栴1;性ベベ巧~jlt¥:ローム少itl含む。

5.1こぶし、黄禍色土(JOYR7/2)しまりやや弱く、粘性弱い。黒禍色土少hl含む。

第63図 F17・19・21号掘立柱建物i止実測図
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l!);¥i&色土(lOYR3/1) 
しまか粘性あり。 住痕。

2.1品灰色上(lOYR4/1)
し宝り・粘性あり。

3巣褐色 1:(lOYR3/1)
しまり ・粘性~J:Jい。

剖l分的に
ロームプロックを含む。

4にぷし、ifi.褐色士(lOYR4/:l)
しまり・粘性やゃあり。

ロームプロックと黒色土

半々の混合土含む。

.1.1右褐色十(lOYR5/6)
しまり.t，占刊あり。

ロームプu./'ク主体。
虫色土を多く含むの

6.A共褐色土(lOYR:l/l)
しまり・粘性強い。

踏み閑めた土包

ロームプ口、ノクと

黒色土の混合上。

。 703.2m 
(1 :80) 2m 

巳

第64図 F18号掘立柱建物土止実測図

はいずれも大きく、径が0.37m~0.88m、 深さが0.33m~0.68mで、ある。

本i止からの出土遺物は図示した須恵器翠のほかに、土師器坪・聾・高杯片、弥生護片などがある。本祉はこれら

の出土遺物から古代の所産と考えられる。

(17) F17号掘立柱建物祉

本土Itは調査区中央のX-5・10、X1 -1'6Gdこ位置する。桁方位はN-20-Wを示す。形態は2問X2聞の側柱式

建物祉であり、 北側に区画的な浅い構状遺構を配置する。この溝は建物i止を囲むように南側に延びていたと考えら

れる。規模はP3-P5聞の桁行き4.58m、PI-P3聞の梁行き3.57m、柱穴問に囲まれた面積は16.55rrfを測る。各ヒ。ツ

トの形態は円形で、規模は径が0.40m-0. 79m、深さが0.04m-0.43mで、ある。本i止からの出土遺物は溝部分より

須恵器坪片、ヒ。ッ卜より武蔵奮と弥生土器片があった。 これらの出土遺物より本社は古代の所産と考えられる。

(18) F18号掘立柱建物祉

本土止は調査区中央のX-10・15、X1-6・llGdこ位置する。桁方位はN-20-Wを示す。形態は構持ちの2問X3聞

の側柱式建物i止である。規模はP1-P8問の桁行き5.04m、P6-P8問の梁行き3.95m、柱穴聞に固まれた面積は

19.06rrfを測る。各ヒ。ットの規模はいずれも大きく、径が0.61m-0.99m、深さが0.54m-0.68mで、ある。

本社からの出土遺物は各ヒ。ットより士師器坪・蓋片、須恵器坪片、弥生土器片があった。これらの出土遺物より本

祉は古代の所産と考えられる。

(19) F19号掘立柱建物祉

本社は調査区西よりのXII-1・6Gdこ位置する。桁方位はN-780-Eを示す。形態は2問X3問の側柱式建物士止で

ある。規模はP1-P4聞の桁行き4.80m、P4-P6聞の梁行き3.60m、柱穴聞に固まれた面積は17.32rrfを測る。各ヒ。ツ

トの形態は円形で、規模は径が0.46m-0. 80m、 深さが0 . 20m~0.39mで、ある。 一部のヒ。ットには柱痕が確認された。

本祉からの出土遺物は各ヒ。ツトより須恵器護片¥弥生土器片があった。これらの出土遺物より本祉は古代の所産と

考えられる。
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3褐色土(IOYR'I!4)しまり・粘性あり。ロームブロックを含む。
4 黒色ート(lOYR2! 1) しまり~J~くぼそぼそしている。 粘性弱いn 柱liò.，

第65図 F20号掘立柱建物担i実測図

<(1 

2m 。

(20) F20号掘立柱建物I止

本祉は調査区中央のX-15・20、X1-11・16Gdこ位置する。形態は2間X3聞の側柱式建物士11=で、ある。桁方位

はN-IO-Eを示す。ヒ。ツト聞に固まれた面積は36.47niを測る。 規模はP3-P6聞の桁行き7.06m、P6-P8聞の梁行き

5.15mを測る。 各ヒ。ットの形態はいずれも円型で、 規模は径が0.76m~0.99m、深さが0.46m~0 . 64mで、ある。 本祉

はヒ。ット内から木質が一部発見された(詳細は第V章科学分析)。

本i止からの出土遺物は各ヒ。ットより須恵器杯片、武蔵蜜片、弥生土器片などがあった。本社はこれらの出土遺物

より古代の所産と考えられる。

(21) F21号掘立柱建物祉

本社は調査区北よりのX1-3・4・8・9Gdこ位置する。形態は2問X2聞の側柱式建物土止である。桁方位はN-840-E

を示す。ヒ。ット聞に固まれた面積は13.39niを測る。規模はP1-P2聞の桁行き4.55m、P1-P6聞の梁行き3.18mを測

る。各ヒ。ットの形態はいずれも円型で、規模は径が0.34m~0. 57m、 深さが0.1 3m~0. 29mで、ある。

本祉からの出土遺物はP3より土師器翠片、P7より弥生高杯片があった。本土止はこれらの出土遺物より不確実では

あるが古代の所産の可能性がある。

(22) F22号掘立柱建物I止

本社は調査区西寄りのX 1-9 ・ 14 ・ 15Gdこ位置する。 桁方位はN-IO-Wを示す。形態は変則的な側柱式建物~Ltで、

規模はP3-P5聞が5 .77m、 P5-P8聞が7 .36mを測る。 各ヒ。ツトの形態は円形で、 径が0.24m~0. 72m 、 深さが0.1 5m

~0. 33mで、ある。 本i止からの出土遺物はヒ。ツト内より土師器聾・ j不片、弥生土器片があったが、 覆土の状況から中

世の所産と考えられる。
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l黒制色 Ic(10YR3/2)しまり弱く、粘性やや弱い3
小ロームプロック少Jj{合むν

2黒褐色 1.(10Yln/l)しまり弱く、粘性やや強い。

l屑の土を少::.J;含む乙

3 黒褐色土(10YRν2) し，~り ・粘性やや弱いョ
ロームプロック多品、砂少J.(含む。

4.)止貨褐色よ(lOYR6/2)しまりやや強く、粘性弱い。

立'褐色土ブ口ック少此合む一

5 用褐色上(IOYR3/2) しまりやや強く、 ;"'~î性やや弱いn
ER黄褐色砂11士を併刷、[こ含むz

6，)点黄制色砂質二七(lOYR6/2)しまり強く粘性弱い九
小ロ ムプロンク少~il.~含む。

7黒褐色土(IOYIl:l/I)nームを多lUこ含むn

8貨褐色土(10Y1¥81日)軽石を多く含む“

C' 

@一

。 703，3m 

(1:80) 2m 

l黒f品色lJlOYR3/l)しまり・
粘性やや~;号いローム少{~含む=

2黒尚色土(IOYR3/1)ローム多品

合む。しまり・射出iーやや弱いc

1灰民間色土(10YIl3/1)し去り・
粘性弱いn

4黒褐色土(lOYI¥:lIl)しまり・粘性

ベ"や拐し、0

5黒j地色士(IOYR3/1)しまり.W;柑
〈ふく~~~し、。

6灰黄褐色土(IOYIl6/2)しi'り・粘

性やや弱い。 黒褐色土少拡合む。

i.::tJ，褐色土(10YIl3/1)しまり・粘性
やや弱い。ローム少i止含む。

B黒褐色十て(lOYR3/1)しまり・粘性

やや弱い」続五少量;合むι

核~委主 ノノノー/ノ ノ// //λ坊主Z
9黒褐色土(lOYR3/2)しまり・粘性

やや弱い。小ロームプロック少

;:j(含む。

10灰裁備色土(lOYR6/2)しまりや
や弱く、粘性弱い。灰黄色土

プロック少i止含む。703.3m 

o (1'80) 2m 

l.}H，l'白色土(lOYR3/1)しまい粘性ややす]い。軽石少量含む。

2黒褐色土(lOYR3/l)しまり叶占性やや弱い。小口ームプロック少舟含む。 C

3黒褐色土(lOYR:l/l)しまり・粘性やや弱い。ロ ムブロック少iu:含むe

4黒褐色土(lOYll:1/l)しまか粘性やや弱し、。ローム多品含むu

~努7
6 5 

第66図 F22・23・24号掘立柱建物壮実測図
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l黒尚色士(10YR3/1)しまり弱く、粘性やや強い。υーム少量合U，柱痕。

2灰黄褐色土(10YR4/2)しまり粘性や号、弱い。ロ ム・黒褐色上少最含む。
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3黒褐色士(10YR3/2)しまり・粘性やや弱い。ロームプロック多ill;含むc

4.1こぶし、黄侵色土(lOYR6/4)しまり・粘性やや弱いeローム主体。思褐色二tプロック多哉含む。

5黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。ロームプロック多量含む。

6褐灰色土(10YR5/1)しまり・粘性やや弱い。ローム少量含む。。
P5 。P4 全 IWs 高

槻以川nj
B 

1黒褐色土(10YR3/1)しまり弱く・粘性やや強し、。小ロームプロック少量含む。柱痕。

2.#¥絹色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。ロームプロック少量含む。

3褐灰色士(lOYR4/1)しまりやや強く、粘性やや弱い。ローム多量含む。

4黒褐色士(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。黒色土ブロック少量含む。

巳
5黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや弱い。

703.3m 
(1 :80) 2m 

第67図 F25・26号掘立柱建物土止及び出土遺物実測図

(23) F23号掘立柱建物祉

本i止は調査区西よりのX1 -19Grに位置する。形態はl間Xl間の側柱式建物I止であり、竪穴住居の柱穴のみ残

存した可能性がある。規模はPI-P2聞が2.52m、PI-P4聞が2.55m、柱穴聞に固まれた面積は6.28m'を測る。各ヒ。ツ

6黒褐色土(1OY1<3! 1)しまり・粘性やや弱し、。ロームブック多量含む。

トの形態は円形で、規模は径が0.43m-O.57m、深さが0.41m-O.58mで、ある。

司
令
U

司

i



(f) 迂l b| 
じ|

ロロ ③ 

@ ~PIO 

。E
~. 

F28 

元|

。J
q
q
G
@ 

i:ol 

のP9

むP7 匂m

国 01

a:J1 ul 二-=1。。円
P2 

01 

。|

i:ol 

l黒褐色土(lOYR3/l)しまりやや弱く、
粘性やや強い。黒色土ブロック

少s含む。

2黒褐色土(lOYR3/1)しまりやや強〈、
粘性やや弱い。ロームブロック

多量含む。

3にぶい黄燈色土(lOYR6/4)しまり

粘性やや弱い。黒褐色

プロック少量含む。

(1 :4) 

。 703.2m 
(1:80) 2m 
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l黒褐色土(IOYR3/l)しまり・粘性やや弱い。 ロームプロック多fii:含む。

2黒褐色土(IOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。ロームプロック少量含む0

3黒色土(10YR2/1)しまり粘性やや弱い。灰黄禍色土ブロッ夕、

小ロームプロック少盆含む。

4.i!!.色土(lOYR2/1)しまり弱く、粘性やや弱い。

5黒褐色土(IOYR3/1)しまりやや弱く、粘性弱い。ローム多致合む。

7黒褐色土(IOYR3/1)しまり粘性やや弱い。ローム多此含む。

8黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。小ロームプロック少砧含むa

。 703.2m 
(1 :80) 

¥ご喜 二長ダ1
6黒褐色士(IOYR3/1)しまりやや弱く、粘性やや強い。小ロームプ口、yク多量含む。

第68図 F27・28号掘立柱建物祉及び出土遺物実測図
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ρ)"-' 1黒色土(lOYR2/1)しまり・粘性弱い。軽石ロームを含む。
N--!;J，_ "-" 2.1こぶい黄褐色土(lOYR5/4)しまり・粘性やゃあり。

黒色土とローム粒子の混合土。
3にぶい黄椴色土(lOYR7/4)しまり・粘性弱い。ローム主体。

703.5m 
o (1 :80) 2m 

国|

A' 
ゐ|

B S' 

l黒褐色土(10YR3/2)しまり・粘性やゃあり。ローム粒子を多く含む。
2黒褐色士(lOYR3/1)しまり・粘性ありのローム粒子を含む。。S' 3黒褐色土(町間/1)しまり粘性やや刷。

- 4黒褐色土(lOYR3/1)
P7 5黒褐色土(10YR3/1)ロームブロックが多い。

第69図 F29・32号掘立柱建物祉実測図

本土止からの出土遺物はP2より土師器杯片、 P3より須恵器翠片がある。これらの出土遺物より本土止は古代の所産と

考えられる。

702.7m 
(1:80) 2m 。|

(24) F24号掘立柱建物I止

本土止は調査区西寄りのX11-6・11Gdこ位置する。桁方位はN-100-Wを示す。 形態は2間X2聞の総柱式建物土止

である。規模はP1-P7問の桁行き3.84m、P5-P7間の梁行き3.47m、柱穴聞に固まれた面積は13.52rrrを測る。

各ヒ。ットの形態はいずれも円形で、規模は径が0.45m-0.59m、深さが0.15m-0.39mで、ある。

本土止からの出土遺物はP4から弥生霊片があるが、覆士等の状況から古代の所産と考えられる。

(25) F25号掘立柱建物祉

本社は調査区西端のX11 -7Gdこ位置する。遺構の大部分が調査区外となるため詳細は不明であるが、南側に

並ぶF16号掘立柱建物土止と規模が似通っているため、総柱式建物祉の可能性がある。規模はP1-P3聞が3.93mを

測る。各ヒ。ットの形態は円形で、規模は径が0.36m-0.91m、深さが0.26m-0.36mで、ある。

本土l上からの出土遺物はP3から須恵器蓋片があった。これらの出土遺物より不確実で、はあるが古代の所産と考えら

れる。

(26) F26号掘立柱建物祉

本社は調査区中央のX1-2・3・7・8Grに位置する。形態は3問X3聞の総柱式建物祉である。 桁方位はN-IO

Wを示す。 ピット間に固まれた面積は37.18rrrを測る。規模はP7-P10聞の桁行き6.32m、P1-P10問の梁行き5.90

mを測る。各ヒ。ツトの形態はいずれも円型で、一部に柱痕が確認された。規模は径が0.33m-0.91m、深さが0.18

m-0.69mで、ある。本土止からの出土遺物は図示した須恵器蓋のほかに武蔵費片がある。本土止はこれらの出土遺物よ

古代の所産と考えられる。
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A' 1黒色土(lOYR2!1)しまり・粘性ややあり。

2，灰黄褐色土(lOYR4!2)しまり・粘性やゃあり。ロームと黒色土の混合土。

3にぷい黄憧褐色土(lOYR6!4)ローム主体でしまり弱い。
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703.7m 
(1:80) 2m 

l黒褐色士(lOYR3!1)しまり粘性弱く、ぼそぼそしている。

2褐色士(lOYR4!4)しまり・粘性やゃあり。ローム局主体。

3黒褐色土(lOYR312)しまり 粘性やゃあり。

ローム粒子、軽石粒子を含む。

4黒褐色土(lOYR3!1)しまり粘性やゃあり。軽石多い。

第70図 F30・31号掘立柱建物i止実測図
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(27) F27号掘立柱建物祉
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702，8111 
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1黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。軽石少量含む。
小ロームプロック少量含む。

2黒褐色十(IOYR3!1)しまりやや強く、粘性やや弱いcロームプロックφi，(含む。
3黒偽色土(lOYR3!1)しまり・粘性やや弱い。ローム多s:含む。

4黒褐色土(IOYJ<3!1)しまり粘性やや弱し、。小ロームプロック少li¥含む。
5褐灰色上(lOYR5!1)しまりやや強く、粘性弱い。ロームと黒褐色土多品含む。

6黒褐色士(lOYR3!1)しまりやや強く、粘性弱い。ローム多北含むe
7黒色土(lOYR2Il)しまり粘性Jやや弱い。小ロームプロック少量含む。
B褐灰色士(lOYR4/1)しまり・粘性やや弱い。ローム多li¥含む。
日明黄褐色土(lOYR7!6)しまりやや強く、粘性やや弱し、。黒色土プロック少量含む。

第71図 F33号掘立柱建物社実測図

本土止は調査区中央のX1-6・7・11・12Gdこ位置する。形態は2間X3聞の側柱式建物祉である。桁方位はN

50 -Eを示す。ヒ。ット聞に固まれた面積は19.29rrfを測る。規模はP1-P8聞の桁行き5.13m、P1-P3聞の梁行き3.78m

を測る。各ヒ。ットの形態は円型を基調とし、規模は径がO.64m""-'1.13m、深さがO.17m""-'0.40mで、ある。

本祉からの出土遺物は図示した土師器杯のほかに土師器饗片や弥生土器がある。 本土止はこれらの出土遺物より

古代の所産と考えられる。

(28) F28号掘立柱建物祉

本祉は調査区中央のX1-11・12・16・17Gdこ位置する。桁方位はN-60-wを示す。形態は2間X4聞の側柱式建
物士止で、規模はP1-P9聞の桁行き6.81m、P7-P9聞の梁行き5.11m、柱穴聞に固まれた面積は32.74rrfを測る。

各ヒ。ットの形態は円形で、規模は径がO.75m-1.27m、深さがO.34m-O.68mで、ある。

本土止からの出土遺物は図示したP10より出土した土師器杯の他に、土師器輩、須恵器杯・聾片、弥生土器片が

あった。これらの出土遺物より本祉は古代の所産と考えられる。

-77 -



(29) F29号掘立柱建物祉

本土止は調査区中央のX-16Grに位置する。形態はl問X2聞の側柱式建物祉であり、桁方位はN-20-Eを示す。

規模はPI-P2聞が3.91m、PI-P5聞が3.47m、柱穴聞に固まれた面積は13.22rriを測る。各ヒ。ツトの形態は楕円形

が多く、規模は径が0 .53m~0.85m、深さが0.16m~0.32mで、ある。本社からの出土遺物はP4より弥生後期の費片

が1点出土しているのみであり、所産時期は不明である。

(30) F30号掘立柱建物祉

本土止は調査区中央のX-17・22Gdこ位置する。桁方位はN-IO-Eを示す。溝状遺構に削平されているが、 形態は

2問X3問の側柱式建物士止である。規模はPI-P7問の桁行き6.79m、PI-P3聞の梁行き4.34m、柱穴問に固まれた

面積は28.76rríを測る。 各ヒ。ットの形態はいずれも円形で、規模は径が0.66m~0.83m、深さが0.13m~0.48mで、あ

る。本祉からの出土遺物は弥生後期の壷・護・高坪片であり、出土遺物からは弥生後期の所産が考えられるが、覆

土や形態的には古代の掘立柱建物土止と酷似しているので現段階では古代と考えたい。

(31) F31号掘立柱建物祉

本土止は調査区中央のIX-19.20・25Gdこ位置する。M29号溝状遺構に削平されているが、形態は側柱式建物士止

である。規模はPI-P2聞が4.29m、現況の柱穴聞に固まれた面積は推定で20.89rriを測る。 各ヒ。ットの形態はいず

れも円形で、規模は径が0.43m~O. 78m、深さが0.20m~0.42mで、ある。本土止からの出土遺物はP2から弥生後期壷

片、 P3から弥生後期高部片があり、出土遺物からは弥生後期の所産と考えたい。

(32) F32号掘立柱建物祉

本祉は調査区中央のXVII-6・llGdこ位置する。桁方位はN-770 -Eを示す。形態は2間X2聞の側柱式建物士止で

ある。規模はPI-P3聞の桁行き3.24m、PI-P7聞の梁行き2.81m、柱穴聞に固まれた面積は8.72rriを測る。各ヒ。ツト

の形態はいずれも円形で、規模は径が0.31m~0.63m、深さが0.14m~0.46mで、ある。

本土l上からの出土遺物は無く、所産時期は不明であるが、本土止の南に位置する同規模・同類型のF4号掘立柱建物

土止が弥生~古墳の所産と考えられる為、同時期と考えたい。

(33) F33号掘立柱建物祉

本土l上は調査区西よりのX1 -25、XII -21Gdこ位置する。桁方位はN-830-Eを示す。形態は2間X3聞の側柱式建

物土止である。規模はPI-P3聞の桁行き6.85m、P3-P5聞の梁行き4.34m、柱穴聞に固まれた面積は30.19rriを測る。

各ヒ。ットの形態はいずれも円形で、 規模は径が0.62m~0.79m、 深さが0.2却Om~O.4ωOmで

本土祉止からの出士遺物は無く仁、所産時期は不明でで、ある。

第24表 掘立柱建物土止出土遺物観察表 (cm) 

法 量 成形・調堕・文織 提定値()残存値<>丸底・
No. 種別 鶴種

口径(畏) 底径(帽〉 樹高(厚) 内 面 外面 備 考 出土位置

F2 土師器 聾 (22.3) 6.0 口縁ヨコナデ→胴部へフナデ 口縁ヨコナデ→胴部へフケズリ 回転実測 P8 

須恵器 有台士不 (15.2) (11.0) 4.2 ロクロナデ ロクロナデ→高台貼付 回転実測 IPIO XXII1-6 
F3 
2 土師器 ロクロ費 (7.8) (1}) ロクロナデ H岡部ナデ 底部Fデ 回転実測 P2 

F12 須恵器 蓋 (21.0) (2.4) ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 P 1 

F16 須恵器 5車 ロクロナデ ロクロナデ 破片実測 P 1 

F26 須恵器 古里 当て具痕→ナデ タタキ目→沈線 断而実測 P2 

F27 土師器 問、 ミガキ→黒色処理 へラケス日→ミガキ 破片実測 P 10 

F28 I 土師器 王再 (18.2) (14.0) (3.2) ロクロナデ 口縁ヨコナデ 体部ナデ→底部ヘラケズリ 回転実i!l'J PIO 

No 楊 種 1:構 材 |費量太畏 |額太幅 |霞大摩1-量 | 所 見 出土位置

F12 2 磨石 |輝石安山岩 I15 I 13.8 I 4.5 I 1547.34 I被熱あり( 部黒化) 正面にすり面

口
δ
司

i



第4節土坑

本遺跡からは139基の土坑が検出された。土坑は縄文期の落とし穴、 中世の井戸土止等、 所産時期も性格も多岐

にわたっている。本節ではこれら土坑を時期別に集成し、各期の特徴的な遺構にについて詳細を記す。その他の

ものについては、後述する土坑計測一覧を参照されたい。

検出された土坑の時期別の内訳は以下の通りである。時期決定に関しては出土遺物や覆土の状況より判断した。

なお、遺構番号は欠番がある。

縄文期 2基 D89.143 

弥生期 34基 D3. 7 .21.22.43.44.45.4 7.48.49.50.51.52.65.66.73.74.82.83.85.87.88.98.99. 

D 100.102.103.104.105.106.109.118.136.146 

古代 39基 D1.2.14.15.16.17 .18.19.20.23.24.26.28.29.30.31.32.33.34.35.42.46.67 

D68.69. 72.80.81.84. 90.91.92. 93. 94. 96. 97 .108.144.145 

中世 23基 D4.5.6.8. 9.10.13.25.40.53.54.55.56.57 .59.60.62.63.64. 71. 79.86. 95 

近世 4基 D36.37.38.41 

不明 37基 D11.12.39.61. 70. 77. 78.101.107.110.111.112.113.114.115.116.117 .119.120.121 

D 122.123.124.128.129.130.131.132.133.134.135.137 .138.139.140.141.142 

(1) D89号土坑

本社は調査区西側のXll-lGrに位置する。長軸方位はN-820-Wを示す。形態は隅丸の長方形で、規模は長軸

2.57m、短軸1.15m、深さ0.61mを測る。土坑底面には杭土止と考えられる3か所のヒ。ツト祉が確認され、規模は径が

0 . 38~0.44m、深さは0.25~O.3 1mを測る。本土l上からの出土遺物は覆土中から弥生壷と肇の小片が出土したのみで、

ある。本土Lf:は形態より縄文期の落とし穴と考えられる。

(2) D143号土坑

本祉は調査区西側のX1 -20.X II -16Gdこ位置する。長軸方位はN-670-Wを示す。形態は隅丸の長方形で、規

模は推定で、長軸2.23m、短軸0.85m、深さ0.30mを測る。土坑底面には杭i止と考えられる3か所のヒ。ツト士止が確認さ

れ、規模は径が0.20~0.24m、深さはO. 14~0 .24mを測る。 本土止からの出土遺物は無かったが形態より縄文期の落

とし穴と考えられる。

089 0143 

1黒褐色土(lOYRo/!)しまり・粘性やや弱い。
小ロームプロックを少盆含む。

2黒褐色土(lOYR3/1)しまか粘性やや弱い。

A' ロームを少量含む。

3黒褐色土(lOYR3/l)しまり弱く、粘性やや弱い。
ロームを多量に含む。

4黒褐色土(lOYR3/1)しまり弱く、粘性やや弱い。
ロームを少量含む。

A' S黒伺色土(lOYR3/l)しまり・粘性やや弱い。

ロームプロックを多量に含む。

。灰黄褐色土(lOYR6/Z)しまり・粘性やや弱い。

黒褐色土のプロックを少量;含む。

7黒褐色土(lOYR3/1)しま列車〈、粘性やや弱い。
袖灰色土プロックを少量含む。

H縄灰色土(lOYR6/1)しまり強く、粘性やや弱い。
ロームプロックを多liIに合む。

A 8 7 8 7 

。 703.3m 
(1:80) 2m 

A' 

A ~ 

初初mm
701.0m 

o (1 :80) 2m 

1黒色十(lOYR2/1)しまり弱い。

2.明黄褐色土(lOYR6/6)ロームプロック主体。

3黒褐色上(lOYR3/2)粘性あり。

4褐色土(lOYRν4)ロームと黒色土の混合土。

第72図 D89・143号土坑実測図
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。 702.5m 
(1 :30) 
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第73図 03号土坑及び出土遺物実測図

イξ p'
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l黒褐色土(10YR2/3)ロームを少量含む、

他色プロックc

}，;17 2.11音褐色土(lOYR:l/:l)ローム・φ1-2叩
'A' の軽右をやや多く含む2

-ー一一一
百ァ 3黒褐色士(10YR2/2)ローム φlcmの
l 口 軽平?を少し含む。

2 

4日昔褐色土(lOYR3/4)ロームを多く含み、
φO.5---1cmの軽石も含む。

1~2 (1:4) 



(3) D3号土坑

本土止は調査区東側のXX1-2・3Gdこ位置する。残存状態は南側半分が試掘トレンチにより削平されている。南

北方位はN-270-wを示す。形態は隅丸の方形で、規模は残存で、南北1.17m、東西1.28m、深さ0.42mを測る。土坑
底面は平坦で、あった。

本土坑からは図に示したように所謂「土器棺墓Jと考えられる土器が3点出土した。2に示した赤彩された査が棺

の本体と考えられ、頚部を西方向に向け据えられていた。土器の軸方位はN-820-wを示す。口縁部は意図的に欠
損しており、代わりにlで示した壷口縁部が台のような状態で検出された。また、 3に示した無彩の壷は、2の壷を破

片で、覆うような状態で、あった。南側半分が欠損しているため詳細は不明な部分があるが、これらの状態から2の壷棺

をlの壷口縁部で塞ぎ、なおかっ3の壷破片で、覆っていたと推測される。

なお、査内の土と土坑内の覆土をいずれも水洗したが、人骨の歯が1点検出されたのみで、あった。本士止の所産

時期は土器の特徴から弥生後期前半に位置づけられると考える。

第74図 03号士坑出土遺物実測図
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021 

町一
。

l黒褐色土(lOYR2/2)
砂・ロ ム・軽石u.5.........1cU¥を少量含む。

⑧、!』
?っゥガガヌ
702.7m 

o (1 :80) 2m 

l 黒色土(IOYR2/1)
しまり弱く、粘性やや弱い。
小ロームブロックを少:hl含む。

049 

702.6m 
o (1:80) 2m 

l黒色土(lOYR2/l)
しまり弱し、。

粘性やや弱い。
軽石を少品含む。

065 

(f;J~ 

bじ丘
一場競彰一

703.2m 。 (1:80) 2m 

l黒色土(lOYR2/1)
しまりやや弱い。粘性やや強い。

(f;J~ 
A (0')正

一方努力
702.7m 

o (1:8ω 2m 

l黒色土(!OYR2/l)
しまり・粘性あり。

(f;J 
ら

4 

芳男坊ヲ2
702.7m 
(1:80) 2m 

l黒色土(lOYR2/l)
しまり・粘性弱い。
炭化物と'白粉を含む。

1.1夫黄褐色土(IOYR4/2)
しまりやや弱く、粘性弱し、。

軽石少量含む。

2灰黄褐色土(IOYR4/2)
しまりやや弱く、粘性弱い。
ロームプロック多量含む。

3県縄色土(lOYR3/1)
しまりやや強く、粘性弱い。
小ロームプロック少量含む。

4.1こぶい-y~燈色士(lOYH6/4)

しまりやや強く、粘性弱い。
ローム多量含む。

もてふ。三、z

芳男- 。
④
A
~
 

全 1 K
ヴ'77/7:プ%-。 702.1m (1:80) 
702.7m 

o (1:80) 2m 

2m 

l黒色土(lOYR2/1)
しまり弱く、粘性強い。

炭化物・軽石を少量含む。

2黒色土(lOYR2/l)
しまり弱く、粘l'1強"
φ1 "-'2clllのロームブロックを
多量に含む。

I黒色士(lOYR2/1)
しまり弱く、粘性やや強い。
小ロームプロックを少量含む。

孟!

(( 

048 

(ド

<(¥ 
702.6m 
(1 :80) 2m 。

2m 

l黒褐色土(IOYR3/1)
しまり・粘性あり。

2褐色土(IOYR4/6)
しまか粘性弱い。
ローム粒子を多く含む。

l 黒褐色(lOYR3/2)
しまり・粘性あり。炭化物を含む。

2黒色(IOYR2/1)
しまり・粘性あり。炭化物を多量に含む。

骨粉を含む。ローム粒子を含むー

(f;J九 27 む企pj
勿勿努

A' 

2.3 

<([ 

。 702.8m 
(1 :80) 2m 702.8m 

o (1:80) 2m 

I 黒褐色土(IOYR3/1)
しまり・粘性あり。
ローム粒子を多く含む。

2灰黄褐色土(IOYR4/2)
しまり・粘性ゃゃあり。
ロームブロックを含む。

l黒褐色土(I0YR3/1)
しまり・粘性あり。
炭化物・ローム粒子を
多く含む。

2.1'品色土(IOYR4/4))
しまり・粘性弱い。
ローム粒子を多く含む。

炭化物を少量含むう

3.1こぶい燈色土(lOYR6/4)
しまり・粘性弱い。

(f;J~O丘
V
H
一
六

/

ー
!

A

一-i
l灰黄禍色土(IOYR4/2)
しまか粘性やや弱い巳
小ロームプロックを少品、
軽右を多量に含む。703.2m 

o (1 :80) 2m 

第75図 07・21・22・43・44・45・47"'-'52・65・66号土坑実測図
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P82で記載した士坑はいずれも小型の円形を基調とする形態で、後述する土器集中区の中で検出されたものもある。

D21 ・ 22はU7集中区と、 D43~D52はUll集中区の周辺及び重複するように検出された。 し、ずれも浅い掘り込みを持

ち、土坑底面はほぼ平坦なものが多かった。

(4) D48号土坑

本社は調査区中央のXVI-15、XVII-llGrに位置する。形態は円形で、規模は径1.38m・深さO.19mを測る。本祉

の上面にはUll土器集中区の土器片が散在していた。本1止覆土は炭化物が多く含まれ、 細かい!ヰli乳類の焼骨も多
く含まれていた。出土遺物は図示した高坪等が底面よりやや浮いた状態、で出土した。
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第76図 D21・22・48・49号土坑出土遺物実測図 1 ~10 (l :4) 
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第77図 D50~52 ・ 65 ・ 66号土坑出土遺物実測図
(5) 065・66号土坑

本土止は調査区西端のXH-16・17Grに位置する。両土坑ともに形態は円形で、日24号住居祉と重砲関係にある。

新旧関係は本i止の方が新しい。出土はいずれも図示したものの他、弥生後期の壷・翠片が出土しており、古代の遺

物が含まれないことから、所産時期を弥生後期としたが、 重複する住居からの流れ込みの可能性も否定しきれない。
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l 黒何色上(1 0Y1~:l/ I ) し主りやや出く、粘性やや強し、

黒色土ブロック少'"含むe

2 黒褐色村IOYR3/l)しまりやや弱く、 1~;性やべ叩iiいr
ロームプロック少'l.¥:含む。
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l黒褐色士(lOYRo/1)
し士り・粘性あり。軽石粒を多く合む。

2黄褐色1:(10Y1お/6)
しまり多く、粘性U~jい。

崩れた円ームプロックを合むU

u音褐色十(lOYR3/:l)
し主り・粘性ややありn黒色士の混合 i。
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l黒褐色村10YR:l/l)
しまり・粘性あり。

口ームt>I:Tを微i止に含むの

。
2m 

l黒褐色十(IOYR3/l)
1-.1り粘性あり。
Uーム粒了を微量に含むの

。

i黒褐色上(lOYKlIl)しまり・粘性あ札 下回に口ーム松子を合むr
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D73・74・82・83・85号土坑及び出十ー遺物実測図
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第26表 D2 1 ・ 22 ・ 48~52 ・ 65 ・ 66 ・ 74 ・ 85号土坑出土遺物観察表 (cm) 

土坑 No 種別 器種
法 置 成形 ・ 調謹 ・ 文織 擢定値()残惇値 <)丸底・

口径(畏)底径〔幅〕 器高(摩) 内 面 外面 備 考 出土位置

D21 l 弥生 言堅 ミガキ 櫛f描簾状文(2連止め) 櫛揃波状文 断面実測

弥生 ~~ (130) (50) ミガキ→赤色塗彩剥離 ミガキ→赤色塗彩剥離 測|叶l検出面
回転実 XXill -6 U7 845 1607 

2 弥生 台{寸喪 (127) (10.4) ハケ目→ミガキ
ミガキ櫛描簾状文(2連止め)14本

回転実i則廃耗 F3 PI3 U7 1655 
櫛描斜走文 XXill-6 

3 弥生 台付型E (61) (7.9) 
杯部ハケ目→ミガキ脚部ヨコ

裾部ヨコナデ→ナデ→亦部ミガキ 完全実測磨耗 U7 432 1537 1540 日22 ナデ→脚柱部ナデ

U7 1357 1362 
4 弥生 主題 (12.1) (96) ミガキ 櫛f菌簾状文櫛f曲波状文 向転実測剥離 1606 

XXill-6検出面

5 弥生 至理 (15.8) (136) ノ、ケ目の残るナデ→ミガキ ノ、ケ目の残る寸デ→ミガキ RL縄文 回転実測
U7 337 1610 
XXill-l クロ

l 弥生 高士不 (28.2) (90) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測 内面磨耗著しい i
2 弥生 r同町、 (26.8) (11.5) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩突起あり 完全実関 Ull 4002 

3 弥生

'"' 
8.8 (16.4) ハケ自の残るナデ磨耗剥離 胴部ミガキ 底部ミガキ 完全実証¥11

4 弥生 霊童 ミガキ ナデ 断面実視l XVlI-6 

P264 Ul1 397 

5 弥生 号車 (14.7) (143) ミガキ ミガキ RL縄文 回転実ijill 2732 4420 4428 
XVI-l0 

XVI-15 
D48 
6 弥生 き理 (21.0) (8.6) ミガキ 櫛描簾状文(3，車止め) 櫛描波状文 回転実?則廃耗 Ull 654 

U11 4473 
/ 弥生 主尾 (19.2) (10.6) ミガキ 口縁ミガキ 口縁端部主，11み胴部RL縄文 回転実測 X\~ - 15 XVlI-11 

SBOllWT13 

8 弥生 至理 ミガキ 櫛揃簾状文櫛f曲波状文櫛摘斜走文 断面実測 Ull 4439 

9 弥生 首E ミガキ 口縁上部RL縄文 断面実測

10 弥生 5理 6.9 (6.9) ミガキ 胴部ミガキ 底部ハケ目の残るナデ 完全実測磨耗
Ull 4477 4480 

4498 SBOll¥1寸13

坪部ミガキ→赤色塗彩
Ull 698 979 4507 

D49 1 弥生 国日係 (9.9) ミガキ→赤色塗彩 回転実測 XVlI-11・15
脚部ハケナデ

SBOllWT13 

1 弥生 査主 (240) (96) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測

つ 弥生 5:';: ミガキ ミガキ→赤色塗彩沈線 RL縄文 断面実測

3 弥生 皿建瓦 ハケ目の残るナデ剥離 ミガキ→赤色塗彩沈線 RL縄文 断面実揖'I
Ull 3238・3257・
3608・3908・4324

M35XVI-l0 XVlI-6 Ull 2276，2701・
4 弥生 号電 16.0 (128) ハケ自の残るナデ→ミガキ ミガキ櫛描波状文 完全実測 3549・3814・3809・3910・3926・3801・

050 1356・3306・3931 SBOlllfT12 

5 弥生 現 (15.8) (53) ミガキ 櫛描簾状文櫛描波状文 回転実測 Ull 2298・2382・3756

6 弥生 き拒 (19.7) (75) ミガキ 櫛描波状文櫛楢簾状文 回転実測
Ull 1313・1316・1902・3311
XVI-l0 XVlI-1902 

7 弥生 費 (6.8) (15.6) ミガキ ミガキ櫛描波状文 完全実視l
Ul1 381・1430・2255・2263・2275・
2294・3276 SBOllWT12 XVI-l0 

日 弥生 5匝 4.4 (3.0) ミガキ 胴部へフケズリ→ミガキ 底部ミガキ 完全実測

l 弥生 査 (25.8) (11.7) (ハケ闘の残る)ナデ→ミガキ ミガキ i土線術1描波状文 回転実出'I

051 2 弥生 査 ミガキ ミガキ櫛描横走平行線文ヘラ描垂下文 断面実訓l

3 弥生 ミニチュア車本 (8.7) (35) 寸デ→ミガキ 口縁ヨコナデ→ナデ 同転実ilI'l

l 弥生 習E 202 (62) ミガキ 櫛描波状文 回転実視l
052 
2 弥生 現 ミガキ ミガキ 断面実測 U11 1489 1519 

065 1 弥生 査 (10.5) (157) ノ、ケ目 ノ、ケ目→ミガキ 回転実測 検出面 066 M76 

D66 l 弥生 吉里 ミガキ 櫛描簾状文樹1描波状文 断面実測 087 

弥生 士ィ、 (168) (4.1) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測
D74 
2 弥生 査 (10.8) 口縁ミガキ 1同部ハケ目 口縁ハケ目→寸デ胴部ミガキ 回転実測磨耗

弥生 高ナ不 (7.3) 
郎部ミガキ→赤色塗彩脚部ナ

ミガキ→赤色塗彩 完全実測フJ ー

2 弥生 現 ノ、ケ目→ミガキ 櫛描簾状文(1連止め) 櫛描波状文 断面実測 M29X-25 

085 ノ、ケ目 ・ミガキ櫛描横走平行線文へラ描垂
3 弥生 褒 剥離

下文
破片実測

4 弥生 査 (11.2) (10.2) ハケ目 ミガキ 回転実視l磨耗
M29X-25 
X-25 

No 器 種 | 素 材 |鰻大畏 118大幅 |愚大厚| 重量 | 所 男 出土位置

051 4 磨石 | 花岡岩 I 8.9 I 7.4 I 6.3 I 日 94 I正面と両側にすり面
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098 

(f) 
I灰黄褐色土(lOYR4/2)
しまり・粘性Jやや弱い。

軽石を少五i含む。

2.1こぶい黄燈色土(lOYR6/4)
M67 しまり・粘性やや弱い。

県禍色土を少量合む。

A' 3黒褐色土(JOYR3/1)
しまりやや弱く、粘性やや強い。
ロームブロックを少量含むc

4褐灰色土(IOYR4/l)
しまりやや強く、粘性やや弱い。
ロームブロックを多jj(に含む。

j)_ <(1 
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A
一 1.灰黄禍色土(lOYR4/2)

しまり・粘性やや弱し、。

小ロームプロックを少量含む。

1黒褐色土(JOYJl3/1)
しまり ・ f~;t上あり。
赤色粒子を多く含む。

l黒色土(lOYR2/1)
しまり・粘性やや弱し、。

円ームを少抗含む。

2黒色土(lOYR2/1)
しまりやや弱く、粘性やや強い。
炭化物・ロームを少量含む。

3黒褐色土(lOYR3/1)
しまり・粘性やや弱い。
ロームプロックを多J，tに合む。

4黒褐色土(lOYR3/1)
しまり弱く、粘性やや強い。
小ロームプロックを多11，に合むn

5黒伺色土(lOYR3/1)
しまり弱く、粘性やや強いE
ロームプロックを少量;含む。

6黒褐色士(lOYR3!1)
しまり・粘性やや弱い。

ロームを多武に含む。

0102 

てプ (f) 

A \\、~mぺ3 一A 旗 企
努25n
703.6m 。 70(31830m ) 。 1:80) 2m 

2m 

1黒褐色(lOYR3!l)
しまりやや弱く、 粘性弱い。

五一

ーな珍勿~
703.3m 
(1:80) 2m 

l黒褐色土(JOYR3!1)しまり・粘性あり。
ローム粒子を多く含む。

0104 

0103 五@在
ι五Jt (f) 

カクラン A 2 ~ 

A l A' 

珍功労依ヲラ7J77s
703.5m 。 1:80) 2m 

703.5m 。 (1:80) 2m l黒褐色土(IOYR3!1)
し主りやや弱く、粘性弱し、。

l黒褐色土(lOYR3/l) 2.黒褐色土(IOYR3!1)

しまりやや弱く、粘性弱い。 しまりやや弱く、粘性拐し、。

小ロームプロック少量含む。 小ロームプロックを少盆含むの

l 黒色土(lOYR2/l)
しまり・粘性やや弱い。

小ロームプロックを少量含むω

(1 :4) 

703.4m 
(1:80) 2m 

第79図 D87・88・98・99・100.102""'104・109号土坑及び出土遺物実測図
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0106 

@ 

ミ|

トレンチ

D118 tJ136 

(:J51 
703.5Itl 。 (1:80) 2m 

ト?ー~斗一一一一一一--l

l.~褐色土(10YI<3/ 1 ) しまりやや弱く、粘性弱い。
。

小ロームブロック少拡含む。

2黒褐色士(10YR3/1)しまりややかjく、粘性弱い。

ローム少量含む。

~I ~ I 

703.6m 
(1:80) 

I.J某褐色土(IOYI<3/1)
しまか粘性あり。

2m 

ローム粒7ーを多く含む。

万号ヲ努
703.6m 

(1:RO) 

l黒褐色一Ic(lOYR3/1)
しまり粘性あり。

2m 

赤色粒子を多く含む。

0146 

出|

門講
∞| 

702.3m 。 (1:80) 2m 

第80図 D105・106・118・136・146号士坑及び出土遺物実測図

第27表 D104・105・146・87号士坑出土遺物観察表
法 量 成形・調整・文僚

土坑 No. 種別 糖種
口径(畏〕底径(幅〉 務高(摩〉 内 面 外面

DI04 弥生 電量 (23.8) (34.0) ノ、ウトl→ 1.1縁から頭部ミガキ ハウ円→ミ)Jキ 府間1縄文 ・ヘラ揃横走平行線文

])105 i 弥生 件 (266) (6.9) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩

l 弥生 1一"'噌 (274) (15.4) ミガキ ミガキへラ描沈線櫛描波状文

])146 2 弥生 1北 ノ、ケ円→ ミガキ ミガキヘァ摘沈線櫛揃波状文

3 弥生 宣τ[E 11.6 (19.0) ハケ目 胴部ミガキ底部ミガキ

No 器 種|素 材 |愚大長|最大幅 |愚大厚 | 重量 | 所 見

D87 磁石 l 凝灰岩 I (74) I (45) I (30) I (1則的 |上部欠損砥面数4 棟痕あり
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703.6m 
o (1:80) 2m 
ト寸ーア~--.--1 自

l 黒色土(I0YH2/l)
しまりやや弱く、粘性やや強いs

炭化物を少:[.k含むロ

日黒褐色土(IOYR3/1)

しまか粘性やや弱い。

ロームプ口ックを少以合むリ

.'::::<l 

2 

ルグ

1 ~3 (1:4) 

(cm) 

推定値()残害値 <)丸底・

備 考 出土位置

完全実証I'J 列。1-8

回転災訓IJ 磨耗 X 1-4 タロ

回転実剖IJ
I・IV限ホリ方
xx 11-5 

断固実榊i 1 . IV区

完全実担IJ
I区ホリ方
XXII-5 XVI-25 

出土位置

I 



0/ 

@ 

A 

F5P8 

29 

l灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり強く、粘性やや弱い。砂・軽石多量に含む。

2灰賞褐色土(lOYR4/2)しまり・粘性やや強い。φ1-5mm檀色粒・砂多量に含む。

3灰黄褐色士(lOYR4/2)しまり・粘性やや強い。
軽石多量、炭化物少量、砂をブロック状に少量含む。

4灰黄褐色土(10YR4/2)粘土。しまり弱く、粘性強い。
6層の砂をまったく含まない粘土層。

5明黄褐色土(lOYR7/6)砂土。しまり強い。6層ブロック少量含む。

6灰黄褐色土(10YR4/2)粘土。しまり弱く、粘性強い。砂をプロック状に少量含む。

7灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり弱く、粘性強い。6層に砂多量含む。(粗砂)

自灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり・粘性やや弱い。砂多量、軽石少量含む。

9褐灰色土(lOYR4/1)しまり・粘性やや弱い。軽石少量含む。

10黒褐色士(lOYR3/1)砂質土。しまりやや弱く、粘性弱い。軽石少量含む。

11褐灰色士(lOYR4/1)砂質土。しまりやや強く、粘性やや弱い。ローム少量含む。

12褐灰色土(10YR6/1)砂質土。しまり強く、粘性弱い。
黒褐色土プロック多量含む。 28層と同ーか

13褐灰色土(lOYR4/1)砂質土。しまりやや強く、粘性弱い。ローム少量含む。

14灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり・粘性弱い。灰白色砂多量含む。

15灰黄褐色土(lOYR4/2)粘土。しまり弱く、粘性強い。砂少量含む。

16浅黄燈色土(10YR8/4)しまり弱く、粘性強い。
灰黄褐色土プロック少量含むo(φ1-5cm)

17灰黄褐色土(10YR4/2)しまり強く、粘性弱い。砂多量含む。

18灰黄褐色土(10YR4/2)しまり・粘性弱い。砂多量含む。

A' 

窪桝凶主事耳と

24 2自 26 32 A' 

勿務湯考委

19灰黄褐色土(10YR4/2)しまりやや弱く、粘性弱い。砂多量、炭化物少量含む。

20灰黄褐色土(lOYR4/2)しまりやや弱く、粘性弱い。
19層にφ1-2cmロームプロック少量含む。

21灰黄褐色土(lOYR4/2)しまりやや弱く、粘性弱い。

19層にφ1'""-'2cmロームプロック黒色土を多量に含む。

22灰黄褐色土(10YR4/2)しまり・粘性やや弱い。

φ1-5cmロームプロック・φ1""-'5cm黒色土プロック多量含む。

23灰黄褐色土(10YR4/2)しまか粘性やや弱い。

22層のローム少量で、灰白色砂多量含む。

24黒褐色土(10YR3/1)砂質土。しまり・粘性弱い。ローム少量含む。

25褐灰色土(10YR5/1)砂。しまり弱い。細ゆ・ローム少量含む。

26明黄褐色土(10YR7/6)しまり強く、粘性やや弱い。

ロームにφ1-5cm灰黄褐色土プロック多量含む。

27にぶい黄褐色土(10YR5/3)しまりやや強く、粘性弱い。砂多量に含む。

28褐灰色土(lOYR6/1)しまり強く、粘性弱い。
φ1--10cm黒色土プロック多量含む。

29黒褐色土(10YR3/1)しまか粘性弱い。砂多量に含む。

30黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性弱い。

29層にφ1"'5cmのロームプロック多量含む。

31褐灰色士(10YR4/1)砂質土。しまり粘性弱い。軽石少量含む。

32黒褐色士(10YR2/2)しまりやや強く、粘性やや弱い。ローム少量含む。

33黒褐色士(10YR2/2)しまりやや強く、粘性やや弱い。32層にローム多量含む。

34黒褐色土(10YR2/2)しまり弱く、粘性やや弱い。砂・ローム少量含む。

第81図 D20・23号土坑実測図

-89 -



(6) D20・23号土坑

本土止は調査区南側のXXIII-3・4・8.9Grに位置する。023号土坑は当初、個別の遺構と考えたが、覆土の堆積

状況から一連の遺構と捉え同一項で報告する。残存状態は南側の一部が調査区域外となり、023号土坑の一部は

検出できなかった。

一~金l___
」丘三三三-ヨ三竺主±竺当』
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第82図 020号土坑出土遺物実測図(1)
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第83図 D20・23号土坑出土遺物実測図

南北の長軸方位はN-1l0-Eを示す。形態はいずれの士坑も円形を基調として、南側に張出状の掘り込みを持つ。
D20号の規模は検出で南北8.27m、東西7.35m、深さ1.26mを測る。D23号は東西1.87m、南北が検出で、1.41m、深

さ0.66mを測る。本社はM25号溝状遺構と重複関係にあるが、本土止の方が新しい。

本土坑の掘方は階段状の掘り込みを行い、 一部には溝状の掘り込みを伴う。この溝は土坑内を全周せずに南側

のD23号付近で途切れ、西側の溝は向きを変えて南に掘り進められている。また、本土止の覆土堆積状況は1層から

7層までは自然堆積の状況を示すが、セクションラインc-c'聞の20-29層は人為的な埋め戻しのような堆積状況
で、意図的なロームブロックの混入などが観察された(写真図版38②参照)。中央の自然堆積部分の径は2.00-

2.40mを測る。これらの堆積状況はいわゆる「井戸」掘削時の状況と似るが、土坑底面はすり鉢状で井戸特有の竪

坑は確認されなかった。また、遺構完掘後は常に0.40m程の水が湧いて溜まっていた。

本土止からの出土遺物は非常に多く、 8世紀代の須恵器を中心に自然磯や獣骨など、が6層上面からまとまって出土

した。しかし、須恵器杯などは欠損品が多く、 完全なものは少なかった。

上記したこれらの事から、本土止の時期は8世紀代と考えられ、性格は井戸や祭杷遺構などが考えられる。しかし、

構を持つ段状の掘り込みや祭杷を思わせる遺物が無いことなど、いずれの用途にも根拠が弱い。いずれにしても佐

久地域では類例の乏しい遺構であり、今後の研究進展に期待したい。
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第84図 D20号土坑出土遺物実測図(2)
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第28表 D20号土坑出土遺物観察表(1) (cm) 

法 量 成形・関盤・文僚 雄定値()残存値 <>到底・
No. 種別 槌種

底径(幅〕穂高(厚〕 内 面 外面 備 型E 出土位置口径(畏)

須恵、器 童E (193) 3.0 
つまみ ロクロサデ

ロクロナデ→天井部回転へフケズリ→つまみ 完全実測内外
E区 E区1-4層l 3.9 貼付 面に火だすき有

2 須恵器 蓋
つまみ (1.5) 当て具痕→へラナデ ロクロナデ 回転実測 E区1-4層
(74) 

3 須恵、器 皿l (21.0) (44) ロクロナデ ロクロナデ→天井部回転へフケズリ 回転実調l I区

4 須恵器 杯 12.8 6.3 4.7 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り 完全実測
I区 E区
E区1-4層 3層

5 須恵器 珂ミ (14.2) 日5 3.8 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り(右)
完全実測内外 I区 W区
面に火だすき有 田区l・2層

6 須曹、器 町、 14.2 4.6 4.2 ロクロナデ
ロクロナデ→底部回転糸切り(右)→底部外周

完全実掴l E区
ハケ状工具によるナデ

7 須恵器 珂ミ (13.8) 7.6 3.7 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り(右)
完全実測内外

W区
面に火だすき有

日 須恵器 杯 14.0 7.6 4.3 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り(右)
完全実測内外

E区1・2層
面に火だすき有

9 須恵器 官再 12.9 (79) 4.2 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へフ切り後ナデ 完全実測 I区皿区6・7層

10 須恵器 珂ミ 14.3 8.2 3.6 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラ切り
完全実測内外

I区
面に火だすき有

11 須恵器 珂ミ (13.7) 7.3 4.2 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へフ切り 完全実測 皿区1・2層

完全実抽! 内外
E区 E区1-3層

12 須恵器 杯 14.0 7.8 3.9 ロクロナデ ロクロナデ→底部手持ちへラケズリ
面に火だすき有

E区6'7層 XX
ill-8 

13 須恵、器 杯 (14.2) (9.8) 4.4 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へフ切り後ナデ 回転実測 I区 E区1-4層

完全実視j 内面
I区 E区1-3層

11 須恵、器 有台亦 14.5 (10.6) 3.8 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→高台貼イ寸
に火だすき有

E区1-4層
E区卜2層 023 

15 須恵器 有台杯 (11.7) (7.5) 3.6 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラ切り後ナデ→高台貼付
完全実測内田

IV区
に火だすき有

16 須恵器 有台士不 (14.4) 10.6 6.4 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へフケズリ→高台貼付 完全実測 I区

17 須恵器 有台郎 14.4 10.2 6.2 ロクロナデ
ロクロナデ→底部糸切り後回転へフケズリ→ 完全実iRlJ 外面
荷台貼付 に自然粕付着

020 

18 須恵器 坪 ロクロ Fデ ロクロナデ→底部回転へラ切り
破片実調IJ 底部

I区
にへラ記号有

19 須恵、器 査 9.0 (7.6) ロクロナデ ロクロナデ→底部ナデ
完全実視l 内外

I区
面自然紬付着

20 須恵、器 宮里 (34.0) (14.0) 
ロクロナデ→当て具痕残る一部

ロクロナデ→タタキ目→ 部ヨコナデ 回転実測
E区1'2層

ハケナデ E区田区 W区

21 須恵、器 号車 (27.2) (10.7) ロクロナデ ロクロナデ→櫛描波状文
回転実測内外 E区2層
面に自然勅付着 E区6・7層

22 須曹、器 褒 ロクロナデ ロクロナデ→チIJ点文 断面実測 E区1・2層

口縁ヨコナデ胴部当て具痕→
I区 E区

23 須恵器 現
ヨコナデ

口縁ヨコナデ胴部タタキ目 断面実i日l E区6・7層
Ml2XVll-25 

24 須恵器 円面石見 (4.2) ロクロナデ ロクロナデ→透し有 回転実測 I区

I区 E区 E区l

胴~底部当て具痕 トデ→口縁
-3居 E区l・2層

25 須恵器 宮里 (22.7) (100) 29.2 
ロクロナデ

胴部タタキ目→口縁ロクロナデ 完全実測 皿区2居 間区6・7

層 W区 IV区6層
XXill-8 

26 土師器 珂ミ (14.6) (74) 4.9 ミガキ→黒色処理 ロクロナデ 回転実測l E区1'2層 D23

27 土師器 杯 (15.0) (6.8) 44 ミガキ→黒色処理 ロクロナデ→底部手持ちへラケズリ 回転実測
I区 E区 E区
1-:3層 E区1'2層

28 土師器 士干 (15.6) 4.3 ミガキ→黒色処理 ロクロナデ
回転実測 田区1・2層
壁舎あり 皿区6・7層

29 土師器 杯 (12.2) (113) (2.5) ヨコナデ 口縁ヨコナデ底部へフケズリ 回転実測 I区

30 土師器 有台士干 (9.2) (1.3) ミガキ→黒色処理 底部回転へラケズリ→高台貼付 回転実測
E区l・2層
E区6・7層

31 土師器 号車 (20.1) (250) 口縁ヨコナデ→胴部ヘラナデ 口縁ヨコナデ→胴部へラケズリ 完全実調l
E区i・2屑 W区
023 ill区6・7層

32 土師器 『昆 (60) 月間部へフナデ→口縁ヨコナデ 胴部へフケズリ→口縁ヨコナデ 回転実測 E区l・2層

33 土師器 現 (9.0) (1.5) ナデミガキ 胴部タタキ目 底部ナデ 回転実測 3層

34 士師器 ロクロ費 9.2 (5.7) ロクロナデ ロクロナデ 完全実調l E区 E区1-3層

No 栂 種 紫 材 愚大畏 愚大幅 愚大軍 重 量 所 貝 出主位置

敵石 硬質砂岩 10.8 5.0 3.5 262.85 上端部に敵打痕
023 
2 磨石 輝石安山岩 (6.4) (8.1) (3.2) (268.43) 正面にすり面浅い条痕あり

q
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第29表 020号士坑出土遺物観察表(2) (cm) 
No 務 稽 * 材 愚大畏 霞太幅 憲大厚 • • 所 男 出土位置

35 砥石ワ 粗粒砂岩 9.5 4.5 2.7 136.10 左側に刻み状の使用痕右側は不明 1-4居

36 敵石 蹴石安山岩 9.0 7.4 2.9 285.95 縁辺に敵打痕 7居

37 ? 輝石安山岩 10.2 8.1 4.2 47250 皿区1-3層

38 磨・敵石 1t闘岩 14.8 10.5 6.7 1130.00 下fR'Jにすり面 下端部と右側に敵打痕 3層

39 磨-敵石 輝石安山岩 11.0 8.1 5.9 719.35 下制IJに顕著なすり面 端部に蔽打痕 7層

40 磨-敵石 石英安山岩 8.3 6.1 2.4 187.80 右側にすり面 下端部に敏打痕 田区6・7層

41 軽石製品 軽石 5.0 4.8 1.7 32.03 全体にすり W区
日20
42 敵石 輝石安山岩 28.1 12.3 8.2 3840.00 上下端部と左側に敵打痕

43 敵石 泥質砂岩 11.3 94 24 351.56 右側に両面打痕 1-4層

44 磨石 花樹岩 16.5 16.4 4.3 1700.00 正面左右にすり面

45 凹石
角閃石

(190) (155) 
市7さ

(3730) 凹径 (10.0) 深さ (50)
安山岩 (13.7) 

46 軽石製品 軽石 19.4 17.1 8.1 1094.56 凹長さ 4.0 幅 3.4 深さ1.9 正面と左側にすり 正面に使用痕と暦われる凹 3層

47 台石 輝石安山岩 39.6 27.8 
高さ

21570.00 凹径 35x 32 深さ 1.4 疋商が使用商か凹あり
17.3 

h 
y 

軒 高号研
702.7m 

o (1:80) 2m 

l黒色土(lOYR2/1)

しまりあり・粘性弱い。
軽石を多く含む。

2.H音褐色士(lOYR3/3)

しまり・粘性弱い。
φ2~3凹の軽石を多く含む。

ヲ万万万万万~
702.3m 

o (1:80) 2m 

l黒褐色士(IOYR3/1)

しまか粘性弱い。
ぼそぼそしている。

2褐灰色土(IOYR4/1)

しまか粘性やゃあり。
ロームプロックを含む。

@ 019 
一定コ )ι

み分タル

。

五万ヨ最芳男
。 702.7m 

(1:80) 2m 

l尚灰色土(IOYR4/1)
灰色の砂層。 部に純状の鉄さぴ色の土。

vd
h
 

702.2m 
o (1:80) 2m 

i灰黄褐色土(IOYJ<5/2)

しまり弱く、さらさらした土。

最上層の黒色土。

2黒褐色土(10YR3/2)

しまり・粘性あり。

ロームプロックを多く含む。

015 
空ン

。 702.3m 
(1:80) 

A. 

I灰褐色土(75YR5/2)

しまりJやそ，~"く、粘性やや強い。
φ1""""5cmのロームプロックを

少量含む。

④ 017 
ACQ)主

主頑ダ
。 702.2m 

(1:80) 2m 

l灰黄褐色土(IOYR5/2)

しまり弱く、粘性あり。

さらさらした土。

最 t府の紫色。

2黒褐色土(lOYR3/2)

しまり・粘性あり。
ロームプロックを含む。

702.2m 
(1:80) 2m ιOι 。 702.6m 

(1:80) 
l褐灰色土(lOYR4/1)

しまり・粘性やや弱い。

2褐色土(IOYR4/4)
しまり・粘性Jややあり。

ロームブロックを含む。

方坊ヲ-
I黒褐色土(lOYR3/1)

しまり・粘性ややあり。
ローム粒子を微量;に含む。

2m 

〈二〉 (1:4) 

018 

宇~&
企雰万数左

702.2m 
o (1:80) 2m 

l灰黄褐色土(lOYR5/2) 

しまり弱く、粘性あり。

最上層の黒色士。

2黒褐色士(lOYR3/2)
しまり・粘性あり。

ロームプロックを多く含むc

2m 

第85図 D1・2・14'"19・24号土坑及び出土遺物実測図
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三

企万五
l褐灰色土(lOYR5/1)
しまり弱く、粘性やゃあり。

2褐色土(10YR4/4)
しまりややあり。
ロームブロックを含む。

l 黒渦色(IOYR3/1)
Lまり・粘性やゃあり。

2.H音褐色(IOYR3/3)
しまり・粘性やゃあり。
ロームプロックを多く含む。

035 

(lJ M25 

028 

1A90g1L A 
l褐灰色土(lOYR4/1)
しまり弱く、粘性やゃあり。

ら~
2褐灰色土(lOYR4/1)
しまり・粘性ゃゃあり。

⑥AO  D29 A 

ロームプロックを含む。

3黒褐色土(lOYR3/1)
A - A' しまり強く、粘性あり。

議ダ
ローム粒子が多い。

汐/?ヤァ多/ 4褐色土(lOYR4/6)<r:! ..:! 
しまり・粘性弱い。

102.6m 102ぬ
2m ロームプロック多く含む。。 (1 。 (1:80) 2m 

l黒褐色土(lOYR3/l)
71288 2m l 黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性あり。

しまり・粘性あり。 。 1:8 
黒色土プロックを多く含む。

黒色土プロックを多く含む。
下層にローム粒子を含む。

下層にローム粒子を含む。

034 102.1m 
(1:80) 2m 

@ 033 ノトペ
l黒褐色土(lOYR3/1)
しまり・粘性やや弱い。

ーミヨー
ロームブロック少量含む。

2.1こぶい黄褐色土(lOYR5/3)

~ しまり弱い、粘性やや強い。
軽石少量t含む。

A A' 

努芳男-ラ柑子 ヌ芳男
70(21880m ) 

70(3.4m 0) 。 2m 。 1:8 2m 

l黒褐色土(lOYR3/1) l黒褐色土(lOYR3/1)

/ 
しまり・粘性あり。

しまか粘性やゃあり。

ローム粒子を多く含む。 2黒褐色土(lORY3/1)

2J責褐色土(lOYR5/S) しまりややあり、粘性あり。

しまり弱く、粘性ありn
炭化物を含む。

ゑみ ¥ l黒褐色土(lOYR3/1)

粘性あり。砂を少最含む。

2褐色土(lOYR4/4)

しまり・粘性あ札口ームブロックを含台。

3明黄褐色土(lOYR6/6)

しまり・粘性弱い。ローム掘り崩れの土。

¥ 

¥ 

1 ~2 (1:4) 

第86図 026 ・ 28~35号土坑及び出土遺物実測図
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@ ミ|

702.6m 
o (1:80) 2m 

記|

<(1 罵桝凶主事求

l灰黄褐色士(lOYR4/2)しまり弱く、粘性やや弱い。
小ロームプロックを少量含む。

2灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり弱く、粘性やや弱い。
ロームを多量に含む。

ゆ 068 

主と

A 1 A' 

づう77//ン/刀勿

。 703.7m 
(1:80) 

1灰黄褐色土(lOYR4/2)
しまり・粘性やや弱い。

黒褐色土プロックを少量含む。

:ヲ;事PV

~Ö~ ~ 
081 

l灰黄褐色土(lOTR4/2)しまり・粘性あり。
ローム粒子を多く含む。

@ 069 
企口笠
企定f
703.4m 

o (1:80) 2m 
2m 

l褐灰色土(lOYR4/1)
しまり・粘性あり。
ロームプロックを多く含む。

2黒褐色土(lOYR3/1)
しまり弱く、粘性ありの

3褐灰色土(lOYR4/1)
しまり弱く、粘性あり。

坊坊丘
703.1m 
(1:80) 

l黒褐色士(lOYR3/2)
しまり・粘性やゃあり。
軽石粒子を少量含む。

2m 

M-除聡
応
b
D吋702.9m o (1:80) 2m 

l灰黄褐色土(lOYR4/2)
しまり・粘性やゃあり。

2黒絹色土(lOYR3/1)
しまり・粘性弱い。
炭化物・焼土粒子を
多く含む。

ロ1
。 703.7m 

(1 :80) 2m 

l灰黄褐色土(lOYR4/2)
しまり弱く、粘性やや弱い。
小ロームプロックを少量含む。

2黒褐色土(10YR3/1)
しまり粘性やや弱い。
灰黄褐色士プロックを少量含む。

gjLr 
hに与さ
万歳易

。 703.1m 
(1:80) 2m 

。

M6ζ三附

M6勿拐 、子二卓司"2

@ 

703.7m 
(1・80) 2m 

l灰黄褐色土(lOYR4/2)
しまり・粘性弱い。軽石粒を含む。

2黒褐色土(lOYR3/1)
う しまり・粘性ややあり。ーム粒子を多く含む。

1~4 (1:4) 

@ 080 

。 703.3m 
(1:80) 2m 

l灰黄褐色士(10YR4/2)
しまり・粘性弱い。
黒色士プロックを微量に含む。

。 噌ia 2m 

1.1:1¥色土(lOYR2/1)
しまり・粘他あり。
ローム粒子が混入する。

704.2m 
o (1 :80) 2m 

4 

l褐灰色土(lOYR4/1)
しまり・粘性やや弱い。
ロームを多量に含む。

第87図 D42・46・67"'-'69・72・80・81・84.96・97・108号土坑及び出土遺物実測図
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省
一

調査区域外

AW~滅多

l 黒褐色士(lOYR3/1)
しまり弱く、粘性やや強い。砂少量含む。

2黒褐色土(10YR3/1)
しまり・粘性やや弱い。ロームプロック少量含む。

3黒褐色土(10YR3/2)
しまりやや弱く、粘性弱い。砂多量含む。
小ロームプロック少量含む。

4褐灰色土(lOYR4/1)
しまり・粘性やや弱い。砂ラミナ状に多量含む。

5灰黄色褐色士(lOYR6/2)
しまりやや弱く、粘性弱い。褐色士プロック少量含む。

第88図

族教三
l褐灰色土(10YR4/1)
しまりやや強く、粘性やや弱い。
小ロームプロックを少量含む。

2褐灰色土(10YR4/1)
しまりやや強く、粘性やや弱い。
小ロームプロックを多量に含む。

3にぶい黄燈色土(10YR6/4)
しまりやや弱く、粘性弱い。
黒褐色土プロックを少量含む。

第30表 D35・68・81・94・84・15・46土坑出土遺物観察表

093・94号土坑及び出土遺物実測図

4黒褐色土(10YR3/1)
しまり弱く、粘性やや強いc
ロームを少批含む。

5灰黄褐色土(lOYR2/1)
しまり弱く、粘性やや弱い。
ロームプロックを多量に含む。

\ミミ三~

(cm) 

種別 鶴種
詰E • 成形 ・網盤 ・文織 推定値()残存値 <)丸底. 

No 口径(畏)底径(幅〉 樫高(型車〉 内 面 外面 備 宅E 出土位置

035 1 須恵、器 横瓶 (25.3) 
胴底部当て具痕→口縁(ロクロ月同~底部タタキ日→口頚部を接合しヨコナデ 完全実iJ!lI D20 
ナデ→)ヨコナデ 自然紬付着 E区1-4周

068 弥生 査 ミガキ→赤色塗彩 ミガキ櫛描波状文 断固実測
l 須恵器 杯 (135) (7.4) 3.8 ロクロナデ ロクロナデ→底部手持ちへフケズリ 回転実測 :;-20 X 1 -6 

D81 2 土師録ワ 灯明皿 10.3 6.1 2.8 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラ切り 完全実測
X 1-6 内外面煤付着

3 土師器 司昆 (11.4) 42 ロ縁ヨコナデ→月岡部ナデ 口縁ヨコナデ→』岡部ナデ 回転実測 F8-P3 

1 須恵器 珂: (14.8) (3.9) ロクロナデ ロクロナデ 回転実測
084 須恵器 杯 (7.1) (1.8) ロクロナデ 自然紬付着 ロクロナデ→底部回転へフ切り後ナデ 回転実泊j2 

I 須恵器 杯 (153) (10.2) (3.4) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転ヘラケズリ 回転実iJ!lI内面
に火だすき有

094 M31X四 6 ¥113 
2 須恵器 査 (21.9) ロクロナデ ロクロナデ→ 完全実担'1 M33 

M55X II -25 

No. 栂 種 蕪 材 債大畏 鰻大幅 思大理 重置 所 男 出土位置
015 l 打製石斧 輝石安山岩 19.7 113 34 72273 

035 2 磨・敵石 輝石安山岩 18.0 15.3 5.8 2160.00 正面にすり面縁辺に厳打痕
046 敵石 ホルンアェルス 11.5 4.0 3.7 261.28 上下端部に敵打痕

081 4 凹石 軽石 13.3 14 
両さ

727.22 凹径 74 凹深18 すり加工あり
7.2 

(7) D93号土坑

本土止は調査区北西端のV-15Gdこ位置する。 北側は調査区外となり土坑の全容は不明であるが、 形態は不整形

である。 本土止はM74号溝状遺構より新しい。長軸方位は北東を向く。遺構の底面は凹凸が激しく、深さは0.38m内

外を測る。覆土は自然堆積であるが、砂を少量含み、 しまりの弱し、土である。本土止からの出土遺物は無かった。

本土止の北側部分は、平成17.18年度に市道建設により発掘調査が行われ、本i止の北側にはTa2号竪穴状遺構が

存在する。093号土坑とTa2号竪穴状遺構は各々の検出位置より同一遺構と考えられる。また、Ta2号竪穴状遺構

も出土遺物が無く、帰属時期は不明とされている。しかし、Ta2号竪穴状遺構の北側には同一形態のTa1号竪穴状

遺構が存在し、出土遺物から奈良時代前半に比定されている。これらの遺構の特徴は、本遺跡のTa2.3号竪穴状

遺構と形態や出土遺物が非常に似ることから同ーの性格・所産時期が推定される。

このことから、検出位置の制約から093号土坑は、 土坑として報告したが、先に述べた竪穴状遺構の性格を有す

る遺構と考えられ、所産時期も古代と考えたい。

門

iny
 



(8) 090，_， 92・144・145号土坑

本土坑群は調査区中央部のX-17-24Gdこ位置する。 これら土坑群はいずれも形態が不整形で、掘り方が一定

ではなく、土坑底面も凹凸が激しいことを特徴とする。代表的な例としては0145号土坑が挙げられる。

本祉は南北方向に長軸を持つ土坑であるが、底面の形状を見るとしてつかの円形の土坑を掘り込んだ結果がこの

ような形状になったと考えられる。また覆土堆積を観察すると南から北に掘り進み、掘った士は前の掘り込み内に掻

き出している状況が観察できる。

これらのことから、 これら土坑群はいわゆる 「粘土採掘坑Jと呼ばれるものであると考える。出土遺物は0144・145

号土坑より須恵器蓋片や土師器聾片が出土していることから古代と考えられる。

4.¥ 

。 71i:B 2m 703.3m 
o (1:8ω2m  

l灰褐色土(lOYR4/2)
しまり・粘性あり。軽石粒子を含む。

2黒褐色土(10YR3/2)
しまり・粘性あり。ローム粒子を多く含む。 泊I トレンチ 国|

.5..¥ <{ I 

092 
4 、、、

A 1 2 A' 703.0m 
(1:80) 2m 

l褐灰色土(lOYR5/1)しまり・粘性あり。

2灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり・粘性やゃあり。
軽石桂子を多く含むG

/ 

3.黒褐色土(lOYR3/l)しまり粘性弱い。
ローム粒子を多く含む。

4褐色土(lOYR4/4)しまか粘性やゃあり。
ロームと黒色土の混合居。 とこっ

@ 0144 ∞l 

A 

アタ務鉱労多/
ivl42 

。 703.3m 
(1 :80) 2m 

A 

l灰黄尚色士(10YR4/2)しまり・粘性弱い。

2褐色土(lOYR4/4)しまり・粘性あり。ロームプロックを多く含む。

3黒褐色土(lOYR:l/l)しまり・粘性やゃあり。

一部lこロームプロックを含む。

。 703.0m 
(1: 80) 2m 

4褐色土(lOYR4/自)しまり・粘悦あり。ロームプロγタを多く含む。

黒色土プロックを含む。

5. ~こぶい黄褐色士(lOYR7/4) しまり ・粘性弱い。 ローム昭の綿崩れ。

l灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり・粘性やゃあり。軽石を少五k含む。

2黒褐色土(lOYR3/l)しまり・粘性あり。ロームプロックを多く含む。しまってし、る0

3灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり・粘性あり。 l層より粘質が強い。

4褐色土(lOYR4/4)しまり・粘性あり。ロームプロジク主体でしまっている。

第89図 090"-'92.144・145号土坑実測図
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ここでは、中世の所産と考えられる井戸祉を集成した。木枠等が残るものに関しては1/40で記載した。

(9) 06号土坑

本土止は調査区東側のXX-IGdこ位置する。形態は方形で、木枠と考えられる木製品が底面より出土した。規模

は、長制12.07mで、深さ1.29mを測る。底面はローム層まで掘り込んでいた。出土した常滑墾片はMl号溝状遺構と接

合関係、にある。

(10) 08号土坑

本社は調査区東側のXX-llGrに位置する。形態は方形で、井戸枠が底面より出土した。規模は、長軸2.52m

で、深さ1.93mを測る。底面はロ}ム層まで、掘り込んでいた。出土遺物は13世紀代の尾張系捜ね鉢が出土した。

06 

17 15 

(j~ 

A 

A 

。 702.5m 
(1・40) 1m 

l.II青褐色土(lOYR3/1)しまり・粘七lあり。

2，1こぶい黄禍色士(lOYR5/1)

A' 

しまり~Nく、粘性あり。黒色土ブロックを合b。

3灰黄褐色 仁(lOYIl5!2)
しまり・粘性弱い。 黄色のロームを含むの

06 

1 (1:4) 

2 (1 :8) 

A 

A 

。 702.6m 
(1:40) 1m 

l褐灰色土(10YR4/1)しまり・粘性あ仇炭化物を含む門

2褐色 f:(lOYR4/4)しまり・粘tlあり。

3.aff褐色士(lOYR3/1)しまり・粘性弱く、戦平7を多く含む。

A' 

A 

A' 

<r.¥ 

<!.¥ 

。 1m 

l黒褐色 hlOYR3/2)しまり・粘性やや加し、P

。 1O~30cm大の石含むの

2黒褐色土(lOYR3/2)しまりやや弱く、

粘性やや強い。ロ ムブロック少iik含む。

A' 

3 黒褐色イて(lOYR3/2) しまり~~く粘性やJや強いr

小ロームプロック少量含むR

4黒色褐色士(lOYR3/2)しまりやや強く、

粘性弱い。ロームプロック多i止含む司
月以内色土(lOYR8/2)しまりJやや強く、車片科羽いF

黒褐色 l少Jjcf守;J"r。

6黒色土(lOYR2/1)しまり弱く、粘性強い。

7.JR黄褐色砂(lOYR'l/2)しまり弱く、粘性なし勺
粗砂c

いー-r二;
第90図 D6・8・40号土坑及び出土遺物実測図
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第91図 D9号土坑出土遺物実測図

第31表 D6・8・9号土坑出土遺物観察表 (cm) 

法 量 成形 ・ 調霊 ・ 文憾 推定値()残害値 <>到底・
No 種別 務種

口径(畏〕底径(幅〉 務高(軍〕 内 面 外面 備 考・ 出主位置

06 陶骨量 E理 当て具痕あり→ヨコナデ タタキ円
断面実測 内而に自然納付帯
MlJII区常滑

日日 須曹、質 担ね鉢 (340) (6.7) ロクロナデ ロクロナデ 回転実揖IJ 13C前半尾張

l 背磁
皿l連弁

(16.3) (2.4) 胞糊 施勅 回転実訓IJ 13C 飽泉禦
文あり

2 青磁 蓮弁文碗 (5.H) (3.9) 施紬 施粕 回転実品IJ 13C 能泉窯

3 背磁 蓮弁文碗 (5.8) (2.2) 施糊 施紬 回転実剖IJ 13C 施泉窯

4 須曹、質 111茶碗 (13.0) (46) ロクロナデ 自然利付着 ロクロナデ 自然利付着 回転実視IJ 13C後半東濃

09 
5 土問I質 方、わらけ (9.4) (75) 1.3 ロクロナデ ロクロナデ→底部糸切り 回転実視l

6 土師質 カ寸つらけ (8.0) (72) 1.5 ロクロナデ ロクロナデ→i底部糸切り後ナデ 回転実視l

7 土師質 かわらけ (77) (7.0) 1.5 ロクロナデ ロクロナデ→底部糸切り 回転実視l

自 土師質 ヵ、わらけ 5.8 (0.5) ロク ロサデ 底部糸切り 回転実測l

9 弥生 現 5.5 (100) ミガキ 胴部底部ミガキ 櫛描波状文 完全実測 最下層

No 鵠 種 素 材 愚大喪 鰻大幅 鰻大厚 重量 所 見 出土位置

06 2 編物石ワ 輝石安山岩 27.9 13.1 7.5 1330.00 被熱あり 上端部を除き熟化

10 庭石 硬質砂岩 13.8 4.9 2.i 200.80 正面にすり而 井戸枠内

11 踏石 安山岩 (10.0) (4.8) (2.9) (220.27) 下部欠損 正漢にすり面

09 12 磨石 輝石安山岩 13.2 8.9 4.3 903.75 正lifにすり面

13 際石 j1j(石安山岩 18.3 16.2 7.8 2910.00 正面にすり面 井戸枠内最下層

14 台石 11':尚治 (13.0) (9.0) (6.3) (1260.67) 下部欠損正面に使用痕

(11) 040号土坑

本土止は調査区中央のX1 -22・23Gdこ位置する。形態は方形で、木枠と考えられる木組と中央に桶が据え付けら

れた状態で出土した。覆土の3"-'5層は埋戻しの土である。 樹種については第V章を参照。規模は、長軸l.77mで、深さ

1.68mを調。る。
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